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特　長
ジャンルいろいろ 
30曲！ 

ヨウケン　ロクオン：０１ 
０３年０２月２４日　１５：０２ 

ハナコ 
さんだ♪ ﾌﾞﾗｻﾞｰ ﾊﾅｺ 

30曲の着信メロディがセットされています。 
（「着信音」☞23ページ） 

通信結果や、リボンの残量などピクト（絵文字）でわかり
やすくお知らせ。3行の液晶に表示されるメッセージと
ピクトにしたがって設定が簡単に行えるようになってい
ます（「ディスプレイ」☞7ページ）。 

番号・名前表示、迷惑電話防止、非通知着信拒否、
公衆電話着信拒否などの便利な着信対応が設定でき
ます（「ナンバー・ディスプレイを利用する」☞66
ページ）。 
かけてきた相手の番号と日付を、あとからディスプ
レイで確認することができます。 
34種類の鳴り分けができます。 
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 安全にお使いいただくために

このたびは本製品をお買い上げいただきましてまことにありがとうございます。
この「安全にお使いいただくために」では、お客さまや第三者への危害や損害を未然に防ぎ、本製品を安全にお使
いいただくために、守っていただきたい事項を示しています。

表示と記号の意味は次のようになっています。いつも快適な状態で安全にお使いいただけるよう、内容をよくご
理解いただいてから、本製品をご使用ください。

警告

誤った取り扱いをすると、人が死亡または
重傷を負う可能性がある内容を示します。

誤った取り扱いをすると、本製品の本来の
性能を発揮できなかったり、機能停止をま
ねく内容を示しています。

注意

誤った取り扱いをすると、人が傷害を負っ
たり、物的損害の発生が想定される内容を
示します。

本製品を取り扱う上で知っておくと便利
な内容を示しています。

記号は「してはいけないこと（禁止）」
を意味しています。図中のイラストは、具
体的な禁止内容を示しています。（左の例
は分解禁止を意味しています。）

記号は「しなければいけないこと（指
示）」を意味しています。図中のイラスト
は、具体的な指示内容を示しています。（左
の例はプラグをコンセントから抜くこと
を意味しています。）

「してはいけないこと」を示しています。 「火気に近づいてはいけないこと」を示し
ています。

「さわってはいけないこと」を示しています。 「水場で使ってはいけないこと」を示して
います。

「分解してはいけないこと」を示しています。 「しなければいけないこと」を示していま
す。

「電源プラグを抜くこと」を示しています。

〈お客様へのお願い〉

● 本機は、情報処理装置など電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づく、クラス B 情報技術装置で
す。本機は、家庭環境で使用することを目的としていますが、本機がラジオやテレビ受信機に近接して使
用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

● 本製品は、厳重な品質管理と検査を経て出荷しておりますが、万一不具合がありましたら、「お客様相談

窓口（コールセンター）： 0120-161170」までご連絡ください。
● お客さまや第三者が、本製品の使用の誤り、使用中に生じた故障、その他の不具合、または本製品の使用

によって受けられた損害については、法令上賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切その責任を負
いませんので、あらかじめご了承ください。

● 本製品の設置に伴う回線工事には、工事担任者資格を必要とします。無資格者の工事は違法となり、また
事故のもととなりますので、絶対におやめください。

● 電話帳に登録した内容、メモリーに受信したファクスなどで重要な情報は、必ず印刷して保管してくださ
い。（「電話帳リスト」 ☞77ページ、「本体のメモリーに、受信したファクスを記憶する（メモリー受信）」 

☞54 ページ）

本製品は、静電気・電気的ノイズなどの影響を受けたとき、誤って使用したとき、または故障・修理・使
用中に電源が切れたときに、メモリーに記憶した内容が変化・消失することがあります。これらの要因に
より本機のメモリーに記憶した内容が変化・消失したために発生した損害について、当社は一切その責任
を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

※ 取扱説明書など、付属品を紛失した場合は、お買い上げの販売店にてご購入いただくか、ダイレクトクラブ
（「消耗品などのご注文について」 ☞108ページ）へご注文ください。

お願い 

メモ 



ii

安全にお使いいただくために
 

■ 設置、配線についてのご注意

警告
●風呂場や加湿器のそばなど、湿
度の高い場所には設置しない
でください。
故障や変形、火災の原因となり
ます。

●電源コードを抜くときは、コー
ドを引っぱらないでください。
コンセントから抜くときは、必
ず電源プラグを持って抜いてく
ださい。
ぬれた手で電源コードを抜き差
ししないでください。感電やや
けどの原因となります。

●たこ足配線はしないでください。
電源コードの上に重いものをの
せたり、コードをたばねたりしな
いでください。
火災の原因となります。

●医療用電気機器の近くでは使用しないで
ください。本機からの電波が医療用電気機
器に影響を及ぼすことがあり、誤動作によ
る事故の原因になります。

●国内のみでご使用ください。海外ではご使用
になれません。
電源はAC100V 50Hz、または60Hzでご
使用ください。
それ以外の電源電圧でご使用になると、火災や感
電、故障の原因となります。

注意

以下の場所には設置しないでください。故障や変形、火災の原因となります。

●直射日光のあたるところや暖
房設備のそばなど、温度の高い
場所

●ぐらついた台の上や傾いたとこ
ろなど、不安定な場所

●調理台のそばなど、油飛びや湯
気のあたる場所

●電源コードはコンセントに確実に差し込んでください。（本機には電源スイッチが付いていません。）
雷がはげしいときは、電源コードをコンセントから抜いてください。（電源コードは抜きやすいところに差し込
んでください。）
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注意

ブランチ接続（並列接続）はしないでください。
ブランチ接続（並列接続）をすると、以下のような支障があり、正常に動作できなくなります。
●ファクスを送ったり受けたりしているときに、ブランチ接続（並列接続）されている電話機の受話器を上げる
とファクスの画像が乱れたり通信エラーがおきることがあります。
●電話がかかってきたとき、着信音が鳴り遅れたり、途中で鳴りやんだり、相手がファクスのときに受信できな
いことがあります。
●本機で保留にした場合、ブランチ接続（並列接続）されている電話機では本機の保留状態を解除できません。
●ブランチ接続（並列接続）されている電話機から本機への転送はできません。
●ナンバー・ディスプレイ、キャッチホン、キャッチホン・ディスプレイなどのサービスが正常に動作しません。
●パソコンを接続すると、本機が正常に動作しない場合があります。

ブランチ接続（並列接続）とは
一つの電話回線に複数台の電話機を接続することです。

お願い 
●本機をお使いいただける環境は次の通り
です。
温度：5～35℃
湿度：45～ 80%

●本機を正しく使用し性能を維持するため
に、設置スペースを確保してください。

●電波障害時の対処
本機の近くに置いたラジオに雑音が入った
り、テレビ画面にちらつきやゆがみが発生し
たりする場合があります。本機の電源コード
をコンセントからいったん抜くことにより、
ラジオやテレビなどが正常な状態に回復する
ようでしたら、次のような方法を試してくだ
さい。

・本機をテレビなどから遠ざける。
・本機、またはテレビなどの向きを変える。

●以下のような場所には設置しないでください。
故障や変形、火災の原因となります。

・テレビ、ラジオ、スピーカー、こたつなど、
磁気の発生する場所

・いちじるしく低温な場所、急激に温度が変化
する場所

・クーラー、換気口など、風が直接あたる場所
・ホコリ、鉄粉や振動の多い場所
・換気の悪い場所
・揮発性可燃物やカーテンに近い場所

●電源コンセントの共用にはご注意ください。

複写機などの高電圧機器と同じ電源は避けて
ください。

1階 NTTへ NTTへ 2階 

FAX-720CL
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安全にお使いいただくために
 

■ 使用する際のご注意

警告

そのまま使用すると故障や火災、感電の原因となります。

●分解、改造をしないでくださ
い。修理などは販売店にご相談
ください。（法律で罰せられる
ことがあります。）

●本機の上に水、薬品などを置か
ないでください。

●異物が入ったときは、電源コー
ドをはずして、販売店にご相談
ください。

●煙が出たり、変なにおいがしたときは、すぐに電源
コードをコンセントから抜いて、販売店にご相談く
ださい。

●本機を落としたり、破損したときは、電源コードを
コンセントから抜いて、販売店にご相談ください。

けがをするおそれがあります。
●さわらないでください。
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注意

●火気を近づけないでください。故障や火災・感電の
原因となります。

●長期間不在にするときは、安全のため電源コードを
コンセントから抜いてください。

●記録ヘッドは発熱している場合があります。手が直接記録ヘッドにさわらないようにしてください。
また、カバーを閉めるときに指などをはさまないように注意してください。

●落下、衝撃を与えないでください。
●動作中に電源コードを抜いたり、開閉部を開けたりしないでください。
●本機の上に重いものを置かないでください。
●室内温度を急激に変えないでください。装置内部が結露するおそれがあります。
●指定以外の部品は使用しないでください。
●原稿排出の妨げになりますので、本体前方には物を置かないでください。
●海外通信をご利用の際、回線の状況によっては正常な通信ができないときがあります。
●NTT の支店・営業所から遠距離の場合には、お使いになれないことがありますので、最寄りの NTT
の支店・営業所へご相談ください。（116：無料）

●本機に貼られている注意ラベル類ははがさないでください。

お願い 



vi

安全にお使いいただくために
 

■ 停電になったとき（ ☞ 91 ページ）

■ コピーについて
●法律で禁止されているもの（絶対にコピーしないでください）

･ 紙幣、貨幣、政府発行有価証券、国債証券、地方証券
･ 外国で流通する紙幣、貨幣、証券類
･ 未使用の郵便切手や官製はがき
･ 政府発行の印紙、および酒税法や物品税法で規定されている証券類

●著作権のあるもの
･ 著作権の目的となっている著作物を、個人的に限られた範囲内で使用する以外の目的でコピーすること
は、禁止されています。

●その他注意を要するもの
･ 民間発行の有価証券（株券、手形、小切手）、定期券、回数券
･ 政府発行のパスポート、公共事業や民間団体の免許証、身分証明書、通行券、食券などの切符類など

■ 記録紙について

停電時のデータについて
消去されないデータ
電話帳、各種登録・設定内容

数時間以上たつと消去されるデータ※
着信記録、発信記録、通信管理レポート、メモリーに受信したファクス、
音声メッセージ、モーニングメロディ設定内容

停電後すぐ消去されるデータ
読み取ったファクス原稿

半日以上停電が続いたときは、日付が正しく表示されないことがあります。再設定をしてください。
（「初期設定をする」 ☞15 ページ）
※ただし、停電前に連続1週間以上、電源が入った状態にしておく必要があります。

本機はAC電源を必要としているため、停電時は使用できなくなります。停電時に備えて、あらかじめ停電用電話
機（AC電源を必要としない電話機）をご用意いただくことをおすすめします。停電用電話機を停電用電話機接続
端子に接続すると、停電時に停電用電話機を使って電話をかけたり受けたりできます。

●A4サイズ以外の紙、しわ、折れのある紙、
湿っている紙、一度記録した紙の裏などは使
用しないでください。

●記録紙の保管は、直射日光、高温、高湿を避
けてください。

お願い 

メモ 

停電時 

お願い 
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箱の中に次のものがそろっているか確認してください。
万一不足しているものがあったり、取扱説明書に乱丁、落丁があったときは、「お客様相談窓口（コールセンター）：

0120-161170」にご連絡ください。

本体　1 台　（リボンカートリッジセット済み）

電話機コード（1.5m）　1本 記録紙ホルダー　1本

取扱説明書　1部 かんたん設置ガイド　1部

保証書　1部 記録紙（A4）

メモ 

製品に付いている保護材や青いテープなどは、設置前に取り除いてください。

リボンカートリッジ 
（PC-401） 

お試し用リボン 

※本体の中にはA4サイズで約
30枚分印字可能な「お試し
用リボン」を取り付けたリ
ボンカートリッジがセット
されています。 

受話器 １台 

 

記録紙トレイ １個 
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各部の名称とはたらき
 

●正面図

原稿のサイズに合わせます。 
 

上カバーを開けるときに 
押し上げます。 

記録紙挿入口 

原稿挿入口 

マイク 

受話器 

受話器コード 

原稿排出口 

記録紙排出口 

記録紙ホルダー 

記録紙トレイ 

原稿ガイド 

レバー 

記録紙をセットします。 

（☞5ページ)

操作パネル 

 
 

アース端子（銀色ネジ） 
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各部の名称とはたらき
 ●背面図

受話器コードを接続します。 電話機コードを接続します。 

保守用の端子です。 
さわらないでください。 

受話器接続端子 

保守用端子 

電源コード 

回線接続端子 

停電になったとき、AC電源 
を必要としない電話機を接続します。 
（接続するときは、保護シートを取り 
除いてください。） 

停電用電話機接続端子 
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 ●操作パネル

操作手順や本機の状態、 
メッセージなどが表示されます。 

ディスプレイ 

画質ボタン 
原稿に合わせて画質を調整するときに 
押します。（☞74ージ） 

留守モードにするとき、または留守 
モードを解除するときに押します。 
（☞41ページ） 

k 留守ボタン 

メッセージを再生するとき（☞43ペ 
ージ）、または通話を録音するとき 
（☞39ページ）に押します。 

m 再生／録音ボタン 

機能／確定ボタン 
機能を設定するとき、または 
設定内容を確定するときに 
押します。（☞7ページ） 

e

ディスプレイの項目を選択します。 

マルチセレクトボタン j

着信音量（☞21ページ）、受話音
量（☞21ページ）、スピーカー音
量（☞22ページ）を調整するとき
に押します。 

音量ボタン 

電話帳を表示するときに押します。 

電話帳ボタン 

停止ボタン 
操作を途中で中止するとき、 
または待ち受け画面に戻るとき 
に押します。 
 

n

メッセージ（☞43ページ）、着信記 
録（☞72ページ）、発信記録（☞29 
ページ）、または電話帳に登録された 
内容を消去するとき（☞33ページ） 
に押します。また、キャッチホンを使 
うときに押します。（☞31ページ） 
 

l 消去ボタン／キャッチボタン 

マイク 
スピーカーホンで通話するときに 
使用します。（☞28、30ページ） 

着信記録ボタン 
着信記録を確認するときに押し 
ます。（☞72ページ） 
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スタート／コピーボタン 

ファクスを送信／受信するとき、またはコピーするとき（☞64ページ）に押します。 

受話器を持たずに通話するときに押します。（☞28、30ページ） 
q

電話を保留にするときに押します。（☞27ページ） 

r

スピーカーホンボタン 

最後にかけた相手にかけ直したり、発信記録を表示するとき（☞29ページ）、 
ダイヤル番号入力時にポーズを入れるときに押します。 
または文字入力の際に英数／カナの切り替えをするとき（☞102ページ）に押し 
ます。 

再ダイヤル／ポーズ／英数・カナボタン 

保留ボタン 

ダイヤルするときや文字を入力するときに 
使用します。 

ダイヤルボタン 

一時的にプッシュホンサービス（トーン信号によるサービス）を利用するときに 
押します。（☞ 81ページ） 

u トーンボタン 

録音された前のメッセージを聞くときに押します。（☞42ページ） 

戻しボタン 

録音された次のメッセージを聞くときに押します。（☞42ページ） 

送りボタン 

0~9、-、=

p

=

-
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現在の状態やメッセージ、操作手順などを表示します。通話をしていない状態では、次のように「待ち受け画面」
が表示されています。表示の内容と意味は次の通りです。

現在設定されている機能、選択している内容、次の手順へ進む方法、選択の方
法についてのメッセージを表示します。右下の例では、現在「親切受信が ON

に設定されている」ことと、「設定を変更するには、 j で選択し e で確定

（決定）する」ことを示しています。

このように、メッセージに従って簡単に各種機能を設定・登録すること
ができます。

設定・登録のときは、メッセージに従って jを押して設定したい内容

を表示させます。
設定したい内容が表示されたら、 e を押して設定内容を確定させます。

（または、 0～ 9 で、表示されている番号を押します。）

●ディスプレイ

■ 表示の見かた

■ メッセージの見かた

０３年１２月２４日　１５：３７ 

現在の日付と時刻が 
表示されます。 

（待ち受け画面） 

リボンの残量が表示されます。 
（「リボンが少なくなったら」☞87ページ） 
 
文字入力が可能なとき、または電話帳で検索する
とき、　/　 のどちらかが点灯します。 
（「文字の入れかた」☞101ページ）、 
（「名前で検索してかける」☞28ページ） 
 
 

モーニングメロディを設定しているときに点灯し
ます。 
 
ファクス転送を設定しているときやファクスのメモ
リー受信の設定を「ﾌｧｸｽ: ON」にしているときに点
灯します。また、このときメモリーに受信したファ
クスを記憶していると点滅します。 
（「ファクス転送」☞49ページ） 
 
ファクス通信が正常に終了したときに点灯します。
（次に何か操作を行うと消灯します。） 
 
 
ファクス通信が正常に終了しなかったときに点灯
します。（次に何か操作を行うと消灯します。） 
 
 
留守モードに設定されていて、留守録転送を設定
しているときのみ点灯します。 
（「留守モードを設定する」☞41ページ、 
「留守録転送」☞49ページ） 

 

〈ピクト（絵文字）〉 

シンセツ　シ゛ュシン：ＯＮ 
　　　 テ゛センタク／カクテイ　 ▲ 

▲ 

１．ショキ　トウロク 
　　　 テ゛センタク／カクテイ　 

２．シ゛ュシン　セッテイ 
　　　 テ゛センタク／カクテイ　 

３．ソウシン　セッテイ 
　　　 テ゛センタク／カクテイ　 

４．セッテイ　カイジョ 
　　　 テ゛センタク／カクテイ　 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 
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接続する 

メモ 

（接点2個） 

2芯 
（接点4個） 

4芯 

1 受話器コードを接続する 

2 電話機コードを接続する 

3 電源コードを接続する 

電源を入れる前に、1受話器コード、2電話機コード、最後に3電源コードの順に接続し
ます。電源を入れると続けて、回線種別の設定が行われます。（接続の順番を間違えると、
回線種別の設定が正しく行われないことがあります。） 

 
● 付属品の電話機コードをご使用にならない場合も、6極2芯の電話機コードをお使いください。 

6極4芯の電話機コードをご使用になると、通話中に雑音が入ることがあります。 
 
 

● ご使用のパソコンにPHONE端子またはTEL端子がある場合は一つの電話回線でパソコンと本機
の両方を接続してお使いいただけます。接続のしかたは11ページを参照してください。 

電話コンセントがモジュラー式ではないとき 
● 3ピンプラグ式の場合は、市販のモジュラー付き

電話キャップを購入してください。 

補足 

 

 

 
● 直接配線式の場合は、別途工事が必要です。 

最寄りのNTT窓口（116：無料）にお問い合わせ
ください。 

保護シートを取り除く 
本機には、出荷時に内部の機構を保護するためのシートがセットされています。 
設置前に必ず取り除いてください。 

1青いテープを取り、上カバーを開けて保
護シートを取り除く 

 2上カバーを閉める 

受話器コード 

差し込む 

電話機コード 
（6極2芯） 
：付属品 

回線 停電時 

電源コード 

上カバーの両端を押して確実に閉めます。 

補足 
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プッシュ　カイセン　テ゛ス 

 
カイセン　チェック　チュウ 

カイセンシュヘ゛ツカ゛ 
セッテイ　テ゛キマセンテ゛シタ 

０　3 　年０１月０１日　００：００ 

チェック終了 

チェックしているとき 

チェック終了 

電源コードをコンセントに接続すると、自動的に電話回線の種別をチェックし、設定
します。 

回線種別をチェックする（自動） 

● 「ﾃﾞﾝﾜｷ ｺｰﾄﾞ ｦ ｾﾂｿﾞｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ」と表示されたときは、
電話機コードを接続し直してください。そのままにし
ていると回線種別の判別ができません。 

● 構内交換機（PBX）、マンションアダプタ、IPフォンアダプタなど
一般と異なる回線につないでいるときは、自動設定できないと
きがあります。そのときは、手動で回線種別を設定してください。
（「手動で回線種別を設定する」☞10ページ） 

● 回線によっては自動で正しく判別できないときがありま
す。そのときは、手動で回線種別を設定してください。 
（「手動で回線種別を設定する」☞10ページ） 

自動的にチェックできなかったときに表
示されます。手動で回線種別を設定して
ください。（「手動で回線種別を設定す
る」☞10ページ） 
「ｶｲｾﾝｼｭﾍﾞﾂｦｾｯﾃｲ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ」や「ｶｲｾﾝｾｯ 
ﾃｲ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ」と表示されているときも同
様に手動で回線種別を設定してくださ
い。 

補足 

補足 

回線の自動判別終了後、「117」（時報）に電話をかけてかかるかご確認ください。（このとき通話料金がかかりま
す。）電話がかからない場合は、手動で回線種別を設定し直してください。（「手動で回線種別を設定する」 
☞10ページ） 

補足 

回線種別の設定が終了すると時計表示に
なります。 

補足 

成功したとき 失敗したとき 
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準備する
電話回線に何らかの問題があり、自動で回線種別を設定できないことがあります。「ｶｲｾﾝｼｭﾍﾞﾂｶﾞ ｾｯﾃｲ ﾃﾞｷﾏｾﾝﾃﾞｼﾀ」、
「ｶｲｾﾝｼｭﾍﾞﾂｦｾｯﾃｲ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ」、「ｶｲｾﾝｾｯﾃｲ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ」のいずれかのメッセージが表示されたときは、次の手順で設定し
てください。

利用している電話回線の種別は次のようにして調べてください。もしもわからないときは、最寄りの NTTの支店、
営業所またはNTT 窓口（116：無料）にお問い合わせください。

●手動で回線種別を設定する

    ｶｲｾﾝ:ﾀﾞｲﾔﾙ　20PPS　　
　          ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

ﾌﾟｯｼｭ／ﾀﾞｲﾔﾙ 10PPS／ﾀﾞｲﾔﾙ 20PPS／ｼﾞﾄﾞｳ ｾｯﾃｲ 

［機能/確定］→［1.ｼｮｷ ﾄｳﾛｸ］→ 
［1.ｶｲｾﾝｼｭﾍﾞﾂ ｾｯﾃｲ］を押す 

回線の種類を選ぶ 

1

2

終了 
● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

43

を押す を押す 

▲ 

▲ 

これまでお使いの 
電話機 

ダイヤルしたときの 
音 

お客様のお使いの 
電話回線 

設定する回線種別 

受話器から 
「ピッポッパ」と 

音がする 

プッシュ回線に 
設定 

ダイヤル回線 
10PPSに設定 

ダイヤル回線 
20PPSに設定 

プッシュ回線 

受話器から 
「ピッポッパ」と 

音がしない 

ダイヤル回線 

本機から「117」（時報）にかける 

かからない 
かかる 

（通話料がかかります） 
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パソコン本体に「PHONE（TEL）端子」がある場合は、
一つの電話回線でパソコンと本機を右図のように接続して
いただくことができます。
ただし、1本の電話回線を利用していますので、同時に両
方で電話回線をご利用いただくことはできません。

本機を ISDN回線のターミナルアダプタまたはダイヤルアップルータに接続するときは、次の設定と確認を行って
ください。
・本機：回線種別を「プッシュ」に設定する
・ターミナルアダプタ：本機を接続して電話がかけられ
るか、電話が受けられるか確認する

本機を ADSL 回線のスプリッタに接続するときは、スプ
リッタのTEL 端子に接続してください。

●パソコンと接続する場合は

■ 一般回線で PCモデムを使う場合、PHONE（TEL）端子を使う場合

お願い 

1 本の電話回線に複数台の電話機を接続（ブラ
ンチ接続（並列接続））すると、ナンバー・ディ
スプレイなどに不具合が発生し、誤作動の原因と
なりますのでおやめください。（「ブランチ接続
（並列接続）はしないでください」 ☞12ページ）

メモ 

パソコン本体に「PHONE（TEL）端子」がない場合は、市販の自動切換機などをご利用ください。

■ ISDN回線をご利用の場合

■ ADSL回線をご利用の場合

お願い 

● 本機とパソコンは必ず「スプリッタ」で分岐
してください。「スプリッタ」より前（電話
回線側）で分岐するとブランチ接続（並列接
続）となり、通話中に雑音が入ったり、音量
が小さくなるなどの支障が発生します。

● 通話中に雑音が入ったり、音量が小さくな
る、誤ってダイヤルするなどの問題が発生し
た場合は、スプリッタを交換すると改善され
ることがあります。スプリッタの製造メー
カーへお問い合わせください。

注意 

ADSL契約時、ノイズが多い・誤ダイヤル・声が
小さい等の障害が発生することがあります。

回線 停電時 

アナログ 
ポート 

電話機 
コード 

パンコンの通信ポート（COMポート） 
に接続 

NTTのISDN回線 

 
ターミナルアダプタまたは 
ダイヤルアップルータ 

メモ 

● 本機が使用できないときは、「故障かな？と思った
ら」（ ☞95 ページ）を参照ください。また、ターミ
ナルアダプタの設定を確認してください。ターミナ
ルアダプタの設定の詳細は、ターミナルアダプタの
取扱説明書をご覧いただくか、製造メーカーにお問
い合わせください。

● ナンバー・ディスプレイを契約されている場合は、
ターミナルアダプタのデータ設定と本機の設定
（「ナンバー・ディスプレイを設定する」 ☞67 ペー
ジ）が必要です。

電話回線 

スプリッタ 

TEL端子 

電話機 
コード 

ADSLモデム 
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他の機器を接続して使う
 

ブランチ接続（並列接続）をすると、以下のような支障があり、正常に動作できなくなります。

･ ファクスを送ったり受けたりしているときに、ブランチ接続（並列接続）されている電話機の受話器を上げるとファク
スの画像が乱れたり通信エラーがおきることがあります。

･ 電話がかかってきたとき、着信音が鳴り遅れたり、途中で鳴りやんだり、相手がファクスのときに受信できないことが
あります。

･ 本機で保留にした場合、ブランチ接続（並列接続）された電話機では本機の保留状態を解除できません。
･ ブランチ接続（並列接続）された電話機から本機への転送はできません。
･ ナンバー・ディスプレイ、キャッチホン、キャッチホン・ディスプレイなどのサービスが正常に動作しません。

･ パソコンを接続すると、本機が正常に動作しない場合があります。

構内交換機（PBX）、ビジネスホン、ホームテレホンなどをお使いになる場合は、各製造メーカーまたは販売店に
お問い合わせください。また、接続する場所によっては「ナンバー・ディスプレイ」がご利用になれないので、「ﾅｼ」
に設定してください。（「ナンバー・ディスプレイを設定する」 ☞67 ページ）

例）構内交換機（PBX）の場合

●接続に関する制限事項を確かめる

■ ブランチ接続（並列接続）はしないでください

メモ 

ブランチ接続（並列接続）とは
一つの電話回線に複数台の電話機を接続することです。

■ 構内交換機（PBX）、ビジネスホン、ホームテレホンなどに接続する場合

メモ 

ビジネスホンとは
電話回線を２本以上持っていて、その回線を多くの電話機で共有できる、内線通話なども可能な簡易交換機です。

ホームテレホンとは
電話回線１本で複数の電話機を設置できて、内線通話なども可能な家庭用の簡易交換機です。

1階 NTTへ NTTへ 2階 

PBX NTTへ 



13

最
初
に 

お
読
み
く
だ
さ
い 

電
　
話 

留
守
番
機
能 

フ
ァ
ク
ス 

コ
ピ
ー 

ナ
ン
バ
ー
・ 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ 

活
用
す
る 

こ
ん
な 

　
と
き
に
は 

付
　
録 
記録紙をセットする
 

記録紙ホルダー差し込み口 

記録紙トレイ 

記録紙排出口 

印刷面を裏向きにして、 
記録紙をよくほぐして 
セットする 

記録紙をセットする 
記録紙トレイに記録紙をセットします。 

● 記録紙をほぐさずにセットすると正常に送られ
ないことがあります。 

● 紙づまりを防止するため、印刷された用紙を記
録紙排出口の周りにためないよう取り除いてく
ださい。 

● 記録紙を追加するときは、記録紙トレイに残って
いる記録紙をすべて取り、追加する記録紙と合
わせてよくほぐしてセットしてください。 

● 印刷中に記録紙を追加しないでください。 
● 厚さの異なる記録紙を混ぜてセットしないでく

ださい。 

● 記録紙トレイは両手で持って完全に差し込みます。 
● 記録紙トレイを取り外すときは、記録紙トレイを

両手で持って少し手前に傾けながら上側に取り
外してください。 

補足 

記録紙トレイと 
記録紙ホルダーを 
取り付ける 

補足 

記録紙トレイを取り付ける 11

記録紙ホルダーを取り付ける 22

記録紙トレイ差し込み口 

記録紙ホルダー 

記録紙トレイ 

内側に狭めて 
差し込む 
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記録紙をセットする

記録紙について 
A4サイズのコピー用紙または普通紙を使ってください。 

用紙のサイズと紙厚 

● 用紙サイズ 
 A4サイズ（210×297 mm） 
● 重量 
 64g/m2（55kg紙）または81.4g/m2（70kg紙） 

用紙の厚さによってセットできる枚数が異なります。 
64g/m2の用紙であれば約50枚、81.4g/m2の用紙で
あれば約30枚セットできます。 
 

使用できない紙 

次のような用紙をセットしないでください。用紙がつまっ
たり、故障の原因になります。 
 
● そり、折れ、しわのある用紙 
● 穴、破れのある用紙 
● 薄くてやわらかい用紙 
● つるつるすべる用紙 
● 感熱紙、アート紙のように表面が加工された用紙 
● 新聞広告 
● すでに印刷されている用紙（裏紙） 
● レポート用紙 
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初期設定をする
（例）「03年02月24日 15：02」に設定します。 
1

 
eを押す 

2

 

1( ｼｮｷ ﾄｳﾛｸ ) を押す 

3

 

2( ﾄｹｲ ｾｯﾄ ) を押す 

4

 

0～ 9で西暦の下2 桁を

入力し、 eを押す 

5

 

0～ 9で月を 2桁で入力し、 eを押す 

6

 

0～ 9で日を2桁で入力し、 eを押す 

7

 

0～ 9で時刻を24 時間制（4 桁）で入

力し、 eを押す 
>「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」とメッセージが表示されます。 

8

 

nを押す 
>登録した日付と時刻が表示されます。

●現在の日付と時刻を設定する
日付と時刻はディスプレイに表示されるほか、ファクスを送信したとき送り先の記録紙に送信日時が印刷されます。
また着信記録、発信記録もこの設定日時に基づいて表示されるので必ず設定してください。

０　年０１月０１日　００：００ 
 

3

ネン：２００ 
ニュウリョク／カクテイホ゛タン 
　　　 3

ツキ：０２ 
ニュウリョク／カクテイホ゛タン 

お願い 

● 数字を入れ間違えたときは、 jで間違えた

箇所まで ■（カーソル）を移動し、入力し直

してください。

ヒツ゛ケ：２４ 
ニュウリョク／カクテイホ゛タン 

シ゛コク：１５：０２ 
ニュウリョク／カクテイホ゛タン 

０３年０２月２４日　１５：０２ 

終了 



16

最
初
に 

お
読
み
く
だ
さ
い 

電
　
話 

留
守
番
機
能 

フ
ァ
ク
ス 

コ
ピ
ー 

ナ
ン
バ
ー
・ 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ 

活
用
す
る 

こ
ん
な 

　
と
き
に
は 

付
　
録 

初期設定をする  
 

1 eを押す 

2

 

1( ｼｮｷ ﾄｳﾛｸ ) を押す 

3

 

3( ﾊｯｼﾝﾓﾄ ﾄｳﾛｸ ) を押す 

4

 

0～ 9でファクス番号を入力し、 eを押す 

5

 

0～ 9で電話番号を入力し、 eを押す 
>ファクス番号と同じ場合、再度同じ番号を

入力してください。 

6

 

0～ 9、 -、 =で名前を入力し、 eを

押す 
>「文字の入れかた」（ ☞ 101ページ） 
>「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」とメッセージが表示されます。 

7

 

nを押す

●名前とファクス番号を登録する（発信元登録）
発信元となるファクス番号のほか電話番号、名前を登録します。ファクスを送信したときに相手の記録紙に登録し
たファクス番号と名前が印刷されます。ファクス番号は必ず登録してください。

ファクス：０３△△△△○○○○ 
ニュウリョク／カクテイホ゛タン 
 

テ゛ンワ：０３△△△△○○○○ 
ニュウリョク／カクテイホ゛タン 
 

ナマエ：フ゛ラサ゛ータロウ 
ニュウリョク／カクテイホ゛タン 

メモ 

● ファクス番号・電話番号は20桁まで登録で
きます。

● ファクス番号・電話番号の中に「－」ハイフ
ンや「（）」カッコ、「 」、「#」の入力はで
きません。（ただし、先頭で -を押すと「＋」
を入力することができます。）

● 名前は 20文字まで登録できます。
● 数字、文字を入れ間違えたとき： 

jで間違えた箇所まで ■（カーソル）を移

動します。削除したい文字に ■（カーソル）

を合わせ、 tを押して文字を削除し、入

力し直してください。

● ファクス送信先に発信元登録の機能が無い

場合、相手の記録紙に登録したファクス番号

が印刷されないことがあります。

■ 登録内容を変更する

1. e→ 1→ 3を押す

2. 1を押す

3. tを押し、表示されている番号を消す

4. 新しい番号を入力し eを押す

5. 3. ～ 4. の手順と同様に電話番号を変更し、 
eを押す

6. tを押し、表示されている名前を消す

7. 新しい名前を入力し、 eを押す

「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」とメッセージが表示されます。

8. nを押す

終了 

ﾌﾞﾗｻﾞｰﾀﾛｳ 
ﾍﾝｺｳ 1.ｽﾙ 2.ｼﾅｲ 

ﾌｧｸｽ:0311112222 
ﾆｭｳﾘｮｸ/ｶｸﾃｲﾎﾞﾀﾝ 

ﾃﾞﾝﾜ:0311113333 
ﾆｭｳﾘｮｸ/ｶｸﾃｲﾎﾞﾀﾝ 

ﾅﾏｴ:ﾌﾞﾗｻﾞｰﾀﾛｳ 
ﾆｭｳﾘｮｸ/ｶｸﾃｲﾎﾞﾀﾝ 
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電話やファクスの受けかた
 

電話のとき 

設定した呼出回数の着信音が鳴る 

ファクスのとき 

R
R
R

電話／ファクスを受信するときは、「在宅モード」と「留守モード」と大きく2つの種類があります。どちらの
モードも着信してから本機が応答するまでに鳴る着信音の回数を変えると少し違った受信のしかたができます。
目的に応じて使い分けてください。（「呼出回数の設定」☞ 19ページ） 

電話もファクスも適度に使うとき 

呼出回数の設定（19ページ） 

・お買い上げ時の呼出回数は8回に設定されています。

　（推奨設定値：4～15回） 

・ファクスが自動受信できないときには、呼出回数を６

　回以下に設定してください。 

電話に出ないときは相手に「ただ今近くにおりません。後

ほどおかけ直しください。」というメッセージを流して回

線が切れます。 

家にいるとき（在宅モード） 
kが 消灯している状態です。（お買い上げ時の設定です。） 

受話器をとってお話しください。 

設定した呼出回数の着信音が鳴ります。 

自動受信します。 

再呼び出し設定（19ページ） 

自
動
的
に
回
線
が
つ
な
が
り
ま
す
。 

• 着信音はメロディに設定しているときでも、回線が再呼び出しに切
り替わるとベル音が鳴ります。 

•「再呼び出し設定」を「ｱｲﾃﾆ ﾒｯｾｰｼﾞ」に設定している場合、自動的
に回線がつながると相手には「この電話は、電話とファクスに接続
されています。電話のかたは呼び出しておりますので、そのままし
ばらくお待ちください。ファクスのかたは発信音のあとに送信して
ください。」というメッセージが流れます。 

補足 

R
R
R

メモ 
就寝時などで、着信音やファクス受信後の「ピー」という音を鳴らしたくな 
い場合は以下の設定を行ってください。 

・着信音量、スピーカー音量、キータッチ音量をＯＦＦに設定する。 

（「音量を設定する」☞21ページ） 
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電話やファクスの受けかた
いろいろな受信のしかた 

ファクスのときは着信音を 
鳴らさず受信する 

着信音は鳴りません。 

電話の時はベルが鳴ります。 
電話をとってお話しください。 

ファクスのときは自動で受信します。 

 

呼出回数　0回 

再呼び出し設定　ON

・ファクス受信後の「ピー」と
いう音を鳴らしたくない場
合は、「キータッチ音量」を
ＯＦＦに設定してください。 

（「キータッチ音量を設定す

る」☞22ページ） 

在宅モードでは、呼出回数・再呼び出しの設定値によっていろいろな受信のしかたができます。 
下記を参照に、使い方に応じて、呼出回数・再呼び出しを設定してください。 
（「呼出回数設定」、「再呼び出し設定」　☞19ページ) 

電話の時は電話を取ることはで
きません。 

ファクスのときは自動で受信しま
す。 

設定した呼び出し回数の着信音が
鳴ります。この時点で電話を取ると、
お話しできます。 

ファクス専用として使う 呼出回数1～8回 
 
 

再呼び出し設定　OFF 
（ファクス専用)

着信音が鳴りつづけます。 

電話として使う 
(ファクスのときは手動で受信する) 呼出回数　ﾑｾｲｹﾞﾝ 

再呼び出し設定　ON

ここまでの呼出回数の設定は「呼出回数
の設定」で設定してください。 

ここからは「再呼び出し設定」で設定してください。

自
動
的
に
回
線
が
つ
な
が
り
ま
す
。 

推奨設定値 呼出 再呼び出し 

相手が電話のとき留守応答します。 

留守にするとき（留守モード） 
kが点灯している状態です。　「留守番機能を利用する」☞41ページ 

設定した呼出回数の 
着信音が鳴る 
 

 

 

ファクスのときは自動で受信しま
す。 

 

電話の時はそのままお話しください。 

ファクスのときは、pを押して
受信します。 
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［機能/確定］→［2.ｼﾞｭｼﾝ ｾｯﾃｲ］→ 
［1.ﾖﾋﾞﾀﾞｼ ｶｲｽｳ］を押す 

ｻﾞｲﾀｸ ﾓｰﾄﾞ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 着信してから本機が応答

するまでに鳴る呼出回数

を設定します。 
● お買い上げ時は「在宅モー
ド」8回、「留守モード」2
回に設定されています。 

● 呼出回数を0回に設定すると、
ファクスのときは自動受信し、
電話のときだけ呼出音を鳴ら
すことができます。［無鳴動
受信］（回線状況が悪い場合
は、ファクスのときでも数回着
信音が鳴ることがあります。） 

呼出回数の設定 1

在宅モードのとき 

00～15／ﾑｾｲｹﾞﾝ 

留守モードのとき 

00～07／ﾄｰﾙ ｾｰﾊﾞｰ 

在宅モードの呼出回数を選
び、［機能/確定］を押す 

留守モードの呼出回数を選
び、［機能/確定］を押す 

終了 

終了 を押す 

を押す 

3 4

43

▲ 

▲ 

ＯＮ(ﾃﾞﾝﾜ ﾖﾋﾞﾀﾞｼ) 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ//ｶｸﾃｲ 

1再呼び出し設定 
在宅モードのときの受信
のしかたや応対のしかた
を選択します。 
● お買い上げ時は、「ＯＮ(ﾃﾞﾝﾜ 
ﾖﾋﾞﾀﾞｼ)/ｱｲﾃﾆ ﾒｯｾｰｼﾞ」に設
定されています。 

［機能/確定］→［2.ｼﾞｭｼﾝ ｾｯﾃｲ］→ 
［2.ｻｲ ﾖﾋﾞﾀﾞｼ ｾｯﾃｲ］を押す 

ＯＮ（電話呼び出し）のとき 

ＯFF（ファクス専用）のとき 

在宅時の応答のしかたを 
選び、［機能/確定］を押す 
ｱｲﾃﾆ ﾍﾞﾙ／ｱｲﾃﾆ ﾒｯｾｰｼﾞ 

●「ｱｲﾃﾆ ﾒｯｾｰｼﾞ」 
本機が電話を受けたとき、設定した
在宅応答メッッセージを再生します。
（「応答メッセージを設定する」
☞43ページ） 

●「ｱｲﾃﾆ ﾍﾞﾙ」 
本機が電話を受けたとき、「トゥルー、ト
ゥルー」という呼出音を相手側に流し
ます。 

3

▲ 

●「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 を押す 

3

1

● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

▲ 

着信音が3回鳴った時点で、メッセージが記憶されていないことがわかり
ます。3回鳴った時点で電話を切れば通話料はかかりません。2回鳴って
電話がつながったときは、「リモコンアクセス」（☞47ページ）によって音
声メッセージを確認するなど、本機を操作することができます。 

〈外出先からメッセージの有無を確認する（トールセーバーのとき）〉 
外出先から自宅に電話をかけて、留守番メッセージが再生されるまでの呼出回数を確認します。 
　メッセージがあるとき………呼出2回 
　メッセージがないとき………呼出5回 

メモ 

トールセーバー 
トールセーバーを選択すると、外出先から留守番電話のメッセージが入っているかどうかを確認できます。 
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「ｻﾞｲﾀｸ ﾓｰﾄﾞ」、「ﾙｽ ﾓｰﾄﾞ」のいず
れかを選択し、［機能/確定］を押す 

2

ｻﾞｲﾀｸ ﾓｰﾄﾞ／ﾙｽ ﾓｰﾄﾞ 

を押す 

● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

終了 
を押す 

在宅モードのときの受信のしかたを 
選び、［機能/確定］を押す 

2

●本機が電話を受け付けたと
き、「ｼﾞｭｼﾝ」と表示し、 
ファクスの受信を行います。 

4 5

終了 

ＯＮ(ﾃﾞﾝﾜ ﾖﾋﾞﾀﾞｼ)／ＯＦＦ(ﾌｧｸｽ ｾﾝﾖｳ)
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音量を設定する

●着信音量を設定する

●受話音量を設定する

メモ 

● 着信音量を「OFF」に設定していても、次の音は最小音量で鳴ります。
･ 本機が自動着信した後、相手が電話だということを知らせる「トゥルッ、トゥルッ」というベル音
･ 電話予約時の呼出音

● 相手先との回線状況によっては音量は変化します。その場合は必要に応じて音量を調整してください。

1

着信時のベルやメロディ
の音量を調整します。 
● 通話中でないときに設定で
きます。 ［音量］を押す 

終了 

着信音量 1 2

音量を調整する 
● 音量はOFFと4段階の調整ができます。 
● 2秒間操作しないと待ち受け画面に戻ります。 

ｼｮｳ          ﾀﾞｲ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸｼﾃｸﾀﾞｻｲ ▲

 ▲
 

1 2

受話器をもって通話すると
きの音量を調整します。 
● 受話器で通話中のときに設
定できます。 通話中に［音量］を

押す 

終了 

受話音量 

音量を調整する 
● 音量は3段階の調整ができます。 
● 2秒間操作しないと「ﾂｳﾜﾁｭｳ」になります。 

ｼｮｳ          ﾀﾞｲ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸｼﾃｸﾀﾞｻｲ ▲

 ▲
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音量を設定する
●スピーカー音量を設定する

●キータッチ音量を設定する

メモ 

● キータッチ音は、選択中に音量の変化を確認できますが、1分以内に eを押さなかった場合 , または nを押し

た場合は、もとの音量に戻り、待ち受け画面が表示されます。

音量を調整する 

ｼｮｳ          ﾀﾞｲ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸｼﾃｸﾀﾞｻｲ ▲

 ▲
 

2

スピーカーの音量やスピ
ーカーホンで通話すると
きの音量、留守録モニター
の音量を調整します。 
● qq（スピーカーホン）を押して
「ツー」という音が聞こえていると
き、またはスピーカーホンで通話中
のときに設定できます。 

● 「OFF」に設定している場合、手順
1で qq（スピーカーホン）を押

すと音量が1段上がります。 

［スピーカーホン］
→［音量］を押す 

終了 

スピーカー音量 1

● 音量はOFFと4段階の調整ができます。 
● 2秒間操作しないと「ツウワチュウ」になります。 
● スピーカーホンを押すと待ち受け画面に戻ります。 

通話中の場合は通話が切れます。 

1

ボタンを押したときの音
量を調整します。 

［機能/確定］→［1.ｼｮｷ ﾄｳﾛｸ］→ 
［4.ｷｰﾀｯﾁ ｵﾝﾘｮｳ］を押す 

キータッチ音 
ｵﾝﾘｮｳ:ｼｮｳ 
　　 ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

キータッチ音を選び、
［機能/確定］を押す 

終了 

2

OFF／ｼｮｳ／ﾁｭｳ／ﾀﾞｲ 

3

を押す 

▲ 

▲ 
●「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 
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着信音と保留音を設定する
 

●着信音を設定する

●保留音を設定する

メモ 

● ハンズフリー着信を設定していると、着信音はお買い上げ時のベル音が鳴ります。（「ハンズフリーで電話を受ける」 ☞38 ページ）

● ディスプレイには曲名が表示されます。

お願い 

● 着信音や保留音は、受話器を置いた状態で設定してください。（受話器をあげていると設定できません。）
● 構内交換機（PBX）やターミナルアダプタなどに接続している場合で、着信音を「ﾍﾞﾙ 1」に設定していると

きは、メニュー選択時に聞こえる「ﾍﾞﾙ 1」の音と異なるベル音が鳴ることがあります。

着信音 1 2

［機能/確定］→［8.ﾒﾛﾃﾞｨｾｯﾃｲ］ 
→［1.ﾁｬｸｼﾝｵﾝ］を押す 

ﾍﾞﾙ1 
　　ﾃﾞ ｼﾞｬﾝﾙｾﾝﾀｸﾍ 

ジャンルを選び、 
［機能/確定］を押す 

着信音を選び、 
［機能/確定］を押す 

3

終了 

●「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 

を押す 

4

着信音の鳴りかたを設定
します。 
● お買い上げ時は、下記のよう
に設定されています。 
ジャンル「ﾍﾞﾙ」 
曲「ﾍﾞﾙ1」 

ﾍﾞﾙ／ｷｾﾂ・ｲﾍﾞﾝﾄ／ｲﾔｼﾉｸﾗｼｯｸ 
／ｹﾞﾝｷｶﾞﾃﾞﾙｸﾗｼｯｸ 

▲ 

▲ 

● 現在選択されている着信
音が表示され、着信音が
聞けます。 

保留音の鳴りかたを設定します。 
●お買い上げ時の設定はジャン

ル「ｹﾞﾝｷｶﾞﾃﾞﾙｸﾗｼｯｸ」の 
「ﾊﾅﾉﾜﾙﾂ」です。 

保留音 1

を押す 

［機能/確定］→［8.ﾒﾛﾃﾞｨｾｯﾃｲ］ 
→［2.ﾎﾘｭｳﾒﾛﾃﾞｨ］を押す 

ﾊﾅﾉﾜﾙﾂ 
　　ﾃﾞ ｼﾞｬﾝﾙｾﾝﾀｸﾍ 

2

3 4

終了 

●「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 

ジャンルを選び、 
［機能/確定］を押す 

保留音を選び、 
［機能/確定］を押す 

ｷｾﾂ・ｲﾍﾞﾝﾄ／ｲﾔｼﾉｸﾗｼｯｸ／
ｹﾞﾝｷｶﾞﾃﾞﾙｸﾗｼｯｸ 

▲ 

▲ 
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着信音と保留音を設定する
 

曲はジャンルごとに、アイウエオ・アルファベットの順に並んでいます。
■ メロディ一覧

＝ ジャンル 

　　●メロディの選びかた● 
 
例えば、「TSUNAMI」　　　　（ジャンル：キセツ／イベント
を選んでいる場合に「シチリアーナ」（ジャンル：イヤシノクラ
シック）を選び直すときは、下記のようになります。 

＝ メロディ 

キセツ/イベント（季節/イベント） キセツ/イベント（季節/イベント） 

アオゲバトウトシ（仰げば尊し） 
イフウドウドウ（威風堂々） 
ウレシイヒナマツリ （うれしいひなまつり） 
カンキノウタ（交響曲第9番） 
シキヨリ［ハル］（四季より「春」） 
チョウチョウ（ちょうちょう） 
ハナ（花） 
ハルノコエ （春の声） 
バースディ （ハッピーバースディ） 
ホタルノヒカリ（蛍の光） 
モロビトコゾリテ（諸人こぞりて） 
TSUNAMI（TSUNAMI） 

イヤシノクラシック（癒しのクラシック） 

アヴェ・マリア（アヴェ・マリア） 
オオキナフルドケイ（大きな古時計） 
グリーンスリーブス（グリーンスリーブス） 
ケンタッキーノワガヤ （ケンタッキーの我が家） 
シチリアーナ （シチリアーナ） 
シュヨヒトノノゾミヨ（主よ人の望みよ喜びよ） 
ショウフーガ （小フーガ ト短調） 
ダッタンジン（ダッタン人の踊り） 
ノクターン （ノクターン第2番） 
BUTTERFLY （BUTTERFLY） 

ゲンキガデルクラシック（元気がでるクラシック） 

アイノヨロコビ（愛の喜び） 
アイネクライネ（アイネクライネ） 
ガボット（ガボット） 
セイジャノコウシン（聖者の行進） 
テンゴクトジゴク（天国と地獄） 
ハナノワルツ（花のワルツ） 
プロムナード（プロムナード） 
メヌエット（メヌエット） 

ベル 

ベル1 
ベル2 
ベル3 
ベル4

・・・現在選択されている 
 メロディ 

を押すとジャンル選択
画面に変わります 

を押して選択 

を押して選択 

を押すとジャンル
選択へ戻る 

を押して 
ジャンル決定 

を押して 
メロディ決定 

メロディ決定 

ｼﾁﾘｱｰﾅ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

ｱｳﾞｪ・ﾏﾘｱ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

ｷｾﾂ/ｲﾍﾞﾝﾄ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

ｼﾞｬﾝﾙｾﾝﾀｸﾍ ﾓﾄﾞﾙ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ  

BUTTERFLY 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ  

TSUNAMI 
　　ﾃﾞ ｼﾞｬﾝﾙｾﾝﾀｸﾍ 

ジャンル選択 

メロディ選択 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 
▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

ｲﾔｼﾉｸﾗｼｯｸ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ ▲ 

▲ 

ｹﾞﾝｷｶﾞﾃﾞﾙｸﾗｼｯｸ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ ▲ 

▲ 

ﾍﾞﾙ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ ▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 
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基本 応用

基本的なかけかた／受けかた....................................... 27
受話器をとって電話をかける .............................................. 27
受話器をとって電話を受ける .............................................. 27
保留にするとき...................................................................... 27

電話をかける.................................................................. 28
受話器をとらずに電話をかける...........................................28
名前で検索してかける..........................................................28
最近かけた相手にかける ......................................................29
最近かかってきた相手にかける...........................................29
最後にかけた相手にかける ..................................................29

電話を受ける.................................................................. 30
受話器をとらずに電話を受ける...........................................30
「はーい」と返事するだけで受ける.....................................30

キャッチホンを利用する............................................... 31
キャッチホンを受ける..........................................................31
電話帳に登録する .......................................................... 33
電話帳（登録、変更、削除）................................................33
グループダイヤル（登録、登録内容・グループ名の変更、削除）...35
ハンズフリーで電話を受ける....................................... 37
ハンズフリー着信を設定する ..............................................37
ハンズフリーで電話を受ける ..............................................38
ハンズフリー着信を解除する ..............................................38
通話のときは.................................................................. 39
通話を切り替える..................................................................39
通話を録音する......................................................................39

第2章 

電　　　話 



27

最
初
に 

お
読
み
く
だ
さ
い 

電
　
話 

留
守
番
機
能 

フ
ァ
ク
ス 

コ
ピ
ー 

ナ
ン
バ
ー
・ 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ 

活
用
す
る 

こ
ん
な 

　
と
き
に
は 

付
　
録 
基本的なかけかた／受けかた
 

受話器をとり、00～ 99で相手の電話
番号を押す 

11

電話が鳴ったら 11

受話器をとって受ける 

通話が終わったら受話器を戻す 

22

33

通話中に　 を押し、受話器を置く 11

通話に戻るときは、もう一度受話器を
とる 

22

R
R
R

受話器をとって 
電話をかける 

受話器をとって 
電話を受ける 

0～9

補足 

● 保留にした後、受話器を置かなかったときはも
う一度　 を押すと通話に戻ることができます。 

補足 

● 保留にしている間は保留メロディが流れます。 
● 受話器を置かなくても通話は保留されています。 

保留にするとき 

通話が終わったら受話器を戻す 22
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　　　テ゛センタク 
スタートヲ　オシテクダサイ 

 

受話器をとらずに 
電話をかける 

● まわりの騒音などによって声が聞き取りにくい
ときは受話器をとってお話ください。 

● 操作を途中でやめるとき、かけ直すときは、も
う一度q（スピーカーホン）を押します。 

補足 

q 受話器をとり、「電話帳」を押す 11

qqを押し、相手の電話番号を押す 11

相手が出たら、マイクを使って話す 22

通話が終わったら、もう一度qqを 
押す 

33

jjで相手の名前を検索する 22

33

55

44

名前で検索して 
かける 

電話帳に登録した電話番号から相手を検索し
て電話をかけます。 
（「電話帳に登録する」☞33ページ） 

● 検索は登録した名前で行われます。 
● ダイヤルボタンで相手の名前（読み仮名）の最

初の1字（かな）を入力し、 jを押すと入力し
た1字以降の電話番号のリストが表示されます。 
例1） 「カナ」モードで「ｼﾐｽﾞ」を検索したいと

きは、3を押します 
➡「サ行」の先頭となる相手先が画面
に表示されます。 

例2） 「英」モードで「BROTHER」を検索
したいときは、2を押します 
➡「ABC」の順に相手先が表示され
ます。 

● 名前の頭文字を入力しないときは、「カナ（五
十音順）→アルファベット→数字→記号→名
前を登録していない電話番号」の順に表示さ
れます。 

補足 

ppを押す 

通話が終わったら受話器を戻す 

受話器で話す 

▲ 

▲ 
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最後にかけた 
相手にかける 

r

記憶している電話番号は最新の10件です。 

補足 

発信記録を削除するときは、発信記録を表示してい

るときに、j（▲▼）で相手先を選んでtを押

します。 

補足 

最近かけた 
相手にかける 

d

受話器を置いたままrrを押す 
最近かけた相手先が表示されます。 

11

受話器をとる 22

受話器をとり、rrを押す 11

通話が終わったら受話器を戻す 22

通話が終わったら受話器を戻す 44

33

1

3

ナンバー・ディスプレイを契約いただいている
ときは、本機に記憶された着信記録から電話
をかけることができます。 

最近かかってきた 
相手にかける 

「着信記録を利用する」　☞72ページ 

jj（▲▼）で電話をかけたい相手
先を選んでppを押す 

r

jp
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明日は9：00に 
駅前で 

はーい 

受話器をとらずに 
電話を受ける 

ハンズフリー着信を設定しているときは、「は
ーい」と返事をするだけで電話を受けること
ができます。 

● まわりの騒音などによって声が聞き取りにくい
ときは受話器をとってお話ください。 

補足 

「はーい」と返事する 
だけで受ける 

「ハンズフリー着信」　☞37ページ 
q

qqを押し、本体のマイクを使って話す 11

通話が終わったらqqを押す 22
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 キャッチホンを利用する

キャッチホン／キャッチホン II は、NTT が行っているサービスの 1 つで外線通話中に別の電話やファクスを受け

るためのサービスです。サービスの詳細についてはNTT（116：無料）にお問い合わせください。

キャッチホンで電話やファクスを受けます。

注意 

●「キャッチホン／キャッチホン II 」をご利用いただくためには、NTT との契約が必要です。（有料）

同時に利用できないサービスについては、NTTにお問い合わせください。
● ISDN回線を利用されているときは、ターミナルアダプタのデータ設定が必要です。
● ブランチ接続（並列接続）をしているときは、キャッチホンが正常に動作しません。
● 電話回線にガス検出器などが接続されている場合は、誤動作することがあります。

●キャッチホンを受ける

注意 

● ファクスを受信した場合、ファクス受信後に電話が切れますので、最初の相手との通話に戻ることができませ
ん。

メモ 

● 待たせている相手の方には保留メロディが流れます。
● lを押すごとに、通話相手が変わります。

● 通話中にファクスが入ったときは通話を終えてから、 p（スタート）を押してファクス受信をします。

● ファクスを受ける場合は、最初の相手に戻ってから、なるべく手短に話を終えてください。会話が長くなると
ファクスが受信できなくなることがあります。

● ファクスの送信中や受信中にキャッチホンを受けると、画像が乱れたり、通信が中断することがあります。画
像の乱れが気になる場合は「キャッチホン II」のご利用をおすすめします。

● キャッチホンを受けなかったときは、相手が電話を切った後もしばらくキャッチホンの着信音が鳴り続けるこ
とがあります。

フ
ァ
ク
ス
の
場
合 

「プップッ」と聞こ
えたら［キャッチ］
を押す 

新しくかかってきた
相手と通話する 

1 2 3声がきこえたとき 

最初の相手にもどる
ときは［キャッチ］
を押す 

終了 

「プップッ」と聞こ
えたら［キャッチ］
を押す 

1 「ポーポー」ときこえたとき  
 
● 親切受信を「ON」に設定して

いると、tを押して「ポー
ポー」ときこえたときに自動的
にファクスを受信することがあ
ります。自動的にファクスを受
信したくないときは親切受信を
「OFF」にしてください。 

2

最初の相手につながるの
で手短に通話を終える 

3

を押す 

1
電
話
の
場
合 
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通
受
［

4

 

終了 

5

を押す 
話が終わったら、
話器をあげたまま
キャッチ］を押す 
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電話帳に登録する

よく電話をかける相手や緊急時の連絡先などを「電話帳」に登録しておくと、簡単な操作で電話をかけることがで
きます。さらに、ナンバー・ディスプレイをご契約いただいている場合は、迷惑電話など受けたくない電話を拒否
できたり、相手先に応じた着信音の鳴り分けを設定できます。（ ☞68 ページ）

メモ 

● 構内交換機（PBX）で「Ｏ」発信の場合には、「Ｏ」の後に rでポーズ（約 3秒間の待ち時間）を入れてください。

● 国際電話の場合は、国番号の後に rでポーズ（約 3秒の待ち時間）を入れてください。

例）国番号+ r+ 市外局番+電話番号

※入力したポーズは「-」（ハイフン）で表示されます。
● 操作を中止するには n（停止）を押します。（登録中のデータは破棄されます。）

6

を押す 

電話帳に名前や電話番号
を登録します。 

登
録
す
る

 

● 電話帳には100件まで登録
できます。 

● 登録できる文字数は下記の
とおりです。 

 ・名前：16文字まで 
 ・電話番号：20桁まで（数字、
「  」、「＃」、「-」（ポーズ）の
み） 

 ※ただし、「  」、「＃」は電話
番号の途中に入れないでく
ださい。 

電話帳 

↓2秒後 

［機能/確定］→［5.ﾀﾞｲﾔﾙ ﾄｳﾛｸ］→ 
［1.ﾃﾞﾝﾜﾁｮｳ ﾄｳﾛｸ］を押す 

ﾃﾞﾝﾜﾁｮｳ 
ﾉｺﾘ 100ｹﾝ 

ﾅﾏｴ:■ 
ﾆｭｳﾘｮｸ/ｶｸﾃｲﾎﾞﾀﾝ 

1

変
更
す
る 
削
除
す
る 

● 「カナ→アルファベット→
数字→記号→名前未登録の
電話番号」の順に表示され
ます。 

● 「カナ→アルファベット→
数字→記号→名前未登録の
電話番号」の順に表示され
ます。 

［機能/確定］→［5.ﾀﾞｲﾔﾙ ﾄｳﾛｸ］→ 
［2.ﾃﾞﾝﾜﾁｮｳ ﾍﾝｺｳ］を押す 

受話器をおいたまま、「電話帳」で 
削除したい電話帳データを選ぶ 

　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ 
ｶｸﾃｲｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

1

1

● 「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 ● 続けて登録する場合はeを
押します。

 

▲ 

▲ 

5

を押す 終了 

6

を押す 

電話帳に名前や電話番号
を登録します。 

登
録
す
る

 

● 電話帳には100件まで登録
できます。 

● 登録できる文字数は下記の
とおりです。 

 ・名前：16文字まで 
 ・電話番号：20桁まで（数字、
「  」、「＃」、「-」（ポーズ）の
み） 

 ※ただし、「  」、「＃」は電話
番号の途中に入れないでく
ださい。 

電話帳 

↓2秒後 

［機能/確定］→［5.ﾀﾞｲﾔﾙ ﾄｳﾛｸ］→ 
［1.ﾃﾞﾝﾜﾁｮｳ ﾄｳﾛｸ］を押す 

ﾃﾞﾝﾜﾁｮｳ 
ﾉｺﾘ 100ｹﾝ 

ﾅﾏｴ:■ 
ﾆｭｳﾘｮｸ/ｶｸﾃｲﾎﾞﾀﾝ 

1

変
更
す
る 
削
除
す
る 

● 「カナ→アルファベット→
数字→記号→名前未登録の
電話番号」の順に表示され
ます。 

● 「カナ→アルファベット→
数字→記号→名前未登録の
電話番号」の順に表示され
ます。 

［機能/確定］→［5.ﾀﾞｲﾔﾙ ﾄｳﾛｸ］→ 
［2.ﾃﾞﾝﾜﾁｮｳ ﾍﾝｺｳ］を押す 

受話器をおいたまま、「電話帳」で 
削除したい電話帳データを選ぶ 

　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ 
ｶｸﾃｲｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

1

1

● 「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 ● 続けて登録する場合はeを
押します。

 

▲ 

▲ 

5

を押す 終了 
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4

を押す 

3 42

名前を入力する 
● 「文字の入れかた」☞101ページ 
● 16文字まで入力できます。 

ﾅﾏｴ:■ 
ﾆｭｳﾘｮｸ/ｶｸﾃｲﾎﾞﾀﾝ 

電話番号を入力する 

ﾃﾞﾝﾜ:052■ 
ﾆｭｳﾘｮｸ/ｶｸﾃｲﾎﾞﾀﾝ 

● 20桁まで入力できます。 

変更したい電話帳データを選
び、[機能/確定]を押す 

2

● 確認メッセージが表示され
ます。 

「登録する」の手順2へ 

ｼｮｳｷｮｼﾏｽｶ? 
1.ｼｮｳｷｮ 2.ﾁｭｳｼ 

2

を押す 

3

● 電話帳データが削除され、 
 「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 

終了 を押す 

を押す 
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5

を押す 

を押す を押す 

電話帳から複数の登録内
容を選択し、「グループダ
イヤル」として最大5つま
で登録することができま
す。 

登
録
す
る

 

登
録
内
容
・
グ
ル
ー
プ
名
を
変
更
す
る 

● グループダイヤルは、「一括
送信」（☞59ページ）をする
ときに使用します。 

● グループダイヤルでは、相手先
とグループ名称を登録します。 

 ・相手先は、電話帳から最大
100箇所まで選択できます。 

 ・グループ名称は16文字ま
で登録できます。 

● 操作を中止するにはnnを押し
ます。（登録中のデータは破
棄されます。） 

［機能/確定］→［5.ﾀﾞｲﾔﾙ ﾄｳﾛｸ］→ 
［3.ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾄｳﾛｸ］を押す 

グループダイヤル 1

［機能/確定］→［5.ﾀﾞｲﾔﾙ ﾄｳﾛｸ］→ 
［4.ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾍﾝｺｳ］を押す 

1

65

● これから登録するグループの
番号が2秒間表示されます。 

グループ名を入力する 

 
 
● 相手先をグループから消去
するときは「ｼｮｳｷｮ?」を選
びます。 

● 相手先をグループに追加する
ときは「ﾂｲｶ?」を選びます。 「ｼｮｳｷｮ?」または 

「ﾂｲｶ?」を選ぶ 

● 「文字の入れかた」☞101ページ 
● 16文字まで入力できます。 

● 「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 

4

「ﾅﾏｴ ﾍﾝｺｳ?」を選ぶ 

4

 
 
● 続けて変更するときは手順
6～7を繰り返します。 

● 相手先を追加した直後に
lを押すと、直前の追加
を取り消すことができます。 

7

登録内容を変更するとき 

グループ名を変更するとき 

ｸﾞ ﾙｰﾌﾟ 01

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 01 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

削
除
す
る

 

2

削除したいグループ
名を選ぶ 

　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ 
ｽﾀｰﾄｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

4

● 同じ相手先が重複して選択
されている場合、自動的に
1件分として登録されます。 

1

ﾅﾏｴ:ﾃﾆｽ ﾅｶﾏ 
ﾆｭｳﾘｮｸ/ｶｸﾃｲﾎﾞﾀﾝ 

を押す 

を押す 

 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 
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を押す 

を押す 

を押す 

を押す 

を押す 

2 3

2

7

● 登録したい相手先について、手順2～3を繰り返します。 
● lを押すと、直前に選択した相手先を取り消すことができます。
最後の相手先を選択したら手順4へ。 

8

 

6

● 「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 

4

● 「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 

● 「文字の入れかた」☞101
ページ 

終了 

終了 

終了 

グループダイヤルに登
録する相手先を選ぶ 

消去または追加した
い相手先を選ぶ 

新しい名前を入力する 

変更したいグループ
番号を選ぶ 

● 電話帳から相手先を選択す
る画面が表示されます。 

　　ﾃﾞ ｾﾝﾀｸ 
ｶｸﾃｲｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

ｼｮｳｷｮｼﾏｽｶ? 
1.ｼｮｳｷｮ 2.ﾁｭｳｼ 

● 変更内容を設定する画面が
表示されます。 

ﾅﾏｴ ﾍﾝｺｳ? 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

ﾅﾏｴ:ﾐｽﾞﾎﾃﾆｽ 
ﾆｭｳﾘｮｸ/ｶｸﾃｲﾎﾞﾀﾝ 

　　ﾃﾞ ｾﾝﾀｸ 
ｶｸﾃｲｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

3

を押す 

3

65

9

7 8

● 現在登録されている名前が
表示されます。 

ﾅﾏｴ:ﾃﾆｽ ﾅｶﾏ 
ﾆｭｳﾘｮｸ/ｶｸﾃｲﾎﾞﾀﾝ 

● 「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 

3

● 100箇所まで選択できます。 

を押す 

を押す 

を押す 

を押す 

を押す 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

終了 

5
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ハンズフリーで電話を受ける

電話がかかってきたときに「はーい」と返事をすると、受話器を取らなくても電話に出て、スピーカーホンで通話
できます。（ハンズフリー着信）
「ハンズフリー着信」の設定は、設定を解除するまで有効です。

ハンズフリー着信のON/OFF の設定、また「はーい」という返事の検出レベルを設定します。

お願い 

●「ハンズフリー着信」を設定しているときの着信音は、着信音の設定にかかわらず、「ベル1」になります。
メロディを設定していても無効になりますのでご注意ください。

●ハンズフリー着信を設定する

ﾊﾝｽﾞﾌﾘｰﾁｬｸｼﾝ:OFF 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

1

［機能/確定］→［スピーカーホン］を押す 

3

ON／OFF

マイクに向かって「はーい」と呼びかけ、 
「ピピッ」という音が鳴るか確認する 

4

マイクの感度を調整
する 

● 4段階の調整ができます。 

● 「はーい」と呼びかけても
本機が反応しないときは、
マイクの感度を上げてくだ
さい。 

● まわりの音に反応して「ピ
ピッ」という音が鳴るとき
は、マイクの感度を下げて
ください。 

終了 

5

● 「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 

ONを選び、 
[機能/確定]を押す 

2

●「ON」を選択するとディス
プレイに「ﾚﾝｼｭｳ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ」
と表示されます。 

● 呼びかけは、設定してから5分以内にしてください。 

6

を押す を押す 

▲ 

▲ 

ｶﾝﾄﾞ:-■■■■+ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸｼﾃｸﾀﾞｻｲ ▲

 ▲
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●ハンズフリーで電話を受ける 
1 着信音が鳴ったらマイクに向かって「はーい」と言う 

>マイクの正面 1メートル以内から声をかけます。 

2 通話が終わったら qを押す

メモ 

● 留守モードのときはハンズフリーで電話を受けることはできません。
● 本機がいったん着信したあとは、着信音（「トゥルッ、トゥルッ」というベル音）が鳴っていても、ハンズフ

リーで電話を受けることはできません。
● ハンズフリーで通話ができるのは約1時間までです。1時間以上通話するときは受話器を取って話してくださ

い。
● 相手の声やこちらの声が聞こえにくいときは、受話器を取ってお話しください。
● 本機のそばを離れるときや外出するときは誤作動しないように、ハンズフリー着信の設定を解除してください。
●「はーい」の検出が可能な距離はマイクの正面約１メートル以内です。
● 留守モードのときは、ハンズフリー着信を設定することはできません。
● 次のときはハンズフリー着信を受けられません。

･ 呼出回数を０回または１回にしているとき
･ 着信音量を「OFF」に設定しているとき

●「はーい」という返事に本機が反応しないときは、声が小さいか返事が短い可能性があります。はっきりと大
きな声で呼びかけてください。

●ハンズフリー着信を解除する

ﾊﾝｽﾞﾌﾘｰﾁｬｸｼﾝ:ON 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

1

［機能/確定］→［スピーカーホン］を押す 

2

ON／OFF

「OFF」を選ぶ 

終了 

3

● 「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 

4

を押す を押す 

▲ 

▲ 
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通話のときは
 

受話器の通話とスピーカ
ーホンの通話を切り替え
ます。 

 

通話を切り替える 

通話を録音する 

1

1 2

スピーカーホンの通話をやめる
ときは、受話器をとる 

2

通話中に［録音］を
押す 

録音をやめるときは
［停止］を押す 

通話中に［スピーカーホン］ 
を押し、受話器を置く 
● スピーカーホンによる通話になります。 

終了 

通話の内容を録音できます。 
● 録音時間が設定できます。（「メッセー

ジの録音時間の設定」☞45ページ） 
●　スピーカーホンで通話しているときは

録音できません。 

● 録音した内容は留守録メモ
リーに記憶されます。 

● 設定した録音時間が過ぎる
と録音は中止されます。 

● 録音した内容を聞くときは、
受話器を置いて、m
（再生）を押します。 



 

40

留守番機能を利用する................................................... 41
出かけるとき..........................................................................41
帰ってきたとき......................................................................42
・ファクスが届いているとき................................................42
・音声メッセージがあるとき................................................42
メッセージを設定する................................................... 43
応答メッセージの設定..........................................................43
留守応答メッセージの選択 ..................................................45
メッセージの録音時間の設定...............................................45
留守録モニターの設定..........................................................45
外出中の便利な使いかた............................................... 47
暗証番号設定..........................................................................47
暗証番号の消去......................................................................47
リモコンアクセス..................................................................47
留守録転送 .............................................................................49
ファクス転送..........................................................................49

第3章 

留守番機能 



41

最
初
に 

お
読
み
く
だ
さ
い 

電
　
話 

留
守
番
機
能 

フ
ァ
ク
ス 

コ
ピ
ー 

ナ
ン
バ
ー
・ 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ 

活
用
す
る 

こ
ん
な 

　
と
き
に
は 

付
　
録 
留守番機能を利用する
 

出かけるとき 

もう一度kkを押す 
ボタンが消灯し、「留守モード」が解除されます 

●留守応答メッセージについて 
本機にはあらかじめ留守応答メッセージが録音されていますが、必要に応じて、自分の声で留守応答メッセージ（２
種類）を録音することができます。（「応答メッセージの設定」☞43ページ） 
また、録音した留守応答メッセージは、kを押した後、 - または =で選択することができます。 
（「留守応答メッセージの選択」☞45ページ） 
初期設定のとき：「ただいま留守にしております。電話の方は発信音のあとにお話ください。ファクスの方は、そのま
ま送信してください。」  
●呼出回数について 
着信してから、本機が自動的に応答するまでに鳴る呼出回数を設定することができます。 
（「呼出回数の設定」☞19ページ）  
●メッセージの録音時間について 
留守モード中にかかってきた相手からのメッセージの１回あたりの録音時間を設定することができます。 
（「メッセージの録音時間の設定」☞45ページ） 
録音時間は、相手側の状況（声の質や周りの騒音など）によって変わることがあります。　また、受信したファクス 
がメモリーに記憶されているときは録音時間が短くなります。  
●留守録モニターについて 
留守モード中に着信した場合に再生される応答メッセージと、相手の録音メッセージを、本機のスピーカーで聞く
（モニターする）かどうかを設定できます。（「留守録モニターの設定」☞45ページ） 
留守録モニターの音量を変更したい場合は、スピーカー音量を変更してください。 
（「スピーカー音量」☞22ページ） 

補足 

留守モードを設定する 

■ 留守モードを解除する 

お出かけ前に「留守モード」に設定すると、留守中にかかってきた電話やファクスを自動的に受けることができます。 

kkを押す 
    ボタンが点灯し、「留守モード」がセットされます 

k

k

k

k

ただいま留守にしております。 
電話の方は・・・・ 
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,を押す 

m（再生）を押す 

再生中に.を押す 

再生中にn（停止）を押す 

 

l（消去）を押し、確認

してもう一度l（消去）

を押す 

l（消去）を押し、「ﾖｳｹﾝ 

ｼｮｳｷｮ?」を表示していると

きに、1（ｽﾙ）を押す 
※受信したファクスも 
同時に消去するときは　　で
｢ﾘｮｳﾎｳ ｼｮｳｷｮ?｣を選びます。 
（「メモリー受信」☞54ページ） 

● 受信したファクスが印刷されると、メモリ
ーから削除されます。 

● ファクス転送を設定しているときやファ
クスのメモリー受信の設定を「ファクス：
ON」にしているとき、画面にFが点
灯します。また、このときメモリーに受信
したファクスを記憶していると点滅しま
す。（☞ 47、49ペ－ジ） 

メモ 

 

▲ 

▲ 

キロクシ　カクニン 
キロクシ　セットシテクタ゛サイ 

リホ゛ン　カクニン 
カハ゛ーヲ　アケテクタ゛サイ 

リホ゛ンハ　タルミヲ　トッテカラ 
セットシテクタ゛サイ 

k

キロクシ　カクニン 
スタートヲ　オシテクタ゛サイ 

帰ってきたとき 

音声メッセージがあるとき 

kkを押す 
留守モードが解除され、新しく録音された
メッセージが再生されます 

m（再生/録音）を押すと、新しく録音されたメッ
セージが再生されます。新しいメッセージが1件
もないときは、保存されているすべてのメッセー
ジが再生されます。 

補足 

メッセージを聞き直す 

再生中のとき 

再生中でないとき 

次のメッセージを聞く 

途中でメッセージの再生をやめる 

メッセージを消去する 

再生中のとき 

（そのメッセージが消去される） 

 

再生中でないとき 

（すべてのメッセージが消去される） 

記録紙をセットしppを押す 

ファクスが届いているとき 

■ 記録紙がなくなったとき 

自動的に受信し、印刷されています。記録紙やリボン
がなくなると、ファクスはメモリーに記憶されます。
記録紙をセットし直したり、リボンを交換すると、
自動的にファクスが印刷されます。 

（交互表示） 

（交互表示） 

「リボンが少なくなったら」（☞87ページ） 

■ リボンがなくなったとき 

 

■ 音声メッセージを確認する 

ボタンが点滅している 
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メッセージを設定する
メッセージを録音するとき 

メッセージを消去するとき 

メッセージを再生するとき 

ｵｳﾄｳ ｼｮｳｷｮ? 
1.ｽﾙ 2.ｼﾅｲ 

ｵｳﾄｳ ｻｲｾｲ 

ｵｳﾄｳ ﾛｸｵﾝ 
ｼﾞｭﾜｷ ｦ ｵﾄﾘｸﾀﾞｻｲ 

● メッセージが再生されます。 

［機能/確定］→［7.ﾙｽﾛｸ ﾒﾓﾘｰ ｾｯﾃｲ］→ 
［1.ｵｳﾄｳ ﾒｯｾｰｼﾞ］を押す 

ﾙｽ ｵｳﾄｳ1 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

受話器をとり、［スタート］を
押してメッセージを録音する 

● メッセージが消去されます。 

(ｵｳﾄｳ ﾛｸｵﾝ)

(ｵｳﾄｳ ｼｮｳｷｮ)

(ｵｳﾄｳ ｻｲｾｲ)

を押す 

ただ今
留守に 

してお
ります

...

4

本機にはあらかじめ「在
宅応答メッセージ」と「留
守応答メッセージ」が録
音されていますが、必要
に応じて自分の声で在宅
応答メッセージ（1種類）
と留守応答メッセージ（2
種類）を録音（20秒まで
）することができます。 

応答メッセージの設定 1

4

4

「応答メッセージの設定」 
の1～3の操作を 

行います 

「応答メッセージの設定」 
の1～3の操作を 

行います 

「応答メッセージの設定」 
の1～3の操作を 

行います 

録
音
す
る 

消
去
す
る 

再
生
す
る 

▲ 

▲ 
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ﾙｽ ｵｳﾄｳ1 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

ｵｳﾄｳ ﾛｸｵﾝ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

ﾙｽ ｵｳﾄｳ1 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

設定を選び、［機能/確定］を押す 応答メッセージの種類を選び、 
［機能/確定］を押す ｵｳﾄｳ ﾛｸｵﾝ／ｵｳﾄｳ ｼｮｳｷｮ／ 

ｵｳﾄｳ ｻｲｾｲ 

終了したら受話器を戻す 
● 録音内容が自動的に再生さ
れます。 

● 上の画面に戻ります。 
終了 

終了 を押す 

を押す 終了 

を押す 

ﾙｽ ｵｳﾄｳ1／ﾙｽ ｵｳﾄｳ2／ｻﾞｲﾀｸ ｵｳﾄｳ 

2 3

6

5

5

5

▲ 

▲ 

● 再生前の画面に戻ります。 
手順2で「ﾙｽ ｵｳﾄｳ2」、「ｻﾞｲﾀｸ 
ｵｳﾄｳ」を選んだ場合は、「ﾙｽ 
ｵｳﾄｳ 2      ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ」、 
「ｻﾞｲﾀｸ ｵｳﾄｳ      ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ」
と画面に表示されます。 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ ▲ 

▲ 

● 録音前の画面に戻ります。 
手順2で「ﾙｽ ｵｳﾄｳ2」、「ｻﾞｲﾀｸ ｵｳﾄｳ」を選んだ場
合は、「ﾙｽ ｵｳﾄｳ2      ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ」、「ｻﾞｲﾀｸ 
ｵｳﾄｳ      ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ」と画面に表示されます。 
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メモ 

● 再呼び出し設定（ ☞19ページ）で「ｱｲﾃﾆ ﾒｯｾｰｼﾞ」を選択して、本機が自動的に電話を受けたとき、応答メッ

セージを設定していない場合は、本機に設定されている固定応答メッセージが再生されます。
● 再呼び出し設定（ ☞19ページ）で「ｱｲﾃﾆ ﾍﾞﾙ」に設定された状態で在宅応答メッセージを録音すると、在宅応

答メッセージは自動的に「ｱｲﾃﾆ ﾍﾞﾙ」から「ｱｲﾃﾆ ﾒｯｾｰｼﾞ」に変更されます。

 

2

1

1

を押す 

メッセージの録音時間の設定 
留守モード時や通話を録
音するとき、1回あたりの
録音時間を設定します。 

●1回の最大録音時間は約3分、
総録音時間は約12分です。 

［機能/確定］→［7.ﾙｽﾛｸ ﾒﾓﾘ- ｾｯﾃｲ］→ 
［2.ﾛｸｵﾝ ｼﾞｶﾝ］を押す 

ﾛｸｵﾝ 60 ﾋﾞｮｳ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

留守録モニターの設定 
留守モード中に着信した場合に
再生される応答メッセージと、
相手の録音メッセージを、本機
のスピーカーで聞く（モニター
する）かどうかを設定できます。 

●お買い上げ時は「ON」に設定
されています。 

［機能/確定］→［7.ﾙｽﾛｸ ﾒﾓﾘ- ｾｯﾃｲ］→ 
［3.ﾙｽﾛｸ ﾓﾆﾀｰ］を押す 

ﾙｽﾛｸ ﾓﾆﾀｰ:ON 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

留守応答メッセージの選択 1

自分の声で留守応答メッセ
ージを録音してあるとき、
留守応答メッセージを 
　　選ぶことができます。 

ｵｳﾄｳ ｻｲｾｲ／ｵｳﾄｳ ｻｲｾｲ1／ｵｳﾄｳ ｻｲｾｲ2

● 留守ボタンが点灯しているときは、
kを押し、ボタンを消灯させてか
ら再度kを押してください。 

● 留守応答メッセ－ジを選びます。 

または　　　を押す 

メッセージ再生中に 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 
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を押す 

を押す 

2

録音時間を選ぶ 
30／60／120／180ﾋﾞｮｳ 

2

留守録モニターを設定する 
ON／OFF

ｵｳﾄｳ ｻｲｾｲ：あらかじめ録音されている留守応答メッセージ 
ｵｳﾄｳ ｻｲｾｲ1：自分で録音した留守応答メッセージ1 
ｵｳﾄｳ ｻｲｾｲ2：自分で録音した留守応答メッセージ2 
● メッセージ再生したあと、そのメッセージで留守モードにセットされます。 
● メッセージ再生中にe（機能/確定）を押すと、そのメッセージで留守モードにセットされます。 
● メッセージ再生中にn（停止）を押すと、再生を中止し、前回選択したメッセージで留守モード
にセットされます。 

終了 

終了 

終了 

3 4

4

● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

3

を押す 

を押す 

● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 ● 留守録モニターの音量を変更したい
場合は、スピーカー音量を変更して
ください。 
（「スピーカー音量」☞22ページ） 
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外出中の便利な使いかた
メモ 

● 暗証番号が設定されていない場合（--- ）は、リモコンアクセスや留守録転送機能を使用することができません。

■ リモコンコード表

コード 操作内容

■音声メッセージ

91 音声メッセージを再生する 再生中に v：メッセージを最初から再生

メッセージとメッセージの間で v：前のメッセージを再生

再生中に w：次のメッセージを再生

再生中に Y：再生を中止

93 メモリーに録音されているすべ
ての音声メッセージを消去する

一度も再生されていないメッセージが残っているか、消去する
メッセージがないときは「ピピピッ」という音がする

■設定

951 留守録転送、ファクス転送の設定を「OFF」にする

952 ファクス転送を設定する（番号が登録されていないときは設定不可）

954 ファクス転送先を設定する Yzy のあと「ピー」と鳴ったら転送先番号を入力し、 
/を2回押す。ファクス転送の設定がされていないときは自動

的に「ファクス転送」になります。

ｱﾝｼｮｳﾊﾞﾝｺﾞｳ:- - - 
ﾆｭｳﾘｮｸ/ｶｸﾃｲﾎﾞﾀﾝ 

● 暗証番号を変更する場合は、「---  」
が任意の数字0～9、-、=を
使った3桁が表示されています。 

［機能/確定］→［7.ﾙｽﾛｸ ﾒﾓﾘｰ ｾｯﾃｲ］→ 
［4.ｱﾝｼｮｳﾊﾞﾝｺﾞｳ］を押す 

1

留守録転送やリモコンア
クセスをするために、あら
かじめ暗証番号を設定し
ます。 
● お買い上げ時に暗証番号は
設定されていません。 

 

暗
証
番
号
を
設
定
を
す
る 

暗証番号設定 

ファクスのメモリー受信の設定を選ぶ 

4

OFF／ON

 
● 受信したファクスをメモリ
ー受信するとき（リモコン
アクセスでファクスを取り
出すときなど）は「ON」を
選びます。 

● 受信したファクスをメモリ
ー受信しないときは 
「OFF」を選びます。 

 

5

● 「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 
● 「ON」を選んだときはFが点灯

します。 

を押す 

 

暗証番号の消去 
ｱﾝｼｮｳﾊﾞﾝｺﾞｳ:123 
ﾆｭｳﾘｮｸ/ｶｸﾃｲﾎﾞﾀﾝ 

［機能/確定］→［7.ﾙｽﾛｸ ﾒﾓﾘｰ ｾｯﾃｲ］→ 
［4.ｱﾝｼｮｳﾊﾞﾝｺﾞｳ］を押す 

● カーソルが先頭にあることを確認
してください。 

 

消
去
す
る 

1

一度入力した暗証番号を
消去します。　 

リモコンアクセス 
＃ 

1 2 3

4 5 6

7 8 9

ピッ 
外
出
先
か
ら
操
作
す
る 

外出先から電話する 

1

応答メッセージが流れてきた
ら［＃］［　］を続けて押す 

2

暗証番号を入力する 

3

●［0］から［9］、［   ］、［＃］を使っ
た3桁の番号と最後に「   」を入力します。 

外出先からトーン信号で
リモコンコードを入力し、
本機を操作できます。 

　●リモコンアクセスするた
めには、あらかじめ暗証
番号の設定が必要です。 
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外出中の便利な使いかた

コード 操作内容

■メモリー操作

962 メモリーに記憶された受信した
ファクスを取り出す 

YVw のあと「ピー」と鳴ったら転送先番号を入力し、 
/ を2回押して受話器を置く

971 ファクスメッセージが記憶され
ているかを確認する

記憶されているとき：「ピー」という音がする
記憶されていないとき：「ピピピッ」という音がする

972 音声メッセージが記憶されてい
るか確認する

記憶されているとき：「ピー」という音がする
記憶されていないとき：「ピピピッ」という音がする

■モード変更

981 留守モードにする

982 在宅モードにする（留守モードを解除する）

■リモコンアクセスの終了

90 リモコンアクセスを終了する

メモ 

●「リモコンアクセスカード」（ ☞110 ページ）を切り取ってお使いいただくと便利です。

ピッ 

2 3

終了 

6

ﾌｧｸｽ:OFF 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ を押す 

を押す 

▲ 

▲ 

暗証番号を入力する 

● 
 
 
● 

暗証番号は0～9、-、=を使っ
た3桁の番号と「   」で構成されます。 
必ず、3桁の暗証番号を入力してください。 
n（停止）を押した場合、暗
証番号は設定されず待ち受
け画面に戻ります。 

ｱﾝｼｮｳﾊﾞﾝｺﾞｳ:--- 
ﾆｭｳﾘｮｸ/ｶｸﾃｲﾎﾞﾀﾝ 

3

終了 

2 4

を押す を押す を押す 

1 2 3

4 5 6

7 8 9

ピッ 

9 0
終了 

4

終了するときは［9］
［0］を続けて押す 

5

リモコンコードを入力する 

● 暗証番号を受けつけると音
声メッセージの件数を音声
でお知らせします。 

 

[例] 録音されている音声メッセージを再
生するときはYvを押します。 
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●［0］～［9］、［   ］、［＃］を使
った3桁の番号と最後に［   ］を入力
します。（「暗証番号設定」 
☞ 47ページ） 

を押す 

を押す を押す 

を押す 

1 2 3

4 5 6

7 8 9

ピッ 

留守モードのときに音声
メッセージが録音される
と、外出先の指定した電
話に転送します。 

留
守
録
転
送
す
る 

転
送
先
で
確
認
す
る 

● ファクス転送（「ﾌｧｸｽ ﾃﾝｿｳ」）
と同時に設定することはでき
ません。 

● NTTのボイスワープサービ
スとは異なります。 

● 転送先の電話が話し中のと
き、呼び出しても電話にでな
いとき、暗証番号が押されな
いときは、10分おきに5回ま
で再ダイヤルされます。 

● 留守モードのときのみ転送で
きます。 

［機能/確定］→［7.ﾙｽﾛｸ ﾒﾓﾘｰ ｾｯﾃｲ］→ 
［5.ﾃﾝｿｳ］を押す 

留守録転送 1

1
解
除
す
る 

1

音声ガイダンスにしたが
って暗証番号を入力する 

ファクスが着信すると、本
体のメモリーに受信して
外出先の指定したファク
シミリに転送します。 
● 留守録転送（「ﾙｽﾛｸ ﾃﾝｿｳ」）
と同時に設定することはでき
ません。 

● 転送先のファクシミリが通話
中のときは、5分おきに3回ま
で再ダイヤルされます。 

ファクス転送 1

1

フ
ァ
ク
ス
転
送
す
る 

解
除
す
る 

OFF 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

［機能/確定］→［7.ﾙｽﾛｸ ﾒﾓﾘｰ ｾｯﾃｲ］→ 
［5.ﾃﾝｿｳ］を押す 

［機能/確定］→［7.ﾙｽﾛｸ ﾒﾓﾘｰ ｾｯﾃｲ］→ 
［5.ﾃﾝｿｳ］を押す 

［機能/確定］→［7.ﾙｽﾛｸ ﾒﾓﾘｰ ｾｯﾃｲ］→ 
［5.ﾃﾝｿｳ］を押す 

ﾙｽﾛｸ ﾃﾝｿｳ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

OFF 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

ﾌｧｸｽ ﾃﾝｿｳ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

5

● 「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 

6

終了 

5

● Fが点灯します。 ●「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 

6

終了 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

● 留守モードに設定すると、 
 が点灯します。 
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ピッ 

ピッ 

を押す 

を押す 

を押す 

を押す 

を押す 

を押す 

お電話 
ください 

2

「ﾙｽﾛｸ ﾃﾝｿｳ」を選ぶ 転送先の電話番号を
入力する 

終了 

終了 

終了 

2 3

2

メッセージを聞く 

 
 
● 2件以上あるときは連続し
て再生されます。 

● 再生終了後に電話は自動的
に切れます。 

● 「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示され、
Fが消灯します。 

OFF／ﾌｧｸｽ ﾃﾝｿｳ／ﾙｽﾛｸ ﾃﾝｿｳ 

「OFF」を選ぶ 
OFF／ﾌｧｸｽ ﾃﾝｿｳ／ﾙｽﾛｸ ﾃﾝｿｳ 

2

「ﾌｧｸｽ ﾃﾝｿｳ」を選ぶ 
OFF／ﾌｧｸｽ ﾃﾝｿｳ／ﾙｽﾛｸ ﾃﾝｿｳ 

2

「OFF」を選ぶ 
OFF／ﾌｧｸｽ ﾃﾝｿｳ／ﾙｽﾛｸ ﾃﾝｿｳ 

3

3

ﾙｽﾛｸ ﾃﾝｿｳ#:■ 
ﾆｭｳﾘｮｸ/ｶｸﾃｲﾎﾞﾀﾝ 

ﾌｧｸｽ ﾃﾝｿｳ#:■ 
ﾆｭｳﾘｮｸ/ｶｸﾃｲﾎﾞﾀﾝ 

3

● 「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示され、 
  が消灯します。 

● 暗証番号が設定されていないときは、「ｱﾝｼｮｳﾊﾞﾝｺﾞｳｦ 
ﾄｳﾛｸｼﾃｸﾀﾞｻｲ」が表示され、暗証番号の入力画面になり
ます。暗証番号を設定してください（「暗証番号設定」
☞47ページ） 

4

4

転送先のファクス番
号を入力する 

4

4
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メモ 

タ゛イヤル　シテクタ゛サイ 
コヒ゜ーヲ　オシテクタ゛サイ 

ピ～ヒョロロ 

送信する面は 
下向き 

先端をそろえて 
軽く当たる 
ところまで 
差し込む 

1枚目 2枚目 3枚目 

ぼ
て
こ
よ
り
 

送信する面は 
下向き 

先端をそろえて 
軽く当たる 
ところまで 
差し込む 

1枚目 2枚目 3枚目 

ぼ
て
こ
よ
り
 

一度にセットできるのは10枚までです。 

補足 

ファクスだけを 
すぐに送る（自動送信） 

相手と話しをして、ファクスを送る
ことを伝えてから送ります。 

話しをしてから送る 
（手動送信） 

送れなかったときは 
● 「ファクスだけをすぐに送る」の手順でファクスを送信した場合で、相手が通話中などの理由で送信できなかった

ときは、自動的に5分おきに3回まで「再ダイヤル」を行います。（「再ダイヤル」を停止するときはn（停止）を押
します。）それでも送信できなかったときは、送信レポートが印刷されます。（「送信レポート」☞77ページ）。あら
かじめ記録紙をセットしておくことをおすすめします。 

● 「話しをしてから送る」の手順でファクスを送信したときは、自動再ダイヤルは行われません。同じ相手に再度ダイ
ヤルするときはr（再ダイヤル）を押します。 

11

一度にセットできるのは10枚までです。 

補足 

ファクスが送信されると通話は自動的に切れます。 

補足 

ppを押す 33

相手に電話をかける 22

相手側のスタートボタンを押してもらう 33

受話器から「ピーピョロロ」と音がしたら
ppを押す 

44

ダイヤルする、または電話帳から相手を
選ぶ 

原稿をセットし、原稿ガイドを原稿のサイ
ズに合わせる 11 原稿をセットし、原稿ガイドを原稿のサイ

ズに合わせる 

22

受話器を置く 55

スタ
ート

／コ
ピー

 

スタート／コピー 

画質を調整できます。（「原稿に合わせて 
画質を調整する」 ☞74ページ） 補足 

● 画質は、ファクス送信後に「ﾋｮｳｼﾞｭﾝﾓｰﾄﾞ」に戻り
ます。設定は記憶されません。 

● 濃度を調整するときは、「濃度の調整」 
（☞74ページ）を参照してください。 

送るのをやめるときは 

ファクスを途中で中止したいときは、nn(停止）を押します。 
● 繰り込まれていない原稿を取り除き、残った原稿をメッセ

ージにしたがって排紙します。 

ファクスできる原稿は「原稿について」 
（☞ 103ページ）を参照してください。 

ファクスできる原稿は「原稿について」 
（☞ 103ページ）を参照してください。 
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 ファクスを受ける

ファクスをご利用になる頻度によって、受信のしかたを設定することができます。（「電話やファクスの受けかた」 ☞17 ページ）

今から 
ファクス 
送ります 

 

● 原稿がセットされているときは取り除いてから
pを押します。 

● ファクスを受信すると通話は自動的に切れます。 

補足 

● 呼出回数を「ﾑｾｲｹﾞﾝ」にしているときは自動的に
受信しません。（「電話として使う（ファクスのと
きは手動で受信する）」☞18ページ） 

● 記録紙がセットされていないときや、途中でなく
なったときには、本体のメモリーに受信します。記
録紙セット後に印刷できます。（「本体のメモリー
に、受信したファクスを記憶する（メモリー受信）」
☞54ページ） 

補足 

一度電話に出てからファクスを受信
します。 

設定した回数の着信音が鳴り終わる
と、本機が自動的に応答します。こ
のとき、相手がファクスだった場合
は、自動的に受信します。 

自動的に受ける 
（自動受信） 

電話に出てから 
受ける（手動受信） 

電話を受ける 11

受話器を置く 33

相手と話しをしたあと、または「ポー、 
ポー」と音がしていたら、ppを押す 

22

 

R
R
R
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受信したファクスは印刷される 

llを押し、jjで｢ﾌｧｸｽ ｼｮｳｷｮ?｣
を選び、11（ｽﾙ）を押す 

データを消去するには 

本体のメモリーに、受信したファクス 
を記憶する（メモリー受信） 

通常モード 暗証番号設定 
ファクス：ON

F表示が点滅 

記録紙を 
セットし、 

pを押す 

ファクス転送 
設定時 

転送先でファクス
が印刷されると受
信したファクスがメ
モリーから消去さ
れる 

リモコンアクセス操
作でファクスを転
送すると、受信した
ファクスがメモリー
から消去される 

受信したファクス
が印刷され、メモ
リーから消去さ
れる 

受信したファクスはメモリーに記憶される 

記録紙なし 

ｷﾛｸｼ ｶｸﾆﾝ 
ｷﾛｸｼ ｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

ｷﾛｸｼ ｶｸﾆﾝ 
ｽﾀｰﾄｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

↑↓　交互表示 

メモリーに記憶されている不要なデー
タを消去したいときは、下記の操作で
データを消去します。 

※音声メッセージも同時に消去するとき
は｢ﾘｮｳﾎｳ ｼｮｳｷｮ?｣を選びます。 

本機は、通常（待ち受け時）記録紙をセットした状態で使用しますが、記録紙が
なくなったとき、受信したファクスを記憶しておくため、約20枚分（※）のメモリー
が備えられています。受信したファクスがメモリーに記憶されるのは次のような
場合です。 
 

※A4サイズ700文字程度の標準原稿を標準的画質（8ドット×3.85本/mm）で蓄積された場合の枚数です。メモリーを留
守録と共用しているため、音声メッセージの録音がある場合、メモリー受信の枚数が減少します。 
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いろいろな送りかた
ﾀﾞｲﾔﾙ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 
ｺﾋﾟｰｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

ﾀﾞｲﾔﾙ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 
ｺﾋﾟｰｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

2

5

2

2

ピッ 

ピッ 
を押す 

ファクス送信後に相手先
の呼出音を鳴らし、通話
できます。 
● 相手のファクシミリに電話予
約機能がないときはご利用で
きません。 

● この機能は送信後に解除されます。 
● 「タイマー送信」を設定する
と電話予約は解除されます。 

● 「伝言メッセージ」を設定する
ときは、事前に発信元を登録
してください。（発信元データ
を登録していないときは、「伝
言メッセージ」を設定するこ
とができません。（「名前とフ
ァクス番号を登録する」☞16
ページ） 

● 相手が電話に出ないときは 
「お電話ください」という伝
言メッセージをファクス送信
できます。 

指定した時刻にファクス
を送信します。 
● メモリー送信を使うと3件ま
で指定できます。 

● この機能は送信後に解除さ
れます。 

● メモリー送信を設定していな
いときは原稿を取らないでく
ださい。 

 

電話予約 

タイマー送信 

1

5

1

［機能/確定］→［3.ｿｳｼﾝ ｾｯﾃｲ］
→［5.ﾀｲﾏｰ ｿｳｼﾝ］を押す 

［機能/確定］→［3.ｿｳｼﾝ ｾｯﾃｲ］
→［4.ｶｲｶﾞｲｿｳｼﾝ ﾓｰﾄﾞ］を押す 

［機能/確定］→［3.ｿｳｼﾝ ｾｯﾃｲ］
→［7.ﾃﾞﾝﾜ ﾖﾔｸ］を押す 

OFF／ON

「ON」を選び、 
［機能/確定］を押す 

6

海外送信時に設定すると通
信エラーを少なくできます。 
● この機能は送信後に解除さ
れます。 

 海外送信 1

6

ファクス番号を入力する 

● ダイヤルします。 

終了 

5

ファクス番号を入力する 

ﾃﾞﾝｺﾞﾝﾒｯｾｰｼﾞ:OFF 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

ﾎｶﾉ ｾｯﾃｲ? 
1.ｽﾙ 2.ｼﾅｲ 

ﾀﾞｲﾔﾙ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 
ｺﾋﾟｰｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

を押す 

▲ 

▲ 

原稿を裏向きにセットする 
● 原稿ガイドを原稿のサイズに合わせます。 
● 「原稿について」☞103ページ 

原稿を裏向きにセットする 
● 原稿ガイドを原稿のサイズに合わせます。 
● 「原稿について」☞103ページ 

原稿を裏向きにセットする 
● 原稿ガイドを原稿のサイズに合わせます。 
● 「原稿について」☞103ページ 
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ピッ 

ピッ 

7 8

4

3 4

OFF／ON／ﾌﾟﾘﾝﾄ ｻﾝﾌﾟﾙ 

「ON」を選ぶ 

3

3

 
 
● 「ﾌﾟﾘﾝﾄ ｻﾝﾌﾟﾙ」を選択する
と伝言メッセージのサンプ
ルを印刷できます。 

● ダイヤルします。 
● ファクスを送信したあと、
電話で話します。 

 
● 指定した時刻になると、ダイヤルして原稿の読み取りが行われます。 
 （メモリー送信をメニューから選択して設定したあとにタイマー送信を設

定したときは、pを押した後、読み取りが行われます。） 
● タイマー送信を設定したあとも電話を受けたりかけたりできます。ファ

クスを送信するときはいったんタイマー送信設定を解除してください。
（「設定の解除」 ☞59ページ） 

● 相手が話し中などで送信できないときは3回まで再ダイヤルします。 
● 送信後、タイマー通信レポートが印刷されます。（「送信レポート」☞ 77ページ） 

終了 

終了 

ファクス番号を入力する 

送信する時刻を入力し、［機能/確定］を押す 
● 送信時刻は24時間制で入力します。 
● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

● 他の設定をするときは1を押して設定を
続けます。 

●メモリー送信を使うときはここで設定しま
す。（「メモリー送信」☞59ページ） 

6

を押す 
● 他の設定をするときは1を
押して設定を続けます。 

●メモリー送信を使うときは
ここで設定します。（「メ
モリー送信」☞ 59ページ） 

ﾃﾞﾝﾜﾖﾔｸ:OFF 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

ｶｲｶﾞｲｿｳｼﾝ:OFF 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

ﾀｲﾏｰ ｿｳｼﾝ ﾀｲｷﾁｭｳ 

ﾎｶﾉ ｾｯﾃｲ? 
1.ｽﾙ 2.ｼﾅｲ 

4

● 他の設定をするときは1を押して設定を
続けます。 

●メモリー送信を使うときはここで設定し
ます。（「メモリー送信」☞59ページ） 

ﾎｶﾉ ｾｯﾃｲ? 
1.ｽﾙ 2.ｼﾅｲ 

OFF／ON

「ON」を選び、［機能/確定］を押す 

● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

を押す 

を押す 

を押す 

を押す 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 
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メモ 

［送付書］を設定するときは、事前に発信元登録をしてください。発信元登録をしていないときは、［送付書］を設
定することができません。（「名前とファクス番号を登録する」 ☞ 16ページ）

1

1.ｺﾒﾝﾄ ﾅｼ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

ｺﾝｶｲﾉﾐ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

ｺﾝｶｲﾉﾐ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

ｺﾝｶｲﾉﾐ : ON 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

ﾎｶﾉ ｾｯﾃｲ? 
1.ｽﾙ 2.ｼﾅｲ 

● 送付書に付けるオリジナルコ
メントを登録します。 

● 登録できるコメントの文字数
は27文字までです。 

コメントを登録する 1 2

コメント番号を選び、 
［機能/確定］を押す 

［機能/確定］→［3.ｿｳｼﾝ ｾｯﾃｲ］→ 
［2.ｿｳﾌｼｮ ｺﾒﾝﾄ］を押す 

コ
メ
ン
ト
を
登
録
す
る 

「いつも付けない」とき 

「いつも付ける」とき 

設
定
す
る 

今
回
の
み
設
定
を
変
更
し
て
送
信
す
る 

ファクスに送付書を付けて
送信することができます。 
● お買い上げ時は「OFF（いつ
も付けない）」に設定されて
います。 

● あらかじめ登録しておいた、
オリジナルコメントを付ける
ことができます。 

● 送付書には相手先名（電話帳
を使って送信したときのみ）、
こちらの名前、電話番号、ファ
クス番号、送付ページ数 
（「ｺﾝｶｲﾉﾐ:ON」に設定してい
るとき）、コメントが印刷され
ます。 

送付書送信 1

2

2

321

[機能/確定]→［3.ｿｳｼﾝ ｾｯﾃｲ］
→［1.ｿｳﾌｼｮ］を押す 

「ｺﾝｶｲﾉﾐ」を選び、 
［機能/確定］を押す 

「ON」を選び、 
［機能/確定］を押す 

「OFF」を選び、 
［機能/確定］を押す 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

ｺﾝｶｲﾉﾐ／ON／OFF／ 
ﾌﾟﾘﾝﾄ ｻﾝﾌﾟﾙ 

● ［ﾌﾟﾘﾝﾄ ｻﾝﾌﾟﾙ］を選ぶと送
付書のサンプルを印刷でき
ます。 

[機能/確定]→［3.ｿｳｼﾝ ｾｯﾃｲ］
→［1.ｿｳﾌｼｮ］を押す 

ｺﾝｶｲﾉﾐ／ON／OFF／ 
ﾌﾟﾘﾝﾄ ｻﾝﾌﾟﾙ 

ｺﾝｶｲﾉﾐ：ON／ 
ｺﾝｶｲﾉﾐ：OFF

● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

1.ｺﾒﾝﾄ ﾅｼ／2.ｵﾃﾞﾝﾜ ｸﾀﾞｻｲ／ 
3.ｼｷｭｳ／4.ｼﾝﾃﾝ／ 
5.（ｵﾘｼﾞﾅﾙｺﾒﾝﾄ）／ 
6.（ｵﾘｼﾞﾅﾙｺﾒﾝﾄ） 

原稿を裏向きに
セットする 
● 原稿ガイドを原稿のサイズに合
わせます。 

● 「原稿について」☞103ページ 
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ﾎｶﾉ ｾｯﾃｲ? 
1.ｽﾙ 2.ｼﾅｲ を押す 

を押す 

を押す 

を押す 

を押す 

1.ｺﾒﾝﾄ ﾅｼ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

ﾎｶﾉ ｾｯﾃｲ? 
1.ｽﾙ 2.ｼﾅｲ 

ﾎｶﾉ ｾｯﾃｲ? 
1.ｽﾙ 2.ｼﾅｲ 

ﾎｶﾉ ｾｯﾃｲ? 
1.ｽﾙ 2.ｼﾅｲ ピッ 

ピッ 

5. 
ﾆｭｳﾘｮｸ/ｶｸﾃｲﾎﾞﾀﾝ 

終了 

43

ダイヤルボタンでコメントを入力し、 
［機能/確定］を押す 

● 他の送信設定をするときは
1を押して設定を続けます。 

● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

43

3

4

4

5

8

5 6

7

6

「今回のみ付けない」とき 

「今回のみ付ける」とき 

コメントを選び、 
［機能/確定］を押す 

「ｺﾝｶｲﾉﾐ:ON」を選び、 
［機能/確定］を押す 

コメントを選び、 
［機能/確定］を押す 

「ｺﾝｶｲﾉﾐ:OFF」を選び、 
［機能/確定］を押す 

● 他の送信設定をするときは
1を押して続けます。 

● 他の送信設定をするときは
1を押して続けます。 

● メモリー送信を使うときは
ここで指定します。 

（「メモリー送信」☞59ページ） 

● 他の送信設定をするときは
1を押して続けます。 

▲ 

▲ 

終了 

終了 

終了 

終了 

1.ｺﾒﾝﾄ ﾅｼ／2.ｵﾃﾞﾝﾜ ｸﾀﾞｻｲ／ 
3.ｼｷｭｳ／4.ｼﾝﾃﾝ／ 
5.（ｵﾘｼﾞﾅﾙｺﾒﾝﾄ）／ 
6.（ｵﾘｼﾞﾅﾙｺﾒﾝﾄ） 

送信枚数を入力し、 
［機能/確定］を押す 
● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

ファクス番号を入力し、
［スタート］を押す 

● 他の送信設定をするときは
1を押して続けます。 

● メモリー送信を使うときは
ここで指定します。 

（「メモリー送信」☞59ページ） 

ファクス番号を入力し、
［スタート］を押す 

ピッ 
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ﾀﾞｲﾔﾙ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 
ｺﾋﾟｰｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 設定が1件しかないときは手順3へ。 

解除したい設定を選び、
［機能/確定］を押す 
解除したい設定を選び、
［機能/確定］を押す 

2

タイマー送信など設定し
ている内容を確認し、解
除できます。 

設定の解除 

［機能/確定］→［4.ｾｯﾃｲ ｶｲｼﾞｮ］を押す 

［機能/確定］→［3.ｿｳｼﾝｾｯﾃｲ］→ 
［6.ﾒﾓﾘｰ ｿｳｼﾝ］を押す 

［機能/確定］→［3.ｿｳｼﾝｾｯﾃｲ］→ 
［6.ﾒﾓﾘｰ ｿｳｼﾝ］を押す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
● 原稿の読み取りが行われ、
ダイヤルします。 

● 送信のあとに一括送信レポ
ートが印刷されます。 
（「一括送信レポート」
☞79ページ） 

原稿を裏向きにセットする 
 

原稿を本体のメモリーに
記憶してから送信します。 
● 送信後にこの機能は解除されます。 
 

メモリー送信 1 2

2

指定した複数の相手に同
じ原稿を送信します。 

一括送信 1

5

原稿を裏向きにセットする 

● 原稿ガイドを原稿のサイズに合わせます。 
● 「原稿について」☞103ページ 

● 原稿ガイドを原稿のサイズに合わせます。 
● 「原稿について」☞103ページ 

終了 を押す 
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ﾌﾞﾗｻﾞｰﾊﾅｺ 
ｽﾀｰﾄﾃﾞ ｿｳｼﾝ ｶｲｼ 

15:40  03△△○○×× 
ｶｲｼﾞｮ 1.ｽﾙ 2.ｼﾅｲ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
● 「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 4

終了 を押す 

ピッ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
● 指定された相手先の
右上に「　」マーク
が表示されます。 

 

3

グループダイヤルや電話帳から相手先を選び、［機能/確定］を押す 
（これを繰り返して複数の送信先を指定する） 

終了 

3 4

4

ファクス番号を入力する 
 

 
 
● ダイヤルする、または電
話帳から相手を選びます。 

 

 
 
● 原稿の読み取りが行われ、
ダイヤルします。 

を押す 

を押す 

を押す 
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いろいろな受けかた
メモ 

● 親切受信
･ ファクスの受信が始まったら受話器を置いてください。
･ 本機にファクスが送られてきたとき、自動受信を開始する前に電話を受けると「ポー、ポー」という音が聞
こえます。このとき、親切受信を設定していない場合は、 p（スタート）を押さないとファクスを受信

することができません。
･ 回線の状態により、「ポー、ポー」という音が聞こえても、自動的にファクスを受信しないときがあります。
このようなときは、 p（スタート）を押してファクスを受信してください。

･ 親切受信は、電話に出たあと、約 40 秒間有効です。40 秒経過したあとに「ポーポー」という音が聞こえ
ても、自動的にファクスを受信しません。この場合は、電話に出たまま p（スタート）を押して手動で

ファクスを受信します。
● A4 自動縮小受信

･ 原稿の長さが550mm以内のときは、長さに応じて自動縮小して印刷されます。
･ 原稿の長さが550mm以上のときは、自動縮小されず複数枚の記録紙に分割して印刷されます。

注意 

● 通話中、または外部からの音が入ったとき突然ファクスに切り替わってしまう場合は、「親切受信」の設定を
「OFF」にしてください。この場合は、 p（スタート）を押して手動でファクスを受信します。

1

1

受話器で受けたときに相手がファクスだった場合、その
まま7秒待つと自動的にファクス受信します。 

親切受信 1

受信した原稿がA4サイズよりも大きいとき、分割され
ないようにA4サイズに縮小して受信します。 

● お買い上げ時は「ON」に設定されています。 
● 設定を解除後、再度「ON」に設定することもできます。 

A4自動縮小受信 

解
除
す
る 

解
除
す
る 

［機能/確定］→［2.ｼﾞｭｼﾝ ｾｯﾃｲ］→ 
［3.ｼﾝｾﾂ ｼﾞｭｼﾝ］を押す 

［機能/確定］→［2.ｼﾞｭｼﾝ ｾｯﾃｲ］→ 
［4.ｼﾞﾄﾞｳ ｼｭｸｼｮｳ］を押す 

［機能/確定］→［2.ｼﾞｭｼﾝ ｾｯﾃｲ］→ 
［5.ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞｼﾞｭｼﾝ］を押す 

こちらから相手のファクシミリを呼び出して受信します。 
● 送信側のファクシミリにポーリング機能がないときには利用で
きないことがあります。 

ポーリング受信 

● お買い上げ時は「ON」に設定されています。 
● 設定を解除後、再度「ON」に設定することもできます。 
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メモ 

ファクス情報サービスを利用する
このファクスでは、各種のファクス情報サービスを利用できます。
● ファクス情報サービスにはガイダンス方式（音声が聞こえるもの）とポーリング方式（ピーと音がするもの）

があります。各種サービスに合わせて操作してください。
● ダイヤル回線をお使いのお客様は、サービスセンターに電話をしたあと、 uを押してから入力します。

● ダイヤル回線をお使いのお客様は、情報サービスの暗証番号などを電話帳に登録する場合、登録する暗証番号
の前に uを入力してください。

3

ピッ 

2

ON／OFF

「OFF」を選ぶ 
終了 

相手のファクス番号
を入力する 

終了 

2

ｼﾝｾﾂ ｼﾞｭｼﾝ:ON 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

ｼﾞﾄﾞｳ ｼｭｸｼｮｳ:ON 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

4

2

ON／OFF

「OFF」を選ぶ 

3

● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

4

3

終了 
● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示後、ダイヤ
ルが始まります。 

を押す 

を押す 

を押す を押す 

を押す 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 
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第5章 

コピー CBA

CBA

C
B

A

CB
A

C
B

A
C

B
A

A
A

B
B

C
C

そのままコピー 

拡大・縮小コピー 

複数枚コピー 

原稿ページの順にソート（並べ替え）できます。 

（ソート） 

原稿ページの各ページごとにスタック（積み重ね） 
できます。 

（スタック） 

こんなコピーが 
できます 
これをコピーするとき 

コピーする ..........................................................................63
こんなコピーができます ...........................................................63
コピーする...................................................................................64
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メモ 

ぼ
て
こ
よ
り
 

0～9で入力し、e（機能／確定）を 

押します。 

コピーする枚数 

複数枚の原稿を2部以上コピーするとき、原稿の
ページごとにコピー（スタック）するか、原稿
のページ順にコピー（ソート）するかを選びます。 
jで選び、e（機能／確定）を押します。 

jで選びます。 
 
ｼﾞﾄﾞｳ、100％、120％、125％、150％、50％、 
75％、87％、93％ 

複数枚コピー 

タ゛イヤル　シテクタ゛サイ 
コヒ゜ーヲ　オシテクタ゛サイ 

● 
 
 
● 

コピーが始まります。複数枚コピーにして
いるときは原稿を読み取ったあとにコピー
が開始されます。 
途中でやめるときはn（停止）を押します。 

補足 

● 
 
● 

拡大・縮小は原稿を差し込んだ辺（へん）
の中央を基準に行います。 
拡大したときは画像の一部が欠けること
があります。 

1枚目の原稿を読み取っているときに
「ﾒﾓﾘｰｶﾞｲｯﾊﾟｲﾃﾞｽ/ﾃｲｼ ｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ」と表示されたときは
n（停止）を押してコピーを中止し、不要なメモリーを削除
します。（「データを消去するには」☞54ページ） 
すでに1枚以上原稿を読み取っているときはそのページだけ
コピーできます。続けるときはp（コピー）を押してください。

コピーする 

120%のときコピーされる 
範囲 

150%のときコピーされる 
範囲 

ここを中心に拡大・縮小 
します。 

原稿をセットする方向 

こんなときは 

を押す 66

記録紙をセットする 11

を押す 33

44

拡大・縮小率を設定する 55

原稿 

記録紙 

先端をそろえて
軽く当るところ
まで差し込む 

コピーする面
は下向き 

記録紙については「記録紙をセットする」、 
「記録紙について」（☞14ページ）を参照して
ください。 

原稿をセットし、原稿ガイドを原稿のサイ
ズに合わせる 

22

コピーできる原稿は「原稿について」 
（☞103ページ）を参照してください。 

補足 

一度にセットできる原稿は10枚までです。 

拡大・縮小コピーや複数枚コピーなどをし
ない場合は、ここでもう一度p（コピー）
を押すと、そのままコピーが開始されます。 

補足 

● コピーのときは、「ﾋｭｳｼﾞｭﾝﾓｰﾄﾞ」 
「ﾌｧｲﾝﾓｰﾄﾞ」に設定しても「S.ﾌｧｲﾝﾓｰﾄﾞ」
でコピーされます。 

● 複数枚コピーのときは、「ﾋｭｳｼﾞｭﾝﾓｰﾄﾞ」に
設定しても「ﾌｧｲﾝﾓｰﾄﾞ」でコピーされます。 

● 濃度を調整するときは、「濃度の調整」
（☞74ページ）を参照してください。 

補足 

コピーする枚数と複数枚コピーの設定
をする 

画質を調整できます。 
（「原稿に合わせて画質を調整する」 
  ☞74ページ） 

p

p
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ナンバー・ディスプレイを利用する ........................... 66
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NTTが行っているサービスで、電話がかかってきたときに相手の電話番号をディスプレイに表示します。サービス
の詳細についてはNTT（116：無料）にお問い合わせください。

●ナンバー・ディスプレイとは

注意 

●「ナンバー・ディスプレイ」をご利用いただくためには、NTT との契約が必要です。（有料）
同時に利用できないサービスについては、NTT にお問い合わせください。

● ISDN 回線を利用されているときは、ナンバー・ディスプレイ対応のターミナルアダプタが必要になります。
● 構内交換機（PBX）に接続しているときは、ナンバー・ディスプレイを利用できません。
● ブランチ接続（並列接続）をしているときは、ナンバー・ディスプレイが正常に動作しません。
● 電話回線にガス検出器などが接続されている場合は、誤動作することがあります。

■電話番号表示機能
電話がかかってくると、相手の電話番号がディスプレイに表示されます。

■名前表示機能
電話帳に登録してある相手から電話がかかってくると、相手の名前がディスプレイ
に表示されます。

■着信鳴り分け機能
電話番号ごとに着信音を指定することができます。
着信音は、次の中から指定して登録します。
・ 記憶されているベル音4種類
・ 固定メロディ30 曲

指定した相手からのファクスを、着信音を鳴らさずに受信することができます。

■迷惑電話防止機能
迷惑電話などの受けたくない電話を、着信音が鳴らないようにすることができま
す。

■非通知着信拒否／公衆電話拒否機能
相手の電話番号が非通知、または公衆電話の場合、着信を拒否し、お断りメッセー
ジを流します。
※ ISDN 回線でご利用のターミナルアダプタによっては、着信を拒否できない場
合があります。

■着信記録機能
電話がかかってくると、相手の電話番号を記録します。
記録した電話番号は次のように活用できます。
・ ディスプレイに表示する
・「着信記録」として印刷する
・ 電話帳に登録する
・ 記録した電話番号に電話をかける

着信記録は 30 件まで記録できます。31 件以上になると、古い順に消去されます。

ブラザーハナコ
ブラザーハナコ 

着信音が 
選べます 

NO!

012300: :
XXXXX
03****
     :
     :NO!

ﾋﾂｳﾁ 

ブラザーハナコ 
03 △△○○○○ 30件 

 
OK ! !
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NTTとのご契約後、ナンバー・ディスプレイを利用するときは「ｱﾘ」に、利用しないとき、または利用を一時的に中止する
ときは「ﾅｼ」に設定します。
「ｱﾘ」に設定しているときは、「着信鳴り分け」「迷惑電話防止」「着信拒否」「着信拒否モニター」などが設定できます。
お買い上げ時は、ナンバー・ディスプレイ「ｱﾘ」に設定されています。

●ナンバー・ディスプレイを設定する

メモ 
Z

●「ﾅｼ」に設定しているときは、[ 着信鳴り分け」「着信拒否」「着信拒否モニター」などのメニューは表示されません。
●「186」または「184」などを付けて電話帳に登録するときは、同一市内であっても必ず市外局番を付けて電話

番号を登録してください。
市外局番を付けずに登録すると、着信時に相手の名前が表示されなかったり、着信鳴り分けができなくなります。
例） ○ 186 XXX XXX XXXX

（市外局番）（市内局番）（相手先番号）

× 186 XXX XXXX
（市内局番）（相手先番号）

ﾅﾝﾊﾞｰ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ:ｱﾘ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

設
定
す
る 

1

[機能/確定] → [9.ﾅﾝﾊﾞｰ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ] →  
[1.ﾅﾝﾊﾞｰ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ]を押す 

3
●「ｱﾘ」 
ナンバー・ディスプレイが
使用できます。（別途、NTT
との契約が必要です。） 

●「ﾅｼ」 
ナンバー・ディスプレイが
使用できなくなります。 

●「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 

2

ナンバー・ディスプレイ
の設定を選ぶ 

ｱﾘ／ﾅｼ 

を押す を押す 

▲ 

▲ 

4

終了 

ﾌﾞﾗｻﾞｰﾊﾅｺ 
その他の表示 
 

● ﾋﾂｳﾁ（非通知） 
　相手が電話番号非通知契約
のとき、電話番号の先頭に
「184」を付けて電話をか
けてきたとき 

 
● ｺｳｼｭｳﾃﾞﾝﾜ（公衆電話） 
　公衆電話からかけてきたとき 
 
● ﾋｮｳｼﾞ ｹﾝｶﾞｲ（表示圏外） 
 相手がサービス対象地域外
（海外を含む）から電話を
かけてきたとき、サービス
未実施の携帯電話やPHSか
らかけてきたとき 

 
● 161（Fネット） 
 Fネットでファクスを受信したとき 

電話がかかってくると、相
手の名前や電話番号を表
示します。 

電話がかかってきたときは 
着信音が鳴り、ディスプレイ
に相手の名前が表示される 
● 電話帳に名前を登録していな
いときは、電話番号が表示さ
れます。 
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ナンバー・ディスプレイの設定を「ｱﾘ」にしているときは、誰から電話がかかってきたかがわかるように電話帳に登録した
電話番号ごとに着信音を指定することができます。また、ファクスの場合は着信音を鳴らさずに受信することができます。

●相手によって着信音を変える [着信鳴り分け ]

メモ 
Z

● 電話帳に登録していて、着信鳴り分けを設定していない相手から電話がかかってきた場合は、「着信音」
（ ☞23ページ）で設定したベル音（メロディ）が鳴ります。

ﾃﾞｾﾝﾀｸ 
ｶｸﾃｲｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

ﾁｬｸｼﾝｻｷ:ﾅﾘﾜｹ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

ﾍﾞﾙ1 
　　ﾃﾞ ｼﾞｬﾝﾙｾﾝﾀｸﾍ 

ﾅﾘﾜｹ／ﾌｧｸｽ／ﾒｲﾜｸｼﾃｲ 設
定
す
る 

1

2

[機能/確定] → [9.ﾅﾝﾊﾞｰ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ] →  
[2.ﾁｬｸｼﾝﾅﾘﾜｹ ｾｯﾃｲ]を押す 

4

5

終了 

3

設定したい電話番号
を選び、[機能/確定]
を押す 

6

着信音を選び、[機能/確定]を押す 

着信先を選び、[機能/確定]を押す 

●「ﾌｧｸｽ／ﾒｲﾜｸｼﾃｲ」を選んだ場合は、手順6へ。 

● ジャンルについて（「メロディ一覧」☞26ページ） 

着信音のジャンルを選び、[機能/確定]を押す 
ﾍﾞﾙ／ｷｾﾂ・ｲﾍﾞﾝﾄ／ｲﾔｼﾉｸﾗｼｯｸ／ｹﾞﾝｷｶﾞﾃﾞﾙｸﾗｼｯｸ 

● 「ﾅﾘﾜｹ」着信音が鳴ります。 
● 「ﾌｧｸｽ」着信音が鳴らず、自動的に

ファクスを受信します。 
● 「ﾒｲﾜｸｼﾃｲ」着信音が鳴りません。
（「迷惑電話」☞69ページ） 

● 着信音について（「メロディ一覧」☞24ページ） 
●「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 

を押す 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 
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ナンバー・ディスプレイの設定を「ｱﾘ」にしているときは、迷惑電話などの受けたくない電話を、着信音が鳴らない
ように設定することができます。

●迷惑電話を防止する [迷惑電話 ]

メモ 
Z

● 呼出し中、相手の電話には通常の呼出音が聞こえます。
● 着信音は鳴りませんが、ディスプレイには、相手の名前または電話番号が表示されます。

ﾃﾞｾﾝﾀｸ 
ｶｸﾃｲｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

ﾁｬｸｼﾝｻｷ:ﾅﾘﾜｹ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 設

定
す
る 

1

2

[機能/確定] → [9.ﾅﾝﾊﾞｰ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ] →  
[2.ﾁｬｸｼﾝﾅﾘﾜｹ ｾｯﾃｲ]を押す 

4

終了 

3

着信音を鳴らしたく
ない電話番号を選び、
[機能/確定]を押す 

「ﾒｲﾜｸｼﾃｲ」を選び、 
[機能/確定]を押す 

ﾅﾘﾜｹ／ﾌｧｸｽ／ﾒｲﾜｸｼﾃｲ 

● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

を押す 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 
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ナンバー・ディスプレイの設定を「ｱﾘ」にしているときは、相手が電話番号非通知でかけてきている場合、着信を
拒否してお断りメッセージで対応します。
お買い上げ時は、「ﾅｼ」に設定されています。

ナンバー・ディスプレイの設定を「ｱﾘ」にしているときは、相手が公衆電話からかけてきている場合、着信を拒否
して、お断りメッセージで対応します。
お買い上げ時は、「ﾅｼ」に設定されています。

●番号非通知の電話を拒否する [非通知着信拒否 ]

●公衆電話からの着信を拒否する [公衆電話拒否 ]

ﾋﾂｳﾁ ﾁｬｸｼﾝｷｮﾋ:ﾅｼ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

を押す 

設
定
す
る 

1

[機能/確定] → [9.ﾅﾝﾊﾞｰ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ] → 
[3.ﾋﾂｳﾁ ﾁｬｸｼﾝｷｮﾋ]を押す 

3

終了 

2

「ｱﾘ」を選び、 
[機能/確定]を押す 

ｱﾘ／ﾅｼ 

●「ｱﾘ」 
番号非通知の電話は着信を
拒否します。 

●「ﾅｼ」 
番号非通知の電話も着信し
ます。 

●「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 

▲ 

▲ 

ｺｳｼｭｳﾃﾞﾝﾜｷｮﾋ:ﾅｼ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

設
定
す
る 

1

[機能/確定] → [9.ﾅﾝﾊﾞｰ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ] →  
[4.ｺｳｼｭｳﾃﾞﾝﾜｷｮﾋ]を押す 

3

終了 

2

「ｱﾘ」を選び、 
[機能/確定]を押す 

ｱﾘ／ﾅｼ 

●「ｱﾘ」 
公衆電話からの着信を拒否
します。 

●「ﾅｼ」 
公衆電話からも着信します。 

を押す 

▲ 

▲ 

●「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 

恐れ入りますが、 
電話番号の前に 
186を……… 

ﾋﾂｳﾁ 

ｺｳｼｭｳﾃﾞﾝﾜ 
● 「着信拒否」はナンバー・ディスプレイの設定が 
「ｱﾘ」のときのみ設定できます。 

着信拒否設定の電話がかかってくると、本機が着信音
を鳴らさずに電話を受ける 
下記のメッセ－ジを3回再生した後、自動的に電話を切ります。 
・非通知着信拒否のとき： 
 「恐れ入りますが、電話番号の前に186をつけて電話番号を通知しておかけ直しください。」 
・公衆電話拒否のとき： 
「公衆電話からおかけになった電話は、都合によりお受けできません。」 

※着信拒否メッセージは、スピーカーから聞くことができます。（「着信拒否モニター」
☞71ページ） 

● ファクスの場合は、ファクスの信号を受信すると自動的に電話を切ります。 

非通知着信拒否のときや公衆電話着信拒
否のときは本機が自動的に対応し電話を
切ります。 

着信拒否のときは 
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ナンバー・ディスプレイの設定を「ｱﾘ」にしているときは、着信拒否モニターを「ON」に設定すると、非通知着信拒
否または公衆電話拒否のときの着信拒否メッセージと相手の方の声を本機のスピーカーから聞くことができます。
お買い上げ時は、「OFF」に設定されています。
※スピーカーから着信拒否メッセージが聞こえている間に受話器をとると、電話に出ることができます。

キャッチホン・ディスプレイはＮＴＴが行っているサービスの1つで、外線通話中にかかってきた相手先の電話番号を
ディスプレイに表示させるサービスです。サービスの詳細についてはＮＴＴ（116：無料）にお問い合わせください。
お買い上げ時は、キャッチホン・ディスプレイ「ﾅｼ」に設定されています。

●着信拒否モニターを設定する [着信拒否モニター ]

●キャッチホン・ディスプレイを利用する

注意 

● 本機の設定だけでは、ディスプレイに相手の電話番号は表示されません。「キャッチホン・ディスプレイ」をご利用
いただくためには、「キャッチホン」または「キャッチホン II」（「キャッチホンを利用する」 ☞31ページ）と「ナン

バー・ディスプレイ」（「ナンバー・ディスプレイを利用する」 ☞66 ページ）を契約した上で、別途 ＮＴＴとの契
約が必要です。（有料）

● ISDN回線を利用されているときは、ターミナルアダプタのデータ設定が必要です。
● ブランチ接続（並列接続）をしているときは、キャッチホン・ディスプレイが正常に動作しません。
● 電話回線にガス検出器などが接続されている場合は、誤動作することがあります。

メモ 

操作の途中で n（停止）を押すと、設定をキャンセルして待ち受け画面に戻ります。

ﾁｬｸｼﾝｷｮﾋﾓﾆﾀ-:OFF 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

設
定
す
る 

1

[機能/確定] → [9.ﾅﾝﾊﾞｰ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ] →  
[5. ﾁｬｸｼﾝｷｮﾋﾓﾆﾀｰ]を押す 

3

終了 

2

「ON」を選び、 
[機能/確定]を押す 

ON／OFF

●「ON」 
着信を拒否するメッセージ
が本機のスピーカーから聞
こえます。 

●「OFF」 
着信を拒否するメッセージは
聞こえません。 

を押す 

▲ 

▲ 

●「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 

3

を押す 

設定 
キャッチホン・ディスプレイ
の設定をします。 

1

［機能/確定］→［9.ﾅﾝﾊﾞｰ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ］→ 
［6.ｷｬｯﾁﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ］を押す 

ｷｬｯﾁﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ:ﾅｼ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

2

キャッチホン・ディス
プレイの設定を選ぶ 

ｱﾘ／ﾅｼ 

終了 

1

▲ 

▲ 

●「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 
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着信記録を利用して電話をかけたり、電話帳に登録することができます。また、着信記録のリストを印刷すること
ができます。（「着信記録リスト」 ☞79 ページ）
・「ナンバー・ディスプレイ」の契約をしていないときは、 d（着信記録）は使えません。

（「ﾅﾝﾊﾞｰﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ﾉ ﾁｬｸｼﾝｷﾛｸｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ」が表示されます。）
・操作を中止するには n( 停止）を押します。

●着信記録を利用する

電
話
帳
に
登
録
す
る 

着信記録を選び、　
［機能/確定］を押す 

21

ﾅﾏｴ:■ 
ﾆｭｳﾘｮｸ/ｶｸﾃｲﾎﾞﾀﾝ 

ﾃﾞﾝﾜﾁｮｳ 
ﾉｺﾘ XXｹﾝ 

↓2秒後 

着信記録を選ぶ 
終了 

1 32

受話器をとって、 
［スタート］を押す 

● 電話がかかります。 

電
話
す
る 

1

着信記録を選び、　
［消去］を押す 

21

履
歴
を
削
除
す
る 

ｼｮｳｷｮｼﾏｽｶ? 
1.ｼｮｳｷｮ 2.ﾁｭｳｼ 

3

終了 

4

履
歴
を
見
る 

着信記録を確認する 元の表示に戻すには
［停止］を押す 

終了 

1 2 3

4

終了 

5

● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

 
 
● 着信記録の番号が自動的に
登録され、名前を入力する
画面になります。 

名前を入力する 

3

● 「電話帳に登録する」 
☞33ページ 

ﾅﾏｴ:ﾌﾞﾗｻﾞｰﾊﾅｺ 
ﾆｭｳﾘｮｸ/ｶｸﾃｲﾎﾞﾀﾝ 

を押す 

を押す 

を押す を押す 

を押す 

を押す 

を押す 

を押す 
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ファクス送信やコピーするときの画質や濃度を調整します。

ﾎｶﾉ ｾｯﾃｲ？ 
1.ｽﾙ 2.ｼﾅｲ 

［機能/確定］→［3.ｿｳｼﾝ ｾｯﾃｲ］→ 
［3.ｹﾞﾝｺｳ ﾉｳﾄﾞ］を押す 

ｹﾞﾝｺｳ ﾉｳﾄﾞ:ﾌﾂｳ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

原稿濃度を選ぶ 

原稿を裏向きにセットする 

ﾀﾞｲﾔﾙ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 
ｺﾋﾟｰｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

を押す 
● 読み取る細かさを選択します。 

● 原稿ガイドを原稿のサイズに
合わせます。 

● 原稿について　☞103ページ 

●「ｳｹﾂｹﾏｼﾀ」と表示されます。 

● 画質のお買い上げ時の設定は「ﾋｮｳｼﾞｭﾝﾓｰﾄﾞ」です。 
● 画質を選ぶめやすは次のとおりです。 
・ﾋｭｳｼﾞｭﾝﾓｰﾄﾞ： 大きくはっきりと見える文字 
・ﾌｧｲﾝﾓｰﾄﾞ： 雑誌のように小さい文字 
・S. ﾌｧｲﾝﾓｰﾄﾞ： 新聞のように細かい文字 
・ｼｬｼﾝﾓｰﾄﾞ： 写真やカラーの原稿 

を押す 

●他の設定をするときは 
1を押して続けます。 

を押す 

画質を調整する 
ﾋｮｳｼﾞｭﾝﾓｰﾄﾞ／ﾌｧｲﾝﾓｰﾄﾞ 
／S.ﾌｧｲﾝﾓｰﾄﾞ／ｼｬｼﾝﾓｰﾄﾞ 

終了 

1

2

3

ｺｸ/ﾌﾂｳ/ｳｽｸ 

4

ファクス送信、コピーの濃
度を設定します。 

濃度の調整 

終了 

1 2

3

原稿の文字の大きさや種類によ
って読み取る画質を選択します。 
● ファクス送信、またはコピー終
了後は元の設定に戻ります。 

● コピーのときは、
「ﾋｭｳｼﾞｭﾝﾓｰﾄﾞ」
「ﾌｧｲﾝﾓｰﾄﾞ」に設定しても
「S. ﾌｧｲﾝﾓｰﾄﾞ」で 
コピーされます。 

● 複数枚コピーのときは、 
「ﾋｭｳｼﾞｭﾝﾓｰﾄﾞ」に設定して
も「ﾌｧｲﾝﾓｰﾄﾞ」でコピーさ
れます。 

● ファクス送信、またはコピー終
了後も設定は保持されます。 

原稿に合わせて画質を調整 

▲ 

▲ 
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モーニングメロディを設定する

 

メモ 

● 指定した時刻になるとメロディが約3分間鳴ります。途中でやめるときは n（停止）を押します。

● モーニングメロディの指定時刻に電話、通信、設定などをしているときは操作が終了してからメロディが鳴ります。
● 電源コードを抜いたり停電になったあと数時間経過すると、モーニングメロディの設定は「OFF」になります。

もう一度設定し直してください。
● 選択できるメロディ（「メロディ一覧」 ☞24ページ）

お願い 

● モーニングメロディは、受話器を置いた状態で設定してください。（受話器を上げていると設定できません。）

モーニングメロディ 1

6

0

1

5

［機能/確定］→［8.ﾒﾛﾃﾞｨｾｯﾃｲ］→ 
［3.ﾓｰﾆﾝｸﾞﾒﾛﾃﾞｨ］を押す 

［機能/確定］→［8.ﾒﾛﾃﾞｨｾｯﾃｲ］→ 
［3.ﾓｰﾆﾝｸﾞﾒﾛﾃﾞｨ］を押す 

毎日決まった時刻に指定
したメロディを鳴らします。 
 
● お買い上げ時は「OFF」に
設定されています。 

ｾｯﾃｲ:OFF 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

ｾｯﾃｲ:ON 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

● 　 が点灯します。 

設
定
す
る ジャンルを選び、 

［機能/確定］を押す 

終了 

解
除
す
る 

1

1

を押す 

を押す 

ﾍﾞﾙ／ｷｾﾂ・ｲﾍﾞﾝﾄ／ｲﾔｼﾉｸﾗｼｯｸ 
／ｹﾞﾝｷｶﾞﾃﾞﾙｸﾗｼｯｸ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 
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3

7

ピッ 

ｼｮｳ          ﾀﾞｲ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ ▲

 ▲
 

8

2

2

4

「ON」を選ぶ メロディを鳴らす時刻を指定する 

OFF／ON

ﾍﾞﾙ1／ﾒﾛﾃﾞｨ1～30（曲名） 

「OFF」を選ぶ 

● 時間は24時間制で入力します。 

モーニングメロディ
の音量を選ぶ 
● 音量は4段階の調整ができます。 

メロディを選び、 
［機能/確定］を押す 

4

終了 

9

● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

3

● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 
● 　 が消灯します。 

を押す 

を押す 

を押す を押す 
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レポート、リストを印刷する

送受信の結果や設定の内容などを印刷して確認できます。

ピッ （　　　　　　　　　　） 

送信レポート 1

［機能/確定］→［6.ﾘｽﾄ ﾌﾟﾘﾝﾄ］→ 
［1.ｿｳｼﾝ ﾚﾎﾟｰﾄ］を押す 

3

4

通信管理レポートの
出力間隔を選び、　
［機能/確定］を押す 

曜日を選び、 
［機能/確定］を押す 

記録紙をセットする 

ｿｳｼﾝ ﾚﾎﾟｰﾄ:ｴﾗｰﾉﾐ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 送信レポートの設定をします。 

● お買い上げ時は「ｴﾗｰﾉﾐ」に
設定されています。 

電話帳リスト 
電話帳に登録された内容
を印刷します。 

通信管理レポート 1

［機能/確定］→［6.ﾘｽﾄ ﾌﾟﾘﾝﾄ］→ 
［2.ﾂｳｼﾝ ｶﾝﾘ ﾚﾎﾟｰﾄ］を押す 

1

［機能/確定］→［6.ﾘｽﾄ ﾌﾟﾘﾝﾄ］→ 
［3.ﾃﾞﾝﾜﾁｮｳ ﾘｽﾄ］を押す 

ﾌﾟﾘﾝﾄ ﾘｽﾄ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

ﾚﾎﾟｰﾄ ｼｭﾂﾘｮｸ ｼﾅｲ 
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

最近送受信した30件分の
通信結果を印刷します。 

（ｼｭﾂﾘｮｸ ｶﾝｶｸ） 

出力間隔を設定するとき 

（7ｶｺﾞﾄ） 

一週間ごとに印刷するとき 

開始時間を指定する 

4

● 時間は24時間制で入力します。 

2

それ以外の設定のとき 

記録紙をセットする 

設定内容リスト 
現在設定されている内容
を印刷します。 

1

［機能/確定］→［6.ﾘｽﾄ ﾌﾟﾘﾝﾄ］→ 
［4.ｾｯﾃｲﾅｲﾖｳ ﾘｽﾄ］を押す 

2

1

1

6／12／24ｼﾞｶﾝｺﾞﾄ、 
2ｶｺﾞﾄ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 
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6

5

ピッ 

2

送信レポートの設定する 

開始時間を指定する 

記録紙をセットし、［スタート］
を押す 

ON／ｴﾗｰﾉﾐ／OFF

● 「ON」 
常に結果レポートを印刷し
ます。 

● 「OFF」 
結果レポートを印刷しません。 

● 「ｴﾗｰﾉﾐ」 
送信エラーがあるときだけ結
果レポートを印刷します。 

（ﾌﾟﾘﾝﾄ ﾘｽﾄ） 
2

5 7

3

通信管理レポートをすぐに印刷するか、出力間隔を
設定するか選び、［機能/確定］を押す　　 

ﾌﾟﾘﾝﾄ ﾘｽﾄ／ｼｭﾂﾘｮｸ ｶﾝｶｸ 

6／12／24ｼﾞｶﾝｺﾞﾄ、 
2／7ｶ ｺﾞﾄ、30ｹﾝ ｺﾞﾄ／

ﾚﾎﾟｰﾄｼｭﾂﾘｮｸ ｼﾅｲ 

すぐに印刷するとき 

● 時間は24時間制で入力します。 

●「30ｹﾝ ｺﾞﾄ」を設定すると、最近送受信した30件
分の通信結果を印刷します。  

●「ﾚﾎﾟｰﾄｼｭﾂﾘｮｸ ｼﾅｲ」を設定すると、通信管理レポ
ートを印刷しません。 

 

6

3

3

終了 

終了 

終了 

● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

3

● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

を押す 

を押す 

4

を押す 

終了 

4

を押す 

を押す 

を押す を押す 

を押す 

を押す 

終了 

4

を押す 

終了 

4

を押す 
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1

2

1

記録紙をセットする 

メモリー使用状況リスト 
本体のメモリー使用状況
を印刷します。 

［機能/確定］→［6.ﾘｽﾄ ﾌﾟﾘﾝﾄ］→ 
［5.ﾒﾓﾘｰｼﾖｳｼﾞｮｳｷｮｳ］を押す 

2

記録紙をセットする 

ご注文シート 
リボンカートリッジなどの消
耗品をFAXでご注文いただ
くためのオーダーシート 
（「ｺﾞﾁｭｳﾓﾝｼｰﾄ」☞109　
　　ページ）を印刷します。 

［機能/確定］→［6.ﾘｽﾄ ﾌﾟﾘﾝﾄ］→ 
［6.ｺﾞﾁｭｳﾓﾝ ｼｰﾄ］を押す 

［機能/確定］→［6.ﾘｽﾄ ﾌﾟﾘﾝﾄ］→ 
［8.ﾁｬｸｼﾝｷﾛｸ ﾘｽﾄ］を押す 

［機能/確定］→［6.ﾘｽﾄ ﾌﾟﾘﾝﾄ］→ 
［7.ｲｯｶﾂｿｳｼﾝ ﾚﾎﾟｰﾄ］を押す 

2

一括送信レポート 
一括送信したときの結果
レポートを、どのように印
刷するか設定します。 

●お買い上げ時は「ON」に設定
されています。 

記録紙をセットする 

着信記録リスト 
最新の30件の着信記録
を印刷します。 

●「ナンバー・ディスプレイ」の
契約をしていないとき
は使えません。 

1

記録紙をセットする 

機能案内リスト 
機能の解説や、文字入力
表を印刷します。 

1

［機能/確定］を押し、2秒以内に
［スタート］を押す 

2

ｲｯｶﾂ ﾚﾎﾟｰﾄ：ON　
　　ﾃﾞｾﾝﾀｸ/ｶｸﾃｲ 

ｷﾉｳｱﾝﾅｲ ﾘｽﾄﾊ 
ｽﾀｰﾄｦ ｵｼﾃ ｲﾝｻﾂ 

▲ 

▲ 
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を押す 

2

出力のしかたを選ぶ 
ON／ｴﾗｰﾉﾐ 

3
● ｢ON｣ 
常に結果レポートを印刷し
ます。 

● ｢ｴﾗｰﾉﾐ｣ 
通信エラーがあるときだけ
レポートを印刷します。 

● ｢ｳｹﾂｹﾏｼﾀ｣と表示されます。 

3

3

終了 

を押す 

を押す 

3

を押す 

終了 

終了 

4

を押す 

終了 

4

を押す 

終了 

4

を押す 
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他のサービスを利用する
本機では、トーン（プッシュ）信号による各種サービス（銀行 ＡＮＳＷＥＲ、クレジット通話サービス、ポケット
サービス、照会案内サービス案内、ホームテレホンサービスにおけるテレコントロール、留守番電話におけるリモー
ト操作など）を利用することができます。
具体的なサービスの詳細については各種サービスの提供先にお問い合わせください。

●トーン信号によるサービスを利用する

ピッ ピッ 

ピッ ピッ 

21

2 3

3プ
ッ
シ
ュ
回
線 

ダ
イ
ヤ
ル
回
線 

各種サービスの電話
番号をダイヤルする 

サービスの指示にしたがっ
てダイヤルボタンを押す 

各種サービスの電話
番号をダイヤルする 

終了 

を押す 

受話器をとる 

1

受話器をとる 

4

サービスの指示にしたがっ
てダイヤルボタンを押す 

終了 
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お手入れのしかた .......................................................... 83
本機を清掃する...................................................................... 83
原稿読取部を清掃する.......................................................... 83
記録部を清掃する..................................................................84

紙がつまったら.............................................................. 85
原稿がつまったときは.......................................................... 85
記録紙がつまったときは ......................................................86

リボンが少なくなったら............................................... 87
リボンを交換する..................................................................87
リボンカートリッジを交換する ..........................................89

停電になったときは ...................................................... 91
エラーメッセージが表示されたら............................... 92
故障かな？と思ったら .................................................. 94
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第8章 

こんなときは 



83

最
初
に 

お
読
み
く
だ
さ
い 

電
　
話 

留
守
番
機
能 

フ
ァ
ク
ス 

コ
ピ
ー 

ナ
ン
バ
ー
・ 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ 

活
用
す
る 

こ
ん
な 

　
と
き
に
は 

付
　
録 
お手入れのしかた
 

 

●本体は乾いた布で軽く拭いてください。 

1 記録紙を取り除き、上カバーを開ける 
>右側のレバーを持って矢印の方向へ押し上

げます。 
2 白テープ部とガラス面を拭く 

>水を含ませて硬く絞った柔らかい布で拭きます。 

3 上カバーを閉める 
>上カバーの両端を押して確実に閉めます。 
>正しく閉められると、ディスプレイに「ﾘﾎﾞﾝｦ

ｺｳｶﾝｼﾏｼﾀｶ ? 1. ﾊｲ 2. ｲｲｴ」と表示されます。 

4 2を押す 

5 記録紙をセットし直す 
>記録紙トレイに記録紙をセットします。

（「記録紙をセットする」 ☞ 13 ページ）

●本機を清掃する

●原稿読取部を清掃する
読取部が汚れていると、ファクス送信時やコピー時の画質が悪くなります。きれいな画質を保つために、こまめに
読取部を清掃してください。

注意 

ベンジン、シンナーなどの有機溶剤やアルコールを使用したり、それらを染み込ませた布などで拭いたりしない
でください。

上カバー 

レバー 

警告 
さわらないでください。ケガをする
おそれがあります。 

白テープ部 

ガラス面 

上カバー 



84

お手入れのしかた

最
初
に 

お
読
み
く
だ
さ
い 

電
　
話 

留
守
番
機
能 

フ
ァ
ク
ス 

コ
ピ
ー 

ナ
ン
バ
ー
・ 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ 

活
用
す
る 

こ
ん
な 

　
と
き
に
は 

付
　
録 

 

 

 

1 記録紙を取り除き、上カバーを開ける 
>右側のレバーを持って矢印の方向へ押し上

げます。 

2 リボンカートリッジを取り外す 

3 記録ヘッドと金属プレートまたは樹脂プ

レートを拭く 
>アルコールなどを浸した柔らかい布で拭き

ます。 
>無水エタノール、OAクリーナー、メガネクリー

ナー、カセット用ヘッドクリーナー、CD 用レ
ンズクリーナーなどを使用してください。 

4 リボンのたるみを取る 
>青色のギアを矢印方向にゆっくり回してた

るみをとります。 

5 リボンカートリッジを本体にセットする 

6 上カバーを閉める 
>上カバーの両端を押して確実に閉めます。 
>正しく閉められると、ディスプレイに「ﾘﾎﾞﾝｦ

ｺｳｶﾝｼﾏｼﾀｶ ? 1. ﾊｲ 2. ｲｲｴ」と表示されます。 
7 2を押す 

8 記録紙をセットし直す 
>記録紙トレイに記録紙をセットします。

（「記録紙をセットする」 ☞ 13 ページ）

●記録部を清掃する
記録部が汚れていると、本機から出力された用紙に縦縞が入ることがあります。きれいな画質を保つために、こま
めに記録部を清掃してください。

上カバー 

レバー 

▲マーク 

記録ヘッド 
樹脂プレート 

金属プレート 

ギア（青色） 

▲マーク 

リボンカードリッジギアを
本体の溝に置く
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紙がつまったら 
 

1 残っている原稿を取る 
>つまっている原稿は、無理に抜かないでくだ

さい。 

2 上カバーを開ける 
>右側のレバーを持って矢印の方向へ押し上

げます。 

3 つまっている原稿を手前に引いて取り

除く 

4 上カバーを閉める 
>上カバーの両端を押して確実に閉めます。 
>正しく閉められると、ディスプレイに

「ﾘﾎﾞﾝｦ ｺｳｶﾝｼﾏｼﾀｶ ? 1. ﾊｲ 2. ｲｲｴ」と表示さ
れます。 

5

 

2を押す

原稿や記録紙がつまると、ブザーが鳴ってディスプレイに次のメッセージが表示されます。
・原稿がつまったとき・・・・「ｹﾞﾝｺｳ ｶｸﾆﾝ ｹﾞﾝｺｳｦ ﾄｯﾃｸﾀﾞｻｲ」⇔「ｹﾞﾝｺｳ ｶｸﾆﾝ ﾃｲｼ ｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ」

「ｹﾞﾝｺｳ ｶｸﾆﾝ ｶﾊﾞｰｦ ｱｹﾃｸﾀﾞｻｲ」⇔「ｹﾞﾝｺｳｦ ﾃﾏｴﾆ ﾋｷﾀﾞｼﾃ ｸﾀﾞｻｲ」
・記録紙がつまったとき・・・「ｷﾛｸｼ ｶｸﾆﾝ ｶﾊﾞｰｦ ｱｹﾃｸﾀﾞｻｲ」⇔「ｷﾛｸｼ ｶｸﾆﾝ ｷﾛｸｼｦ ﾄｯﾃｸﾀﾞｻｲ」

●原稿がつまったときは

残っている原稿 

※つまっている原稿は 
上方向には抜けません 

上カバー 

レバー 

上カバー 
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1 記録紙トレイに残っている記録紙を取る 
>つまっている記録紙は、無理に抜かないでく

ださい。 

2 上カバーを開ける 
>右側のレバーを持って矢印の方向へ押し上

げます。 

3 つまっている記録紙を矢印の方向に引

いて取り除く 
>カバー内に破れた記録紙などが残っていな

いことを確認してください。 

4 上カバーを閉める 
>上カバーの両端を押して確実に閉めます。 
>正しく閉められると、ディスプレイに「ﾘﾎﾞﾝｦ

ｺｳｶﾝｼﾏｼﾀｶ ? 1. ﾊｲ 2. ｲｲｴ」と表示されます。 

5 2を押す 

6 記録紙をセットし直す 
>記録紙トレイに記録紙をセットします。

（「記録紙をセットする」 ☞ 13 ページ）

●記録紙がつまったときは

残っている記録紙 

※つまっている記録紙は
上方向には抜けません 

上カバー 

レバー 

上カバー 
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リボンが少なくなったら
 

リボンを交換する 

リボン残量表示 

100%～50%

49%～20%

19%～1%

リボン残り 
なし 

リボンが完全になくなると、ディスプレイに「ﾘﾎﾞﾝ ｶｸﾆﾝ/ｶﾊﾞｰｦ ｱｹﾃｸﾀﾞｻｲ」「ﾘﾎﾞﾝﾊ ﾀﾙﾐｦ ﾄｯﾃｶﾗ ｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ」と
表示されますので、すみやかにリボン、またはリボンカートリッジを交換してください。「詰め替え用リボン」、ま
たは「リボンカートリッジ」では、約144枚の印刷が可能です。（「消耗品などのご注文について」☞108ペー
ジ） 

● 
 
 
● 

「詰め替え用リボン（PC-400RF/PC-404RF）」、または「リボンカートリッジ（PC-401）」は当社
指定品をお使いください。ただし、「詰め替え用リボン（PC-204RF/PC-300RF/PC-304RF）」は
本機には使用できません。（☞ 109ページ） 
当社指定以外のリボンをお使いいただくと、故障の原因になります。 

〈リボン交換用当社指定品〉 

お願い 

リボンカートリッジ（PC-401） 詰め替え用リボン 
（PC-400RF（1本入）/PC-404RF（4本入）） 

217
mm

● お買い上げ時には、約30枚分印刷できる「お試し用リボン」がセットされており、そのリボンに応じたリボン
残量がディスプレイに表示されます。 

● リボンを交換したら、必ずリボンカウンタをリセットしてください。リセットしないと、誤った残量や警告が表
示されることがあります。（「リボンカウンタをリセットする」☞90ページ） 

● カバー開閉などの使用状況によって、リボン残量が少なくなることがあります。 
● リボンが切れても、A4サイズの原稿で約20枚分までは本体メモリーに受信したファクスを記憶できます。 

（ただし、留守録やメモリー受信したファクスがある場合、または相手から送られてきた原稿の内容によっては、
20枚分まで受信できないことがあります。） 

メモ 

上カバーを開けて、リボンカートリッジ
を取り出す 

11
さわらないでください。 
ケガをするおそれがあります。 

警告 

2 リボンカートリッジを取り出す 

使用済みのリボン ギア（青色） 

リボンカートリッジの向きを確認する 22

リボンカートリッジ 

▲マーク 

上カバー 

ここを持って 
手前に取り出す 

2

1 本体右側のレバーを持ち
上げて上カバーを開ける 

1
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青色の芯 

つまみ（白色） 

ギア（白色） 

ギア（青色） 

ギア（白色） 
つまみ 
（白色） 
 

3 ギア（白色）を溝
に強く押し込む 4 つまみを溝に強 

く押し込む 

2 つまみを溝に強 
く押し込む 

1 青色の芯をギア（青色）
に差し込む 

1

3

44

22
このギア(青色）は 
外せません 

ギア（白色） 

1つまみを引き
出す 

4つまみを引き
出す 

2使用済みのリボン
を抜き取る 

3リボンの芯を持っ
てギア（白色）を
引き出す 

つまみ 
（白色） 

 

2

13

44

リボンカートリッジを裏返す 
リボンカートリッジをセットする向きに戻します。 

66

上カバーを閉める 
90ページの手順5と同様に、リボンカ
ウンタのリセットを行ってください。 

99

裏 
返 
す 

ギア（青色） 

ギア（青色） 

ギア（青色）を矢印の向きに2～3回、
回してリボンのたるみを取る 

77

ギア（青色） 

2～3回 
ゆっくり回す 

リボンカートリッジを本体にセットする 88

▲マーク 

使用済みリボンの取扱いについて 
● ご使用済みのリボンには印刷した内容が白
く残ります。 

 廃棄の際には、リボンをはさみで切るなどし
て、印刷した内容の保護にご注意ください。 

● ご使用済みのリボンは市町村分別基準に基
づいて廃棄してください。リボンの芯は紙、
青色の芯はプラスチック（ABS）、フィルム
はポリエチレンテレフタレート（PET）フィ
ルム、つまみ・ギア（白色）はプラスチック
（ポリアセタール）などでできています。 

お願い 

使用済みのリボンを取り外す 新しいリボンを取り付ける 

新しいリボンを準備する 
青色の芯の位置を確認してください。 

新しいリボンを止めてあった輪ゴムは取り外してお
きます。 

補足 

33

44

55
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リボンカートリッジを交換する 

青色の芯 

S字状に巻く 
まっすぐには 
巻かない！ 

〈リボンを巻く向きに注意〉 

ギア（青色）を矢印の向きに2～3回、
回してリボンのたるみを取る 

33

新しいリボンカートリッジを準備する 
リボンカートリッジの向きを確認してく
ださい。　 

22

ギア（青色） 

2～3回 
ゆっくり回す 

上カバーを開けて、リボンカートリッジ
を取り出す 

11

さわらないでください。 
ケガをするおそれがあります。 

警告 

2 リボンカートリッジを取り出す 

リボンカートリッジ 

▲マーク 

上カバー 

ここを持って 
手前に取り出す 

2

1 本体右側のレバーを持ち
上げて上カバーを開ける 

1
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リボンカートリッジを本体にセットする 

● カバーを開閉するたびに、ディスプレイに

「ﾘﾎﾞﾝｦ ｺｳｶﾝｼﾏｼﾀｶ? 1.ﾊｲ 2.ｲｲｴ」と表示さ
れますが、リボンを交換しなかったときは2
を押してください。1を押すと、誤ったリボ
ン残量が表示されることがあります。 

メモ 

1分以内にボタンが押されないときは、カウンタ
はリセットされません。 

補足 

1 1分以内に1を押す 
 「1.ｹｯﾃｲ 2.ｷｬﾝｾﾙ」と表示されます。 

「ﾘﾎﾞﾝ ﾉｺﾘ ﾔｸ 100%」と表示され、設定が終了
します。 

補足 

2 1分以内に1を押す 

リボンカウンタをリセットする 
上カバーを閉じると、ディスプレイに
「ﾘﾎﾞﾝｦ ｺｳｶﾝｼﾏｼﾀｶ? 1.ﾊｲ 2.ｲｲｴ」と表示
されます。 

55

1 リボンカートリッジのギア
を本体の溝に置く 

2 上カバー
を閉める 

上カバー 

44

▲マーク 
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停電になったときは

本機はAC 電源を必要としているため、停電時は使用できなくなります。停電時に備えて、あらかじめ停電用電話
機（AC 電源を必要としない電話機）を保管することをおすすめします。停電用電話機を停電用電話機接続端子に
接続すると、停電時に停電用電話機で電話をかけたり受けることができます。

■ ナンバー・ディスプレイをご利用いただいているときは
停電中に電話がかってくると、停電用電話機のみ、呼出音が短く 5～6 回鳴ります。その後、通常の呼出音に変わ
りますので、音が変わったら停電用電話機の受話器をとって電話を受けてください。
最初の短い呼出音のときに受話器をとると、通話できません。このときはいったん受話器を戻し、再度相手がかけ
直してきたあとに呼出音が鳴ったら受話器をとってください。

■ 停電回復時の動作
停電回復時には、ディスプレイに「ﾘﾎﾞﾝｦ ｺｳｶﾝｼﾏｼﾀｶ ?」と表示されます。そのまま放置しておくと、約1分後にリ
ボンカウンタはそのままでリボンを巻き取り、待機状態に戻ります。

注意 

● 停電時以外は停電用電話機を接続しないでください。誤動作により正常に使用できないことがあり
ます。

● 停電用電話器は1台のみの接続にしてください。

お願い 

● 半日以上停電が続いたときは、日付が正しく表示されないことがあります。再設定してください。
● 停電によって消去されたデータを復活させることはできません。

メモ 

● 停電時のデータについて

　 ※ただし、停電前に連続1週間以上、電源が入った状態にしておく必要があります。
● 通話中に停電になったときは、電話は切れます。
● 留守モード時、メッセージを録音中に停電になったときは、録音中の内容は保存されません。

停電時 

AC電源 

※停電用電話機を接続するときは、 
保護シートを取り除いてください。 

消去されないデータ 電話帳、各種登録・設定内容

数時間以上たつと消去されるデータ※ 着信記録、発信記録、通信管理レポート、
メモリーに受信したファクス、音声メッセージ、
モーニングメロディ設定内容

停電後すぐ消去されるデータ 読み取ったファクス原稿
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本機や電話回線に異常があるときは、下記のようなエラーメッセージがディスプレイに表示されます。

ディスプレイ表示 原因 処置
受信したデータがA4 より大きい。
記録紙がA4 サイズより小さい。

A4 サイズの記録紙をセットしたあと、 
pを押して印刷を続けます。

通信中に相手機から回線が遮断された。 相手先に電話をし、原因を解除してもら
い、再度送信してください。

自動で回線種別が設定できなかった。
構内交換機（PBX）、マンションアダプタ、
IP フォンアダプタに接続されている。

10 ページの手順にしたがって、手動で回
線種別を設定してください。

回線種別が設定されていない。

上カバーが完全に閉まっていない。 上カバーを再度、閉め直してください。

連続使用により記録部分が熱くなってる。 しばらく待ってください。回復すると待ち
受け画面に戻ります。原稿がつまっている
ときは「ﾃｲｼ ｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ」が表示されます。
このときは､ nを押してください。

記録紙が記録部につまっている。 つまった記録紙を取り除き、記録紙を正し
くセットし直してください。
（「記録紙がつまったときは」 ☞ 86ページ）

記録紙がセットされていない。 A4 サイズの記録紙を多め（50 枚以下）
にセットして、 pを押してください。

下記の原因で原稿がつまっている。
・原稿挿入口に原稿が正しくセットされ
ていない

・原稿が正しく送信されていない
・原稿サイズが長い

上カバーを開いて原稿を取り除きます。上
カバーを閉め、原稿の幅に原稿ガイドを合
わせて正しくセットし、再度コピー、また
は送信し直してください。
（「原稿がつまったときは」 ☞ 85ページ）

メモリー送信またはタイマー送信の設定
がされていません。

設定されていないので、そのままお使いく
ださい。

本機に何らかの異常が発生した。 「お客様相談窓口： 0120 －161170」
へ連絡してください。

A4 ｻｲｽﾞｷﾛｸｼｦ ｾｯﾄｼ
ｽﾀｰﾄｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ

ｱｲﾃｻｷ ｶｸﾆﾝ

ｶｲｾﾝｼｭﾍﾞﾂｶﾞ
ｾｯﾃｲ ﾃﾞｷﾏｾﾝﾃﾞｼﾀ

ｶｲｾﾝｼｭﾍﾞﾂｦ
ｾｯﾃｲｼﾃｸﾀﾞｻｲ

XX年 XX 月 XX 日 XX:XX
ｶｲｾﾝｾｯﾃｲ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ

ｶﾊﾞｰｶﾞ ｱｲﾃｲﾏｽ
ｶﾊﾞｰｦ ｼﾒﾃｸﾀﾞｻｲ

ｷﾛｸｴﾗｰ ｶｲﾌｸﾁｭｳ
ｼﾊﾞﾗｸ ｵﾏﾁｸﾀﾞｻｲ

ｷﾛｸｼ ｶｸﾆﾝ
ｶﾊﾞｰｦ ｱｹﾃｸﾀﾞｻｲ

（交互表示） 

ｷﾛｸｼ ｶｸﾆﾝ
ｷﾛｸｼｦ ﾄｯﾃｸﾀﾞｻｲ

ｷﾛｸｼ ｶｸﾆﾝ
ｷﾛｸｼ ｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ

（交互表示） 

ｷﾛｸｼ ｶｸﾆﾝ
ｽﾀｰﾄｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ

ｹﾞﾝｺｳ ｶｸﾆﾝ
ｹﾞﾝｺｳｦ ﾄｯﾃｸﾀﾞｻｲ

（交互表示） 

ｹﾞﾝｺｳ ｶｸﾆﾝ
ﾃｲｼ ｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ

ｹﾞﾝｺｳ ｶｸﾆﾝ
ｶﾊﾞｰｦ ｱｹﾃｸﾀﾞｻｲ

（交互表示） 

ｹﾞﾝｺｳｦ ﾃﾏｴﾆ
ﾋｷﾀﾞｼﾃ ｸﾀﾞｻｲ

ｾｯﾃｲｶﾞ ｻﾚﾃｲﾏｾﾝ

ｿｳﾁ ｶｸﾆﾝ
ｺｰﾙｾﾝﾀｰﾍ TEL ｸﾀﾞｻｲ
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ディスプレイ表示 原因 処置
回線状態が悪い。 少し時間が経ってから、もう一度送信して

ください。

相手先がポーリング送信待機状態になってい
ないときに、ポーリング受信の操作を行った。

相手先に確認して、もう一度操作してくだ
さい。

インターネット電話や IP 電話など、IP 網
を使用している。（相手側を含む）

インターネット電話や IP 電話など、IP網
の状況によりファクス送信／受信ができ
ないことがありますので、IP 網を使わず
に送信／受信してください。
不明な点は、ご契約の IP 網サービス会社
へお問い合わせください。

登録できる件数を超えている。 不要な電話番号を消去してください。

相手が出ない。 ファクシミリが接続されていない番号に
かけたかもしれません。相手先の電話番号
を確認し、再度かけ直してください。

相手が通信中。（話し中） 少し時間が経ってから、もう一度送信して
ください。

空きメモリーが不足している。 空きメモリーが不足しています。 p を押
すと、すでに読み込んだ原稿を送信します。 
nを押すと送信を中止します。
受信したファクスや留守録データを消去
してください。

空きメモリーが不足している。 空きメモリーが不足しています。 p を押
すと、すでに読み込んだ原稿をコピーします。 
nを押すとコピーを中止します。
受信したファクスや留守録データを消去
してください。

空きメモリーが不足している。 54ページの手順にしたがって、メモリーに
記憶されている受信したファクスを消去し
てください。

リボンがなくなった。 新しいリボンと交換してください。
（「リボンが少なくなったら」 ☞ 87 ペー
ジ）

ﾂｳｼﾝ ｴﾗｰ

ﾄｳﾛｸｶﾞ ｲｯﾊﾟｲﾃﾞｽ

ﾊﾅｼﾁｭｳ / ｵｳﾄｳﾅｼ

ﾒﾓﾘｰｶﾞ ｲｯﾊﾟｲﾃﾞｽ
ｿｳｼﾝ : ｽﾀｰﾄﾎﾞﾀﾝ

（交互表示） 

ﾒﾓﾘｰｶﾞ ｲｯﾊﾟｲﾃﾞｽ
ﾄﾘｹｼ : ﾃｲｼﾎﾞﾀﾝ

ﾒﾓﾘｰｶﾞ ｲｯﾊﾟｲﾃﾞｽ
ﾌﾟﾘﾝﾄ : ｺﾋﾟｰﾎﾞﾀﾝ

（交互表示） 

ﾒﾓﾘｰｶﾞ ｲｯﾊﾟｲﾃﾞｽ
ﾄﾘｹｼ : ﾃｲｼﾎﾞﾀﾝ

ﾒﾓﾘｰｶﾞ ｲｯﾊﾟｲﾃﾞｽ
ﾒｯｾｰｼﾞｦ ｹｼﾃｸﾀﾞｻｲ

ﾘﾎﾞﾝ ｶｸﾆﾝ
ｶﾊﾞｰｦ ｱｹﾃｸﾀﾞｻｲ

（交互表示） 

ﾘﾎﾞﾝﾊ ﾀﾙﾐｦ ﾄｯﾃｶﾗ
ｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ



故障かな？と思ったら
94

最
初
に 

お
読
み
く
だ
さ
い 

電
　
話 

留
守
番
機
能 

フ
ァ
ク
ス 

コ
ピ
ー 

ナ
ン
バ
ー
・ 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ 

活
用
す
る 

こ
ん
な 

　
と
き
に
は 

付
　
録 
 

修理を依頼される前に下記の項目をチェックしてください。それでも異常があるときは、「お客様相談窓口（コールセ

ンター）： 0120－161170」へご連絡ください。

こんなときは ここをチェック 対処のしかた

電
話

受話器から「ツー」という音が聞こ
えているが、ダイヤルできない

回線種別が正しく設定されていますか。 回線種別を正しく設定してください。
（「手動で回線種別を設定する」 

☞10ページ）

スピーカーからの相手の声が聞き取
りにくい

スピーカー音量の設定が小さくないですか。 スピーカー音量を大きくしてください。
（「スピーカー音量」 ☞ 22ページ）

電話の着信音が小さい 着信音量の設定が小さくないですか。 着信音量を大きくしてください。
（「着信音量」 ☞ 21ページ）

電話機からの相手の声が聞きとりに
くい

受話音量の設定が小さくないですか。 受話音量を大きくしてください。
（「受話音量」 ☞ 21ページ）

相手に声が聞こえないと言われる 受話器の送話口（マイク）をふさいでいませ
んか。

送話口（マイク）をふさがないでください。

スピーカーホン通話がうまくできな
い

まわりの音がうるさくないですか。 受話器を上げて、受話器で通話してください。

ハンズフリー着信ができない
（返事をしてもつながらない）

返事が短くないですか。 長く返事をしてください。
（「ハンズフリーで電話を受ける」 

☞ 38 ページ）

返事が小さくないですか。 大きな声で返事をしてください。

感度設定を高くしてください。
（「ハンズフリー着信を設定する」 

☞ 37 ページ）

返事の声が高すぎませんか。 少し低い声で返事をするか、返事のしかたを
変えてください。（例：おーい）
（「ハンズフリー着信を設定する」 

☞ 37 ページ）

電話がかかってきても応答しない／
着信音が鳴らない

受信モードが「ＦＡＸ専用」で着信回数が0
回になっていませんか。

受信モードと着信回数を確認してください
（「電話やファクスの受けかた」 

☞ 17 ページ）。

本機に電話をかけてみると「あなたと通信で
きる機器が接続されていません」とメッセー
ジが流れる。

ターミナルアダプタの設定に誤りがありま
す。設定を確認してください。

構内交換器（PBX）に接続しているのに、ナ
ンバー・ディスプレイの設定が「ｱﾘ」になっ
ていませんか。

ナンバー・ディスプレイの設定を「ﾅｼ」に設
定してください。（「ナンバー・ディスプレイ
を設定する」 

☞ 67 ページ）

着信音をベルやメロディに変更した
が設定した着信音が鳴らない

ハンズフリー着信に設定されていませんか。 ハンズフリー着信に設定した場合、設定した
ベルやメロディは鳴らず、「ﾍﾞﾙ 1」が鳴りま
す。設定を確認してください。（「ハンズフ
リー着信を設定する」 ☞ 37ページ）
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電
話

受話器から「ツー」という音が聞こ
えない 

qを押して、スピーカーホンから「ツー」
という音が聞こえていますか。

「ツー」という音が聞こえている場合は、受話
器コードが本機にしっかり差し込まれている
か確認してください。聞こえていない場合は、
電源コードと電話機コードがそれぞれしっか
り差し込まれているか確認してください。

電話機コードが正しく接続されていますか。 電源コードと電話機コードがそれぞれしっ
かり差し込まれているか確認してください。

本機が接続されているアナログポートを「使
用しない」に設定していませんか。

「使用する」に設定してください。

声が途切れる インターネット電話や IP電話など、IP網を
使用していませんか。（相手側を含む）

インターネット電話や IP電話など、IP 網の
状況により声が途切れることがありますの
で、IP網を使わずに通話してください。
不明な点は、ご契約の IP 網サービス会社へ
お問い合わせください。

通話が切れる 声やまわりの音に反応して、「親切受信」が
はたらき、ファクスの受信を始めることがあ
ります。

頻繁におこるときは、「親切受信」を「OFF」
に設定してください。
（「親切受信」 ☞ 61ページ）
※このときは、ファクスを手動で受信しま
す。（「電話に出てから受ける」
　 ☞ 53 ページ）

インターネット電話や IP電話など、IP網を
使用していませんか。（相手側を含む）

インターネット電話や IP電話など、IP 網の
状況により通話が切れることがありますの
で、IP網を使わずに通話してください。
不明な点は、ご契約の IP 網サービス会社へ
お問い合わせください。

ホキ
ンャ
　ッ
　チ

雑音が入ったり、キヤッチホ
ンが受けられない

ブランチ接続（並列接続）していませんか。 正しく接続し直してください。
（「接続に関する制限事項を確かめる」 
☞ 12 ページ）

電話番号が表示されない ブランチ接続（並列接続）していませんか。 正しく接続し直してください。
（「接続に関する制限事項を確かめる」 
☞ 12 ページ）

電話番号は表示されるが着
信音がメロディにならない

着信鳴り分けが「ﾍﾞﾙ」に設定されていませ
んか。

着信鳴り分けの設定を確認してください。
（「着信鳴り分け」 ☞ 68ページ）

デキ
ィャ
スッ
プチ
レホ
イン
・

キャッチホンが入ったとき、
雑音が入りキャッチホン
ディスプレイデータを受け
られない

キャッチホン・ディスプレイの設定が「ﾅｼ」
に設定されていませんか。

キャッチホン・ディスプレイの設定を「ｱﾘ」
にします。（「キャッチホン・ディスプレイを
利用する」 
☞ 71 ページ）

留
守
番
電
話

外出先からの操作ができな
い

トーン信号（ピッポッパッ）が出せる電話機
からかけていない。

トーン信号の出せる電話機からかけ直して
ください。

メッセージが録音の途中で
切れている

録音中に8秒以上無音が続いた。 メッセージを入れるときは続けて話すよう、
相手に伝えてください。

メッセージが録音できない メモリー容量がいっぱいになっている。 音声メッセージを消去してください。
メモリー受信したファクスがあるときは、メモ
リー内の不要なファクスを削除してください。

A
D
S
L
回
線

以前に較べて自分の声が響
いたり、相手の声が聞きにく
い

ADSL のスプリッタが影響している可能性
があります。

ADSL 回線のスプリッタを交換すると改善
する場合があります。
スプリッタの製造メーカーにお問い合わせ
ください。

通話中に雑音が入ったり、音
量が小さくなる

ADSL回線を使用して、ブランチ接続（並列
接続）をしていませんか。

ブランチ接続（並列接続）をしないでくださ
い。

I
S
D
N
回
線

自分の声や相手の声が大き
く聞こえて話しにくい

ISDN回線のターミナルアダプタに接続して
いませんか

ターミナルアダプタに受話音量の設定があ
る場合は、受話音量「小」に設定してくださ
い。また、本機の受話音量を小さくしてくだ
さい。（「受話音量」 ☞21ページ）

電話がかけられない 回線種別が「プッシュ」に設定されていない。 回線種別を「プッシュ」に設定してください。
(「手動で回線種別を設定する」 ☞ 10ページ）

本機が接続されているアナログポートを「使
用しない」に設定していませんか。

「使用する」に設定してください。

ナ
ン
バ
ー
・ 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ 
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こんなときは ここをチェック 対処のしかた

電
話

I
S
D
N
回
線

電話を受けてもベルが鳴ら
ない

何も接続していない空アナログポートは「使用しない」に設定してください。

契約回線番号、または i・ナンバーは正しく入力されているか確認してください。

本機が接続されているアナ
ログポートに 1～ 2回おき
にしか着信しない

「着信優先」または「応答平均化」を使用する設定の場合、1～2回おきにしか着信できません。

本機に電話をかけると、「あ
なたと通信できる機器は接
続されていないか、故障して
います」というメッセージが
流れてつながらない

本機を接続しているアナログポートの設定
内容を確認します。

契約回線番号のアナログポートに本機を接
続している場合、以下のように設定してくだ
さい。
サブアドレスなし着信：「着信する」
HLC設定：「HLC 設定しない」
識別着信：「識別着信しない」

i・ナンバーのアナログポートに本機を接続し
ている場合、以下のように設定してくださ
い。
i・ナンバーを登録する
サブアドレスなし着信：「着信する」
HLC設定：「HLC 設定しない」
識別着信：「識別着信しない」

ターミナルアダプタの自己診断モードで ISDN 回線の状況を確認し、異常があった場合は
NTT故障係（113）へご連絡ください。

契約回線番号のアナログ
ポートに電話がかかってき
たのに、i・ナンバーのアナ
ログポートに接続した機器
の呼出ベルも鳴る

i・ナンバーのアナログポートの設定を確認し
ます。

グローバル着信は「しない」に設定してくだ
さい。

フ
ァ
ク
ス
／
コ
ピ
┃

特定の相手とファクス通信
できない

「お客様相談窓口： 0120-161170」へご連絡ください。

ファクス送受信ができない
（電話も使えない）

ターミナルアダプタの自己診断モードで ISDN 回線の状況を確認し、異常があった場合は
NTT 故障係（113）へご連絡ください。回線に異常がなければ、「お客様相談窓口：

0120-161170」へご連絡ください。

スタートボタンを押しても送信／受
信しない

原稿がセットされているのに受信しようと
していませんか。

原稿を外して受信します。
(「電話に出てから受ける」 ☞ 53ページ）

原稿が正しくセットされていないのに送信
しようとしていませんか。

原稿を正しくセットしてください。 

p（スタート）を押す前に、受話器を戻
していませんか。 

p（スタート）を押してから受話器を戻
します。
(「話しをしてから送る」 ☞ 52ページ、「電
話に出てから受ける」 ☞ 53ページ）

回線種別の設定は正しいですか。 回線種別を正しく設定してください。
(「手動で回線種別を設定する」 ☞ 10ページ）

ファクス送信／受信ができない インターネット電話や IP電話など、IP網を
使用していませんか。（相手側を含む）

インターネット電話や IP電話など、IP網の
状況によりファクス送信／受信ができない
ことがありますので、IP網を使わずに送信／
受信してください。不明な点は、ご契約の IP
網サービス会社へお問い合わせください。

送信後、相手から画像が乱れている
と連絡があった

きれいにコピーがとれますか。 コピーに異常があるときは読取部の清掃を
してください。(「お手入れのしかた」 

☞ 83 ページ）

相手先に異常がありませんか。 相手先に確認します。

画質モードは適切ですか。 画質を調整します。(「原稿に合わせて画質
を調整」 ☞ 74 ページ）

キャッチホンが途中で入っていませんか。 キャッチホンが途中で入ると、画像が乱れる
ことがあります。(「キャッチホンを利用す
る」 ☞ 31 ページ）

受信／コピーしても、記録紙が出て
こない

記録紙は正しくセットされていますか。 記録紙、または上カバーを正しくセットしま
す。
(「記録紙をセットする」 ☞ 13ページ）記録紙がなくなっていませんか。

上カバーは確実に閉まっていますか。

記録紙がつまっていませんか。 つまった記録紙を取り除きます。
(「記録紙がつまったときは」 ☞ 86ページ）
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こんなときは ここをチェック 対処のしかた

フ
ァ
ク
ス
／
コ
ピ
┃

受信しても、記録紙が白紙のまま出
てくる

相手側と連絡を取り、原稿を裏返しに送信していないかを確認してください。

コピーは正しくとれますか。 コピーが正しくとれるか確認してください。
(「コピーする」 ☞ 63 ページ）

受信したファクスの同じページを何
度も印刷する

A4 サイズの記録紙を多め（50 枚以下）に
セットしていますか。

A4 サイズの記録紙を多め（50 枚以下）に
セットしてください。

きれいに受信できない 電話回線の接続が悪いため起こります。 相手にもう一度、送信し直してもらってくだ
さい。

相手側の原稿に異常がありませんか
（うすい、かすれなど）。

相手に確認し、もう一度送信し直してもらっ
てください。

きれいにコピーできない 読取部が汚れていませんか。 読取部を清掃してください。
（「お手入れのしかた」 ☞ 83ページ）

記録紙が重なって送り込まれる 紙をほぐして入れ直してください。(「記録紙をセットする」 ☞ 13ページ）

B4サイズの原稿が受信できない 相手側の問題です。

自動受信できない 着信回数が多すぎませんか。 在宅モードのときは呼出回数を 6 回以下に、
留守モードのときは呼出回数を2回以下に設
定してください。(「呼出回数の設定」 ☞ 21
ページ）
または p（スタート）を押して手動で受
信してください。

構内交換器（PBX）に内線接続した
ときに、ファクス受信できない

内線または外線から、ファクス受信するときのベルの鳴りかたを確認し、「お客様相談窓口：

0120-161170」にご連絡ください。

原
稿

原稿が繰り込まれていかない 原稿の先が軽くあたるまで差し込んでいま
すか。

原稿を正しくセットします。
(「ファクスを送る」 ☞ 52 ページ）

上カバーは確実に閉まっていますか。

原稿が厚すぎたり、薄すぎたりしていません
か。

使用できる原稿を確認してください。
(「原稿について」 ☞ 103 ページ）

原稿が折れ曲がったり、カールしていたり、
しわになっていませんか。

原稿が小さすぎませんか。

原稿挿入口に破れた原稿などがつまってい
ませんか。

つまった原稿を取り除きます。
(「原稿がつまったときは」 ☞ 85ページ）

原稿が斜めになってしまう 原稿ガイドを送信原稿に合わせていますか。 原稿を正しくセットします。
(「ファクスを送る」 ☞ 52 ページ）

原稿挿入口に破れた原稿などがつまってい
ませんか。

つまった原稿を取り除きます。
(「原稿がつまったときは」 ☞ 85ページ）

そ
の
他

電源が入らない 電源プラグは確実に差し込まれていますか。 電源プラグを確実に差し込みます。（雷で電
源が入らなくなったときは、有償修理になり
ます。）

メモ 

● 製品の異常により修理が必要となった場合、故障箇所や修理箇所によっては「消去されないデータ」（ ☞91

ページ）でも、消えることがあります。
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海外に電話をかける/ ファクスを送信するときは、以下のようにダイヤルしてください。
(国際電話サービス会社指定の番号) ＋010＋国・地域番号＋相手の電話番号

メモ 

● 国際電話サービス会社各社に登録されている場合は、国際電話サービス会社指定の番号は不要です。
● 国・地域番号は、下記の国・地域番号リストを参照してください。

国・地域名 番号 国・地域名 番号 
353 

1 

971 

54 

376 

44 

972 

39 

98 

91 

62 

380 

598 

20 

61 

43 

968 

31 

974 

1 

82 

855 

357 

30 

1 

965 

254 

57 

1 

966 

963 

65 

41 

46 

34 

94 

66 

886 

420 

216 

56

アイルランド 

アメリカ 

アラブ首長国連邦 

アルゼンチン 

アンドラ 

イギリス 

イスラエル 

イタリア 

イラン 

インド 

インドネシア 

ウクライナ 

ウルグアイ 

エジプト 

オーストラリア 

オーストリア 

オマーン 

オランダ 

カタール 

カナダ 

韓国 

カンボジア 

キプロス 

ギリシャ 

グアム 

クウェート 

ケニア 

コロンビア 

サイパン 

サウジアラビア 

シリア 

シンガポール 

スイス 

スウェーデン 

スペイン 

スリランカ 

タイ 

台湾 

チェコ 

チュニジア 

チリ 

Ireland 

U.S.A 

U.A.E 

Argentina 

Andorra 

U.K. 

Israel 

Italy 

Iran 

India 

Indonesia 

Ukraine 

Uruguay 

Egypt 

Australia 

Austria 

Oman 

Netherlands 

Qatar 

Canada 

Korea 

Cambodia 

Cyprus 

Greece 

Guam 

Kuwait 

Kenya 

Colombia 

Saipan 

Saudi Arabia 

Syria 

Singapore 

Switzerland 

Sweden 

Spain 

Sri Lanka 

Thailand 

Taiwan 

Czech 

Tunisia 

Chile

86 

45 

49 

90 

234 

81 

64 

977 

47 

973 

92 

507 

675 

36 

880 

679 

63 

358 

1 

55 

33 

359 

673 

84 

58 

51 

32 

48 

351 

852 

853 

60 

95 

27 

52 

337 

962 

856 

352 

961 

7

中国 

デンマーク 

ドイツ 

トルコ 

ナイジェリア 

日本 

ニュージーランド 

ネパール 

ノルウェー 

バーレーン 

パキスタン 

パナマ 

パプア・ニューギニア 

ハンガリー 

バングラデシュ 

フィジー 

フィリピン 

フィンランド 

プエルトリコ 

ブラジル 

フランス 

ブルガリア 

ブルネイ 

ベトナム 

ベネズエラ 

ペルー 

ベルギー 

ポーランド 

ポルトガル 

香港 

マカオ 

マレーシア 

ミャンマー 

南アフリカ 

メキシコ 

モナコ 

ヨルダン 

ラオス 

ルクセンブルグ 

レバノン 

ロシア連邦 

China 

Denmark 

Germany 

Turkey 

Nigeria 

Japan 

New Zealand 

Nepal 

Norway 

Bahrain 

Pakistan 

Panama 

Papua New Guinea 

Hungary 

Bangladesh 

Fiji 

Philippines 

Finland 

Puerto Rico 

Brazil 

France 

Bulgaria 

Brunei 

Viet Nam 

Venezuela 

Peru 

Belgium 

Poland 

Portugal 

Hong Kong 

Macao 

Malaysia 

Myanmar 

South Africa 

Mexico 

Monaco 

Jordan 

Laos 

Luxembourg 

Lebanon 

Russian Federation

国・地域番号リスト 

※国・地域番号は変更になることがありますので、あらかじめご了承ください。 

ア タ 

ナ 

ハ 

マ 

ラ 
ヤ 

カ 

サ 

タ 

2002年10月28日現在 
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文字の入れかた
 

発信元登録、電話帳の登録、各種コメントでは、ダイヤルボタンを使って文字を入力します。
入力できる文字は、カタカナ、アルファベット、数字、記号です。

＊1：電話番号入力時は、0 ～9、「 」、「#」、ポーズ（約 3秒の待ち時間）のみ入力できます。
発信元登録の電話番号・ファクス番号入力時には、0～ 9、先頭に「＋」（ - で入力）のみ入力できます。

ポーズは rで入力します。入力したポーズはディスプレイに「-」（ハイフン）で表示されます。

＊2：発信元登録時のみ、名前は 20 文字まで入力できます。

●入力できる文字と入力制限

■ 入力できる文字　（文字列一覧表）

ボタン カタカナ 英・数字 
1

 
1 アイウエオァィゥェォ 1 
2

 
2 カキクケコ ＡＢＣ　2 
3

 
3 サシスセソ ＤＥＦ　3 
4

 
4 タチツテトッ ＧＨＩ　4 
5

 
5 ナニヌネノ ＪＫＬ　5 
5

 
6 ハヒフヘホ ＭＮＯ　6 
7

 
7 マミムメモ ＰＱＲＳ　7 
8

 
8 ヤユヨャュョ ＴＵＶ　8 
9

 
9 ラリルレロ ＷＸＹＺ　9 
0

 
0 ワヲン、。ー 0 
-

 
- ゛ﾟ －（）／＆ －（）／＆ 
=

 
= （スペース）！？＠＃ ＋＄％.,”’：；＿＝＜＞［］＾ （スペース）！？＠＃ ＋＄％.,”’：；＿＝＜＞［］＾

■ 入力できる文字の種類や文字数

項目 カタカナ 英字・数字・記号 入力文字数

電話番号・ファクス番号 × ○（＊1） 20 文字

名前 ○ ○ 16文字（＊2）
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1

本機では下記のような画面で文字を入力します。

●入力画面とボタン操作 

1

 

0～ 1  9 カタカナ、アルファベット、数字を入力します。 
1

 
-、 1  = 記号を入力します。 

r

 

r
電話番号入力時に、ポーズ（約3 秒の待ち時間）を入力します。
名前を入力するときに、入力できる文字の種類を切り替えます。押すたびにカナ（半角カタカナ）、英数（ア
ルファベット・数字）が切り替わります。 

t
 

t 選択している文字を削除します。（選択位置より右に文字がないときは、1 つ手前の文字を削除します。） 

e

 
e 入力を登録して設定画面に戻ります。

●入力例

■ 入力例　1　：　電話帳の名前に『BRO)ブラザータロウ』と入力する。

■ 入力例　2

● 文字を修正する j（ ）を押して ■（カーソル）を戻し、文字を削除して入力し直す

● 文字の種類を切り換える rを押す（カナ→英数→カナ…）

● スペースを入れる = を1回押す、または j（ ）を押して ■（カーソル）を右に移動させる

● 記号を入力する 入力したい記号ボタン（ -または =）を押して記号を選ぶ

● 同じボタンで続けて文字を入力する j（ ）を押して、■（カーソル）を1文字分移動させて入力する

● 文字を削除する j（ ）を押して削除したい文字まで ■（カーソル）を移動し、 tを押す

入力する項目や内容を表示します。 ナマエ：スス゛キ 
ニュウリョク／カクテイホ゛タン 
　　　　　　　＿ 

 2×2回    　 7×3回     　6×3回　　　-×3回 　　×1回　　　　

  　

 0×6回 　 ×1回　　    　 4×1回    　9×5回      1×3回 

B ） 

ブ 

ー 

R Ｏ  

　を表示 ブ ラ ザ 

 ロ タ ウ 

6×3回 -×1回    　　9×1回    　 3×1回 -×1回 

  　

　を表示 

r

r
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原稿について
 

セットできる原稿のサイズと厚さは次のとおりです。これ以外のサイズの原稿を使うときは、複写機で拡大・縮小
コピーをするか、小さすぎる原稿は市販のキャリアシートに入れてセットしてください。

使用できる原稿のサイズや厚みは次の通りです。

● 最大原稿サイズ：210（幅）×600（長さ）mm
長さが 400mm 以上の原稿は手で支えながら送信し
てください。

● 最小原稿サイズ：148（幅）×150（長さ）mm

● 紙厚：0.08 ～ 0.10mm

● 重量：64g/m2～ 81.4g/m2（55 ～ 70kg紙）

原稿をセットしたとき、読み取ることのできない範囲がありますので、ご注意ください。
また、読み取ることのできる範囲は、原稿の紙質、紙厚、および原稿をセットした状態などにより変化する場合が
あります。

次のような原稿をセットすると原稿がつまったり破れたりすることがあります。必要な処置をしてセットしてください。

●原稿のサイズと紙厚

●原稿の読み取り範囲

●使用できない原稿

使用できない原稿 処置
ホチキスの針やクリップのついた原稿 ホチキスの針、クリップをはずしてください。

そり、折れ、しわのある原稿 たいらにするか、複写機でコピーしてください。
・穴、破れのある原稿
・貼り合わせた原稿
・アート紙、銀紙、カーボン紙など表面が加工された原稿
・インデックス、付せんなどはみ出た部分がある原稿
・登記書のように薄くてやわらかい原稿
・官製はがきのように厚い原稿
・本のようにとじてある原稿
・つるつるすべる原稿

キャリアシートを使うか、複写機でコピーしてくだ
さい。

朱肉、修正液、インクなどが乾いていない原稿 完全に乾かしてください。

210mm
6
0
0
m
m 1
5
0
m
m
 

 

148mm

最大 

最小 

挿入方向 

挿入方向 

A4サイズのとき 

約4mm

約4mm

読み取り 
できる 
範囲 
 

約1mm

208mm

約1mm

先端 
 

後端 
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1

本機で設定できる機能や設定は次のようになります。
ディスプレイに表示されるメッセージにしたがって、登録や設定を行います。

機能 設定項目 機能説明 設定内容
（太字：初期設定値）

操作 参照
ページ

初
期
登
録

回線種別設定 電話回線に合わせて回線種別を設
定します。

プッシュ
ダイヤル10PPS
ダイヤル20PPS
ジドウ セッテイ 

e 1 1
10ページ

時計セット 現在の日付と時刻を登録します。 03年
01月
01日
00時
00分 

e 1 2
15ページ

発信元登録 ファクスに印刷される発信元の名
前やファクス番号、電話番号を登
録します。

－ 
e 1 3

16ページ

キータッチ音量 ボタンを押したときの音量を設定
します。

OFF
ショウ
チュウ
ダイ 

e 1 4
22ページ

受
信
設
定

呼出回数 着信してから本機が応答するまで
に鳴る呼出回数を設定します。

ザイタク モード
(0 ～（8回）～ 15
回／ムセイゲン )
ルス モード
(0～（2回）～07
回／トールセー
バー ) 

e 2 1

19ページ

再呼び出し設定 在宅モードのときの受信のしかた
や応答のしかたを選択します。

ON
（デンワ ヨビダシ
（アイテニ ベル／
アイテニ メッセージ））
OFF
（ファクス センヨウ） 

e 2 2

19ページ

親切受信 ファクスの親切受信を設定しま
す。

ON
OFF e 2 3 61ページ

自動縮小 A4 サイズより長い原稿が送られ
てきたとき、自動的に縮小する /
しないを設定します。

ON
OFF e 2 4

61ページ

ポーリング受信 ポーリング通信でファクスを受信
するときの設定をします。

－ e 2 5 61ページ

送
信
設
定

送付書 ファクスを送信するとき、「送付
書」を付ける／付けないを設定し
ます。

コンカイノミ
ON
OFF
プリント サンプル 

e 3 1
57ページ

送付書コメント 「送付書」に記載するコメントを作
成します。(2 種類のオリジナルコ
メントを登録できます。)

－ 
e 3 2

57ページ

原稿濃度 原稿の文字の濃さに合わせた調整
をします。

コク
フツウ
ウスク 

e 3 3
74ページ

海外送信モード 海外にファクスを送信するときに
設定します。

ON
OFF e 3 4 55ページ

操作を途中で中止するときは、 n を押します。

メモ 
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送
信
設
定

タイマー送信 タイマー送信を行うときの送信時
刻を設定します。

－ e 3 5 55ページ

メモリー送信 原稿を本体のメモリーに記憶して
からファクスを送信したいとき、
設定します。

－ 
e 3 6

59ページ

電話予約 ファクス送信後に相手と話がした
いとき、設定します。

ON
OFF
プリント サンプル 

e 3 7
55ページ

解除 設定解除 タイマー送信や一括送信の設定を
解除します。

－ e 4 59ページ

ダ
イ
ヤ
ル
登
録

電話帳登録 電話帳に電話番号や相手先の名前
を登録します。

( 最大100件 ) e 5 1 33ページ

電話帳変更 電話帳に登録した電話番号や相手
先の名前を変更します。

－ e 5 2 33ページ

グループ登録 複数の相手先を｢グループ｣として
登録します。

( 最大5件 ) e 5 3 35ページ

グループ変更 ｢グループ｣の名前の変更、相手先
の消去や追加をします。

－ e 5 4 35ページ

リ
ス
ト
プ
リ
ン
ト

送信レポート ファクス送信後に送信結果を印刷
するための設定をします。

ON
エラーノミ
OFF 

e 6 1
77ページ

通信管理レポート 最近の通信結果を印刷します。
(送信、受信合わせて30件です。)

プリント リスト
シュツリョク カン
カク(6/12/24ジ
カンゴト、2/7 カ
ゴト、30 ケンゴ
ト、レポート シュ
ツリョク シナイ ) 

e 6 2

77ページ

電話帳リスト 電話帳に登録した内容を50 音順
に印刷します。

－ e 6 3 77ページ

設定内容リスト 各種機能に登録・設定されている
内容を印刷します。

－ e 6 4 77ページ

メモリー使用状況 使用可能なメモリー量など、メモ
リーの使用状況を印刷します。

－ e 6 5 79ページ

ご注文シート リボンカートリッジなどの消耗品
を注文する、「ご注文シート」を印
刷します。

－ 
e 6 6

79ページ

一括送信レポート 一括送信後に送信結果を印刷する
ための設定をします。

ON
エラーノミ e 6 7 79ページ

着信記録リスト 最新の30 件の着信記録を印刷し
ます。

－ e 6 8 79ページ

機能案内リスト 本機の機能一覧を印刷します。 － e p 79ページ

留
守
録
メ
モ
リ
｜
設
定

応答メッセージ 留守応答メッセージ ( ルス オウト
ウ1、ルスオウトウ2)、在宅応答
メッセージ ( ザイタク オウトウ )
の録音 / 再生 / 消去をします。

ルス オウトウ1
ルス オウトウ2
ザイタク オウトウ e 7 1

43ページ

録音時間 1 件の音声メッセージの最長録音
時間を設定します。

30ビョウ
60 ビョウ
120 ビョウ
180 ビョウ 

e 7 2
45ページ

留守録モニター 留守録メモリーに録音中の相手の
声が、スピーカーから聞こえる /
聞こえないを設定します。

ON
OFF e 7 3

45ページ

機能 設定項目 機能説明 設定内容
（太字：初期設定値）

操作 参照
ページ

操作を途中で中止するときは、 n を押します。

メモ 
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1

留
守
録
メ
モ
リ
｜
設
定

暗証番号 外出先から本機を操作するため
の、暗証番号を設定します。

アンショウバンゴ
ウ : - - - ＊
ファクス :ON
ファクス :OFF 

e 7 4
47ページ

転送 メッセージを受信したとき、｢用件
転送｣や｢ファクス転送｣をするた
めの設定をします。

OFF
ファクス テンソウ
(ファクス転送先登録)
ルスロク テンソウ
(留守録転送先登録) 

e 7 5

49ページ

メ
ロ
デ
イ
設
定

着信音 着信音の鳴りかたを設定します。 ベル1～ 4
メロディ1～ 30 e 8 1 23ページ

保留音 保留音の鳴りかたを設定します。 メロディ1～ 30
（ハナノワルツ） e 8 2 23ページ

モーニングメロ
ディ

モーニングメロディの鳴りかたと
時刻を設定します。

OFF
ON
　ベル1
　メロディ1～30 

e 8 3
75ページ

ナ
ン
バ
｜
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

ナンバー・ディス
プレイ

NTTのナンバー・ディスプレイ
を使用する/ しないを設定しま
す。

アリ
ナシ e 9 1

67ページ

着信鳴り分け設定 電話帳に登録した電話番号ごとに
着信音を設定します。

ナリワケ
ファクス
メイワクシテイ 

e 9 2
68ページ

非通知着信拒否 電話番号非通知の相手先からの着
信を拒否します。

アリ
ナシ e 9 3 70ページ

公衆電話拒否 公衆電話からの着信を拒否しま
す。

アリ
ナシ e 9 4 70ページ

着信拒否モニター 着信拒否メッセージを再生すると
き、スピーカーから聞こえる／聞
こえないを設定します。

ON
OFF e 9 5

71ページ

キャ ッチ ホ ン・
ディスプレイ

NTTのキャッチホン・ディスプレ
イを使用する/ しないを設定しま
す。

アリ
ナシ e 9 6

71ページ

機能 設定項目 機能説明 設定内容
（太字：初期設定値）

操作 参照
ページ

操作を途中で中止するときは、 n を押します。

メモ 
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*1：A4 サイズ 700 字程度の原稿を標準的画質（8 ドット× 3.85 本／ mm）で高速モード（14400bps）で
送ったときの速さです。これは画像情報のみの電送時間で通信の制御時間は含まれておりません。なお、実際
の通信時間は原稿の内容、相手機種、回線状態により異なります。

*2：録音可能時間やメモリー記憶枚数は、メモリーの使用状況によって変わることがあります。（例えば、受信し
たファクスがメモリーに記憶されているときは録音可能時間が短くなります。）

*3：A4 サイズ700 字程度の原稿を標準的画質（8ドット× 3.85 本／mm）で読み取った場合の枚数です。実
際の読み取り枚数は原稿の濃度や画質により異なります。

*4：コピー、ファクス送受信時の原稿は、画像電子学会No.4 チャートを使用。（常温、常湿にて測定）
※外観・仕様などは、改良のため予告なく変更することがあります。あらかじめご了承ください。

形式 送受信兼用卓上型G3 機

圧縮方式 MH（モディファイドハフマン）

電送時間 *1 約9秒

通信速度 14400／ 12000／9600 ／7200 ／4800／ 2400 BPS（自動フォールバック方式）

原稿サイズ幅 最大：210mm、最小：148mm

最大有効読取幅 208mm

最大有効記録幅 205mm

記録紙サイズ 210mm×297mm（A4普通紙）

記録方式 熱転写記録方式による普通紙記録

読取方式 密着イメージセンサーによる読取

ハーフトーン 64階調（ディザ方式）

走査線密度 主走査：8ドット／mm
副走査：3.85本／mm（標準）、7.7本／mm（ファイン／写真）、15.4本／mm（S.ファイン／写真）

適用回線 一般電話回線、2線式専用回線、ファクシミリ通信網（16Hz のみ対応）

総録音可能時間*2 約12分

メモリー記憶枚数*3 約20枚

使用環境 温度：5～35℃、湿度：45～80％

電源 AC100V±10V 50／60Hz

消費電力 *4
待機時 ：約3.0W ファクス送信時：約11.0W コピー時：約18.0W
ピーク時：約170W以下 ファクス受信時：約18.3W

直流抵抗値 247Ω

外形寸法 本体外形寸法（突起部を除く）：333（横幅）× 258.4（奥行き）×140.5（高さ）mm
実設置寸法：333（横幅）× 315（奥行き）×332（高さ）mm

質量 約3.4kg（リボンカートリッジ、受話器、受話器コード、記録紙トレイを含む）
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1

・ 消耗品はお近くの家電量販店でも取扱いがございますが、弊社にてインターネット、電話、ファクスによるご注
文も承っております。

・ ファクスにてご注文される場合はご注文シートにご記入の上、お申し込みください。
・ 配送料は、お買い上げ金額の合計が 5, 000円以上（消費税加算前）の場合は全国無料です。

5, 000円未満の場合は500 円の配送料をいただきます。（代引き手数料は全国一律無料）
・ 納期については土日祝日長期休暇をはさむ場合はその日数が下記に加算されます。
・ 配送地域は日本国内に限らせていただきます。

＜代引き＞ ・・・ご注文後 2～3営業日後の商品発送
※ 配送先が離島の場合は代引きによるお支払いは利用できません。

＜お振込（銀行・郵便）＞ ・・・ご入金確認後 2～3営業日後の商品発送
※ 代金は先払いとなります。（銀行／郵便局備え付けの振込用紙等からお振り込みください。）
※ 振込手数料はお客様負担となります。

＜クレジットカード＞ ・・・カード番号確認後 2～3営業日後の商品発送
※ カード名義人様のみのお申し込みとし、カード登録の住所のみへの配送とさせていただきます。

ご注文先

ブラザー販売（株） 情報機器事業部ダイレクトクラブ
インターネット：　 http://www.brother.co.jp/direct/
ファクス： 　 052 －825－ 0311
電話： 0120－118 －825（土・日・祝日、長期休暇を除く9時～ 17 時）
振込先： 口座名義：ブラザー販売株式会社
　　　　 銀行：三井住友銀行　上前津（カミマエヅ）支店　普通 6428357
　　　　 郵便：振り込み番号　00860 －1－ 27600
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ご注文シート
 

※本機から印刷することができます。（「ご注文シート」 ☞ 79 ページ）

ﾌﾞﾗｻﾞｰ ﾊﾝﾊﾞｲ (ｶﾌﾞ) ｼﾞｮｳﾎｳｷｷ ｼﾞｷﾞｮｳﾌﾞ 
ﾀﾞｲﾚｸﾄｸﾗﾌﾞ ﾕｷ 
FAX: 052-825-0311（ﾃﾞﾝﾜ: 0120-118-825） 
 
（ｺﾞｼﾞｭｳｼｮ） 
  
（ｵﾅﾏｴ）                             （TEL）                                  （FAX）                               
                        　　　　　　　 
 
（ｼﾊﾗｲﾎｳﾎｳ）　　　　  1.ｷﾞﾝｺｳ ﾏｴ ﾌﾘｺﾐ　 2.ﾕｳﾋﾞﾝ ﾏｴ ﾌﾘｺﾐ　 3.ﾀﾞｲｷﾝﾋｷｶｴ　 4.ｶｰﾄﾞ   
（ｶｰﾄﾞｼｭﾙｲ）　　　　  1.VISA　 2.JCB　 3.UC　 4.DINERS　 5.CF　 6.MASTER　 7.JACCS        
 
（ｶｰﾄﾞ ﾒｲｷﾞﾆﾝ）                       　　　　　　　  （ﾕｳｺｳｷｹﾞﾝ）　　　　　　 　　　ﾈﾝ  　　 　　         ｶﾞﾂ 
 
（ｶｰﾄﾞNO.）　　　 

＊1：ﾘﾎﾞﾝ ﾉ ﾅｶﾞｻ ﾊ A4 ﾔｸ 144ﾏｲﾌﾞﾝ ﾃﾞｽ 
＊2：ﾊｲｿｳﾘｮｳ ﾊ ｶﾜﾙｶﾉｳｾｲｶﾞ ｱﾘﾏｽ 
＊3：ｼｮｳﾋｾﾞｲ ﾊ ｶﾜﾙｶﾉｳｾｲｶﾞ ｱﾘﾏｽ 
＊ｵﾌﾘｺﾐ ﾉ ﾊﾞｱｲﾊ ｺﾞﾆｭｳｷﾝ ｶｸﾆﾝｺﾞﾉ ｼｮｳﾋﾝﾊｯｿｳ ﾄ ﾅﾘﾏｽ 

ﾌﾘｺﾐ ｻｷ  : ｺｳｻﾞﾒｲｷﾞ : ﾌﾞﾗｻﾞｰﾊﾝﾊﾞｲ (ｶﾌﾞ) 
 ｷﾞﾝｺｳ  : ﾐﾂｲｽﾐﾄﾓ ｷﾞﾝｺｳ ｶﾐﾏｴﾂﾞ ｼﾃﾝ 

ﾌﾂｳ 6428357 
 ﾕｳﾋﾞﾝ  : ﾌﾘｺﾐﾊﾞﾝｺﾞｳ 00860-1-27600 
 

ﾋｺﾞﾛｶﾗ ﾌﾞﾗｻﾞｰFAX ｦ ｺﾞｱｲﾖｳ ｲﾀﾀﾞｷ 
ﾏｺﾄﾆ ｱﾘｶﾞﾄｳ ｺﾞｻﾞｲﾏｽ. 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ｦ ｺﾞﾘﾖｳ ｻﾚﾃｲﾙ ｵｷｬｸｻﾏ ﾊ URLﾆﾃ 
ﾌﾞﾗｻﾞｰ ﾀﾞｲﾚｸﾄｸﾗﾌﾞ ﾆ ｱｸｾｽﾃﾞｷﾏｽ. 
(URL)  HTTP://WWW.BROTHER.CO.JP/DIRECT/ 

*URLﾊ ｺﾓｼﾞﾃﾞ ﾆｭｳﾘｮｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 
 

URLﾆﾃ ﾁｮｸｾﾂ ｼｮｳﾓｳﾋﾝ ｦ ｺﾞﾁｭｳﾓﾝ ｲﾀﾀﾞｹﾏｽ. 
ｾﾞﾋ ｲﾁﾄﾞ ｺﾞﾗﾝｸﾀﾞｻｲ.

ﾋﾝﾒｲ ﾌﾞﾋﾝｺｰﾄﾞ ｶｶｸ (ｾﾞｲﾍﾞﾂ) ｽｳﾘｮｳ 

ｼｮｳｹｲ 

ｷﾝｶﾞｸ 

￥1,900LE4302-001ﾘﾎﾞﾝｶｰﾄﾘｯｼﾞ X 1ｺ　＊1 
（ｶｾｯﾄ + ｲﾝｸﾘﾎﾞﾝ） 
PC-401　 

￥1,280LE4957-001ﾂﾒｶｴﾖｳ ﾘﾎﾞﾝ X 1ﾎﾝ　＊1 
PC-400RF

ﾊｲｿｳﾘｮｳ　＊2 
　ｼｮｳｹｲ ￥5,000 ｲｼﾞｮｳ →    ￥0 
　ｼｮｳｹｲ ￥5,000 ﾐﾏﾝ →  +￥500 
 

  ｺﾞｳｹｲ 
（ｼｮｳｹｲ+ﾊｲｿｳﾘｮｳ） 

  ｼｮｳﾋｾﾞｲ ＊3 
（ｼｮｳｹｲ X 0.05） 

  ｿｳｺﾞｳｹｲ 
（ｺﾞｳｹｲ+ｼｮｳﾋｾﾞｲ） 

￥4,500LE4991-001ﾂﾒｶｴﾖｳ ﾘﾎﾞﾝ X 4ﾎﾝ　＊1 
PC-404RF

ｺﾞﾁｭｳﾓﾝ ｼｰﾄ 

1

2

3

〈キリトリ線〉
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1

外出先から本機を操作する場合（「リモコンアクセス」 ☞ 47ページ）、下記の「リモコンアクセスカード」を切り取ってお持ちいただくと便利です。

暗　証　番　号 

あなたの暗証番号を 
記入してください。 ○○○　 

リモコンアクセスの使用方法 
1. 
2. 
3. 
 
 
4. 
5.

注意： 

プッシュボタン回線方式の電話機を使って、電話をかけます。 
応答メッセージが再生されたら、/、/、暗証番号を入力します。 
暗証番号を入力すると、「ピー」という受付音が鳴り、「録音メッセージは○○件です」
というガイダンスが聞こえます。 
そのあと、「リモコンコードを入れてください。」というガイダンスが聞こえます。 
リモコンコードを入力します。 
「90」を入力して、リモコンアクセスを終了します。 
リモコンコードは、裏面の一覧表を参照してください。 

間違った操作を行ったときには、「番号が間違っています。リモコンコードを入れて
ください」というガイダンスが聞こえますので、もう１度やり直してください。 

＜キリトリ線＞ 

暗　証　番　号 

あなたの暗証番号を 
記入してください。 ○○○　 

リモコンアクセスの使用方法 
1. 
2. 
3. 
 
 
4. 
5.

注意： 

プッシュボタン回線方式の電話機を使って、電話をかけます。 
応答メッセージが再生されたら、/、/、暗証番号を入力します。 
暗証番号を入力すると、「ピー」という受付音が鳴り、「録音メッセージは○○件です」
というガイダンスが聞こえます。 
そのあと、「リモコンコードを入れてください。」というガイダンスが聞こえます。 
リモコンコードを入力します。 
「90」を入力して、リモコンアクセスを終了します。 
リモコンコードは、裏面の一覧表を参照してください。 

間違った操作を行ったときには、「番号が間違っています。リモコンコードを入れて
ください」というガイダンスが聞こえますので、もう１度やり直してください。 

＜キリトリ線＞ 

暗　証　番　号 

あなたの暗証番号を 
記入してください。 ○○○　 

リモコンアクセスの使用方法 
1. 
2. 
3. 
 
 
4. 
5.

注意： 

プッシュボタン回線方式の電話機を使って、電話をかけます。 
応答メッセージが再生されたら、/、/、暗証番号を入力します。 
暗証番号を入力すると、「ピー」という受付音が鳴り、「録音メッセージは○○件です」
というガイダンスが聞こえます。 
そのあと、「リモコンコードを入れてください。」というガイダンスが聞こえます。 
リモコンコードを入力します。 
「90」を入力して、リモコンアクセスを終了します。 
リモコンコードは、裏面の一覧表を参照してください。 

間違った操作を行ったときには、「番号が間違っています。リモコンコードを入れて
ください」というガイダンスが聞こえますので、もう１度やり直してください。 

＜キリトリ線＞ 
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リモコンコード 
＜キリトリ線＞ 

操作内容 ボタン操作 操作内容 ボタン操作 

ファクス転送番号の 
登録・変更 

954＋転送番号 
入力＋＃＃ 

ファクスの取り出し 962＋ダイヤル 
入力＋＃＃ 

音声メッセージを消去 
（※1） 

93 受信状況の 
チェック（※2） 

971ファクス 
音声メッセージ 972 

 留守録転送、 
ファクス転送 
の設定変更 

OFF

ファクス 
転送 

951 受信モードの 
変更 

981

952（※3） 

留守 
在宅 982

終了 90

※1： 
 
※2： 
 
※3： 
 

「ピピピッ」という音が聞こえたら、すべてのメッセージがまだ再生されていないか、 
消去するメッセージがないため消去ができないことを示しています。 
「ピー」という音が聞こえたら、メッセージを受信しています。 
「ピピピッ」という音が聞こえたら、メッセージを受信していません。 
転送番号が登録されていないときは、転送機能を「ON」にすることはできません。 

再
生
中
に 

音声のメッセージを再生 91
戻し 
送り 
中止 

1
2
9

リモコンコード 
＜キリトリ線＞ 

操作内容 ボタン操作 操作内容 ボタン操作 

ファクス転送番号の 
登録・変更 

954＋転送番号 
入力＋＃＃ 

ファクスの取り出し 962＋ダイヤル 
入力＋＃＃ 

音声メッセージを消去 
（※1） 

93 受信状況の 
チェック（※2） 

971ファクス 
音声メッセージ 972 

 留守録転送、 
ファクス転送 
の設定変更 

OFF

ファクス 
転送 

951 受信モードの 
変更 

981

952（※3） 

留守 
在宅 982

終了 90

※1： 
 
※2： 
 
※3： 
 

「ピピピッ」という音が聞こえたら、すべてのメッセージがまだ再生されていないか、 
消去するメッセージがないため消去ができないことを示しています。 
「ピー」という音が聞こえたら、メッセージを受信しています。 
「ピピピッ」という音が聞こえたら、メッセージを受信していません。 
転送番号が登録されていないときは、転送機能を「ON」にすることはできません。 

再
生
中
に 

音声のメッセージを再生 91
戻し 
送り 
中止 

1
2
9

リモコンコード 
＜キリトリ線＞ 

操作内容 ボタン操作 操作内容 ボタン操作 

ファクス転送番号の 
登録・変更 

954＋転送番号 
入力＋＃＃ 

ファクスの取り出し 962＋ダイヤル 
入力＋＃＃ 

音声メッセージを消去 
（※1） 

93 受信状況の 
チェック（※2） 

971ファクス 
音声メッセージ 972 

 留守録転送、 
ファクス転送 
の設定変更 

OFF

ファクス 
転送 

951 受信モードの 
変更 

981

952（※3） 

留守 
在宅 982

終了 90

※1： 
 
※2： 
 
※3： 
 

「ピピピッ」という音が聞こえたら、すべてのメッセージがまだ再生されていないか、 
消去するメッセージがないため消去ができないことを示しています。 
「ピー」という音が聞こえたら、メッセージを受信しています。 
「ピピピッ」という音が聞こえたら、メッセージを受信していません。 
転送番号が登録されていないときは、転送機能を「ON」にすることはできません。 

再
生
中
に 

音声のメッセージを再生 91
戻し 
送り 
中止 

1
2
9
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索　引
A～ Z, α

A4 自動縮小受信........................................................ 61
ADSL........................................................................... 11
ISDN............................................................................ 11
PC モデム.................................................................... 11
PHONE端子 .............................................................. 11

あ
アース端子......................................................................3
暗証番号設定............................................................... 47
一括送信....................................................................... 59
エラーメッセージ ....................................................... 92
応答メッセージ........................................................... 43
押しボタン式............................................................... 10
お手入れ....................................................................... 83
音声メッセージ........................................................... 42
音量 .............................................................................. 21

か
海外送信....................................................................... 55
回線種別....................................................................... 10
回線接続端子..................................................................4
拡大・縮小コピー ....................................................... 63
画質 .............................................................................. 74
画質ボタン......................................................................5
キータッチ音............................................................... 22
機能案内リスト........................................................... 79
機能／確定ボタン ..........................................................5
キャッチボタン..............................................................5
キャッチホン............................................................... 31
キャッチホン・ディスプレイ.................................... 71
記録紙

記録紙................................................................................ 14、86
記録紙挿入口................................................................................ 3
記録紙トレイ................................................................................ 3
記録紙排出口................................................................................ 3
記録紙ホルダー............................................................................ 3

グループダイヤル ....................................................... 35
原稿

原稿について.......................................................................... 103
原稿挿入口.................................................................................... 3
原稿のサイズと紙厚............................................................... 103
原稿の読み取り範囲............................................................... 103
原稿排出口.................................................................................... 3

交換
リボンカートリッジの交換...................................................... 89
リボンの交換............................................................................. 87
構内交換機................................................................................. 12

公衆電話拒否............................................................... 70
故障 .............................................................................. 94
コピー .......................................................................... 63
ご注文シート............................................................ 109

さ
再生／録音ボタン .......................................................... 5
再ダイヤル

再ダイヤル ( 最後にかけた相手にかける )............................. 29
再ダイヤル／ポーズ／英数・カナボタン.................................. 6

再呼び出し設定........................................................... 19
ジャンル..............................................................23、24
縮小コピー...................................................................64
受信

受信のしかた ( 電話やファクスの受けかた )......................... 17
メッセージの設定 ..................................................................... 43

受話音量....................................................................... 21
受話器

受話器............................................................................................ 3
受話器コード ................................................................................ 3
受話器接続端子 ............................................................................ 4

仕様 ........................................................................... 107
消去／キャッチボタン .................................................. 5
消耗品 .......................................................................108
初期設定....................................................................... 15
親切受信....................................................................... 61
スタート／コピーボタン............................................... 6
スタック....................................................................... 63
スピーカー

スピーカー音量 ......................................................................... 22
スピーカーホンボタン................................................................. 6

清掃 .............................................................................. 83
接続 ................................................................................. 8
設定内容リスト........................................................... 77
操作パネル...................................................................... 5
送信

設定の解除................................................................................. 59
送信レポート ............................................................................. 77

送付書送信...................................................................57
ソート ..........................................................................63

た
タイマー送信............................................................... 55
ダイヤルボタン.............................................................. 6
着信

着信音......................................................................................... 23
着信鳴り分け機能 ..................................................................... 68
着信音量..................................................................................... 21
着信拒否..................................................................................... 70
着信拒否モニター ..................................................................... 71
着信記録..................................................................................... 72
着信記録ボタン ............................................................................ 5

著作権 .............................................................................vi
通信管理レポート ....................................................... 77
通話のとき...................................................................39
停止ボタン...................................................................... 5
ディスプレイ

ディスプレイ ................................................................................ 7
停電になったとき ................................................ vi、91
停電用電話機接続端子 .................................................. 4
電源コード...................................................................... 4
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電話
電話帳検索 ( 名前で検索してかける )..................................... 28
電話帳登録................................................................................. 33
電話帳リスト............................................................................. 77
電話番号表示機能 ..................................................................... 66
電話予約..................................................................................... 55

トールセーバー........................................................... 19
トーン信号...................................................................81
トーンボタン..................................................................6

な
名前表示機能............................................................... 66
ナンバー・ディスプレイ............................................ 66
日時設定....................................................................... 15
濃度 .............................................................................. 74

は
パソコン....................................................................... 11
発信記録( 最近かけた相手にかける) ...................... 29
発信元登録( 名前とファクス番号を登録する)....... 16
ハンズフリー..................................................... 37、38
ピクト( 絵文字 )............................................................ 7
ビジネスホン............................................................... 12
非通知着信拒否機能 ................................................... 70
ファクス

ファクス転送............................................................................. 49
ファクスメッセージ ( ファクスが届いているとき ) ............. 42
ファクスを受ける ..................................................................... 53
ファクスを送る......................................................................... 52

複数枚コピー............................................................... 63
付属品 ............................................................................. 2
ブランチ接続............................................................... 12
並列接続....................................................................... 12
ホームテレホン........................................................... 12
ポーズ ....................................................................... 101
ポーリング受信........................................................... 61
保守用端子......................................................................4
保留

保留............................................................................................. 27
保留ボタン.................................................................................... 6
保留音......................................................................................... 23

ま
マイク ...................................................................... 3、5
待ち受け画面..................................................................7
マルチセレクトボタン ..................................................5
迷惑電話防止機能 ....................................................... 69
メッセージ...................................................................41
メッセージの録音時間 ............................................... 45
メモリー

メモリー使用状況リスト.......................................................... 79
メモリー送信............................................................................. 59

メロディ
メロディ一覧 ............................................................................. 24
メロディ登録 ............................................................................. 23

モーニングメロディ ................................................... 75
文字の入れかた........................................................ 101

や
呼出回数....................................................................... 19

ら
リスト ..........................................................................77
リボン ..........................................................................87
リボンカートリッジ ................................................... 89
リモコン

リモコンアクセス ..................................................................... 47
リモコンアクセスカード....................................................... 110
リモコンコード表 ..................................................................... 47

留守
留守番機能................................................................................. 41
留守ボタン.................................................................................... 5
留守録転送................................................................................. 49
留守録モニター ......................................................................... 45

レバー ............................................................................. 3
レポート....................................................................... 77
録音 .............................................................................. 39



These machines are made for use in Japan only. We can not 
recommend using them overseas because it may violate the 
Telecommunications Regulations of that country and the 
power requirements of your fax machine may not be 
compatible with the power available in foreign countries. 
Using Japan models overseas is at your own risk and will 
void your warranty.

本製品は日本国内のみでのご使用となりますので、
海外でのご使用はお止めください。現地での各
国の通信規格に反する場合や、現地で使用され
ている電源が本製品に適切でない恐れがあります。 
海外で本製品をご使用になりトラブルが発生し
た場合、当社は一切の責任を負いかねます。 
また、保証の対象とはなりませんのでご注意く
ださい。 

● お買い上げの際、販売店でお渡しする保証書は大切に保存し
てください。 

● 本製品の補修用性能部品の最低保有期間は製造打切後5年です。 
● 本書に記載されているその他の会社名および製品名は、各社の
商標または登録商標です。 

本製品の取扱い、操作、アフターサービスについての
ご相談は、上記のお客様相談窓口にお気軽にお申し付
けください。 

467-8561 愛知県名古屋市瑞穂区苗代町15-1 
ブラザー工業株式会社 

受付時間　午前9：00～午後7：00 
営 業 日　月曜日～土曜日 
（日・祝日および当社(ブラザー販売(株))休日は休みとさせていただきます。） 
 

0120-161170お客様相談窓口（コールセンター）： 

　　　ダイレクトクラブにて消耗品のファクス注文受付中！ 
　　　　ファクス番号：052-825-0311 
　　　（ご注文シートは本機から印刷できます。） 

　本文79ページ、109ページ参照 

● 純正品のブラザーリボンをご使用いただいた場合のみ
機能・品質保証されます。 

LF1238047
Printed in Malaysia
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